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平成３０年第４回身延町議会定例会（１日目） 

 
平成３０年１２月７日 
午前 ９時００分開議 
於 議 場 

 
１．議事日程 

 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
日程第２ 会期の決定 
日程第３ 諸般の報告 
日程第４ 議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格

等の基準を定める条例の一部を改正する条例について 
日程第５ 議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 
日程第６  議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設

整備基金条例を廃止する条例について 
日程第７  議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管

理者の指定について 
日程第８  議案第７１号 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の

指定について 
日程第９  議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号） 
日程第１０ 議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号） 
日程第１１ 議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第

４号） 
日程第１２ 議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予

算（第２号） 
日程第１３ 議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第

３号） 
日程第１４ 議案第７７号 町道路線の認定について 
日程第１５ 諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ
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２．出席議員は次のとおりである。（１４名） 
 

 １番  伊 藤 雄 波        ２番  伊 藤 達 美 
 ３番  望 月 悟 良        ４番  赤 池   朗 
 ５番  上 田 孝 二        ６番  田 中 一 泰 
 ７番  野 島 俊 博        ８番  河 井   淳 
 ９番  芦 澤 健 拓       １０番  福 與 三 郎 
１１番  渡 辺 文 子       １２番  川 口 福 三 
１３番  広 島 法 明       １４番  柿 島 良 行 

 
 

３．欠席議員は次のとおりである。 
 

な  し 
 
 

４．会議録署名議員（３人） 
 

１２番  川 口 福 三       １３番  広 島 法 明 
 １番  伊 藤 雄 波 
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５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

（２１人） 
町       長 望 月 幹 也 副 町 長 瀧 本 勝 彦 
教 育 長 鈴 木 高 吉 総 務 課 長 笠 井 祥 一 
会 計 管 理 者 村 野 浩 人 企 画 政 策 課 長 高 野 博 邦 
交 通 防 災 課 長 千頭和康樹 財 政 課 長 遠 藤  基 
税 務 課 長 小笠原正人 町 民 課 長 熊 谷  司 
福 祉 保 健 課 長 穂 坂 桂 吾 観 光 課 長 佐 藤 成 人 
子育て支援課長 大 村  隆 産 業 課 長 望 月 真 人 
建 設 課 長 水 上 武 正 土 地 対 策 課 長 埜 村 公 文 
環境上下水道課長 羽 賀 勝 之 下 部 支 所 長 望月由香里 
身 延 支 所 長 柿 島 利 巳 学 校 教 育 課 長 伊 藤 克 志 
生 涯 学 習 課 長 深 沢 教 博 

 
 

６．職務のため議場に出席した者の職氏名（２人） 
 

議会事務局長 佐 野 和 紀 
録 音 係 望 月  融 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（佐野和紀君） 

 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（柿島良行君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 平成３０年第４回身延町議会定例会に議員各位、ならびに町長をはじめ執行部各位にはご出

席をいただき心から御礼を申し上げます。 
 本定例会に提出される諸議案は、いずれも重要な内容を要するものであります。 
 議員各位には慎重な審議、ならびに円滑な議会運営に格段のご協力をお願い申し上げます。 
 それでは出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は議事日程第１号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定によって、 
 １２番 川口福三君 
 １３番 広島法明君 
  １番 伊藤雄波君 
を指名します。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。 
 本定例会の会期は、本日から１２月１４日までの８日間にしたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、会期は本日から１２月１４日までの８日間と決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本定例会に町長から上程される案件はお手元に配布のとおり条例案３件、指定管理者の指定

案２件、補正予算案５件、町道路線の認定１件、人事案件１件の計１２案件となっております。 
 これらの説明のため、本日の説明員として地方自治法第１２１条の規定に基づき出席通知の

ありました者の職氏名につきましては、一覧表としてお手元に配布したとおりです。 
 なお、今定例会までに受理した請願はお手元に配布しました請願文書表のとおりです。 
 請願は所管の総務産業建設常任委員会に付託しますので、審議をお願いします。 
 次に９月定例会以降の議会関係の諸行事については、お手元の配布により報告としますので

ご了承願います。 
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 以上で諸般の報告を終わります。 
 ここで町長からあいさつの申し出がありましたので、これを許します。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 改めまして、おはようございます。 
 本日ここに平成３０年身延町議会第４回定例会を招集しましたところ、議員の皆さまには師

走に入り何かと気忙しい中、全員のご出席をいただき誠にありがたくお礼を申し上げます。 
 本年を振り返ってみますと７月には西日本を中心に平成３０年７月豪雨が発生し、９月６日

には北海道胆振東部地震が発生いたしました。また、いくつもの台風が日本列島に上陸し、全

国各地で大洪水や土石流による災害が発生し、大勢の方の尊い命が奪われました。改めて自然

の強さ、恐ろしさを実感した年でありました。お亡くなりになられた方々のご冥福を心よりお

祈り申し上げますとともに、被災されました皆さまには慎んでお見舞いを申し上げます。 
 本町にも台風１２号、２１号、２４号と立て続けに大型台風が接近し、土砂崩落や倒木、停

電などが発生し、町民の皆さまに大変ご不便をお掛けしましたが、幸いにも大きな災害の発生

はなく安堵した次第であります。 
 今年度は行政組織の見直しにより交通防災課を設置し、防災対策の充実強化を図ったところ

でありますが、さらなる財政強化の必要性も感じているところであります。 
 さて、平成３１年度当初予算編成に向け、去る１１月１３日に平成３０年度予算編成会議を

開催いたしました。この中で各所属長、ならびに予算編成担当職員に対し、平成３１年度当初

予算編成方針を示し、中長期的な視点に立ち最小の経費で最大の効果が得られるような施策や

立案に取り組むよう徹底したところであります。 
 特に第２次総合計画と並行して平成２７年度に策定し、最終計画年度を迎える身延町まち・

ひと・しごと創生総合戦略に基づく事業につきましては、スピード感をもって進め、積極的に

予算計上することを指示したところであります。 
 次に、あけぼの大豆についてであります。 
 ２年目を迎えた身延町あけぼの大豆拠点施設の枝豆の共選につきましては、１０月７日から

出荷が始まり、７月の高温、９月の長雨等、異常気象の影響により予想より若干少ない量です

が、１０月２８日までの２２日間で約１０トンの出荷がありました。共選された枝豆は主に伊

沼にありますＪＡふじかわ中富直売所において販売され、午前中には完売するなど年々高まっ

ているあけぼの大豆の人気を感じることができました。 
 あけぼの大豆のさらなるブランド力、商品価値の向上を目指し、また他産地の類似品との差

別化を図るため、身延町あけぼの大豆振興協議会が中心となって進めてきましたＧＩ制度、地

理的表示保護制度への登録に向けては１１月末に申請することができました。 
 申請から登録まで各種審査を受けるため、少なくとも１年以上かかる見通しですが、引き続

きあけぼの大豆を通して、まちおこしに取り組んでまいりたいと考えております。 
 次に教育委員会の構成についてであります。 
 １１月１８日に任期満了を迎えました今村文子委員が先の第３回身延町議会定例会におきま

して議会のご同意をいただき再任し、１１月１９日に任命いたしました。任期は同日から４年

間となります。 
 教育委員会の構成は若狭千春教育長職務代理者、佐野邦夫委員、保坂新一委員、今村文子委
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員、鈴木高吉教育長でございます。 
 次に身延中学校の新校舎等の移転改築についてであります。 
 本年８月１０日に身延町総合文化会館において身延町立学校施設整備計画説明会を開催し、

町民の皆さまへ身延中学校の新校舎等の移転改革計画についての説明を行い、その後、１０月

１日に身延地区公民館下山分館において、身延中学校新校舎等建設候補地にかかる地権者説明

会を開催いたしました。 
 町では下山小学校周辺の町有地を活用しながら新たに約１．６ヘクタールの用地を同校南側

に取得することを目指し、現在、地権者ならびに関係機関等との協議に努めております。 
 次に生誕３００年木喰展の開催報告についてであります。 
 １０月２１日に終了いたしました生誕３００年木喰展は８５日間の会期中、入館者数は１万

７，０５４人、このうち有料入館者数は１万５，２６８人となりました。なかとみ現代工芸美

術館２０年の歴史において過去最高の入館者数となりました。 
 来館者アンケートの集計結果では、年齢が５０代以上の方が約８割。県外にお住いの方が約

４割。近隣では静岡県、東京都、神奈川県の方が多く、遠方では北は北海道、南は沖縄県とま

さに全国各地から本町を訪ねていただき、下部温泉郷への宿泊や身延山参詣など町の観光振興

にもつながったと考えております。 
 来館理由は「興味のある展示だから」との回答が約７割。展示内容が大変よかった、あるい

はよかったというご意見が大部分を占め、名実ともに充実した展覧会が開催できました。 
 なお、クラウドファンディング事業で再現した子安観音菩薩像は木喰の里微笑館へ展示し株

式会社小林石材工業様より寄贈された木喰の歌碑は、役場本庁舎玄関脇へ移設をいたしました。 
 またＹＢＳ山梨放送とともに制作した特別番組はＤＶＤに収録し、教育資料として本町内は

もとより県内小中学校や図書館ほか全国の木喰ゆかりの地へ寄贈をいたしました。 
 これらは生誕地として初めて刊行した展覧会図録とともに木喰の遺徳を継承する貴重な財産

となりました。 
 また、町内小中学校と連携する中で木喰学習講座を行うなど各学校で子どもたちに木喰仏や

微笑みをテーマに作品作りに挑戦してもらいました。下山小学校の３年生は総合学習で木喰を

研究し、１１月２１日に開催された学習発表会では「木喰上人物語」と題した劇を発表し、地

域とつながり、地域から発信する教育実践の機会となりました。「夢の世を 夢でくらすな 夢

さめて 植えおく種は後の世のため」、これは生誕３００年木喰展のテーマとした木喰遺作の和

歌であります。本展を通じて木喰が植えおいた心の種をより多くの皆さまにお届けできたので

はないかと考えております。 
 本展開催にあたり、貴重なお像や資料等を出品いただきました皆さま、ならびにお力添えを

賜りました関係各位に改めて心より感謝を申し上げます。 
 次に今定例会に提案いたしました議案は条例の一部改正をする条例２件、条例を廃止する条

例１件、指定管理者の指定２件、平成３０年度補正予算５件、町道路線の認定１件、人事案件

１件の計１２件でございます。 
 なお、詳細につきましては、上程時に申し上げさせていただきます。 
 なお、平成３０年第３回定例会以降の主な行事につきましては、お手元に配布したとおりで

ございますので、ご確認をいただきたいと存じます。 
 結びに今年も残り少なくなってまいりました。この時期は来年度の当初予算編成の時期でも
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あります。来年度は平成から新たな時代が始まる年となります。また、本町にとりましても合

併１５周年の節目の年でもあります。平成３１年度予算編成では施策の優先度を厳しく精査し、

有利な財源の確保に努めながら限られた財源の重点的効率的配分を行い、最少の経費で最大の

効果が得られるような予算を編成いたします。 
 生まれてよかった 育ってよかった 住んでよかった身延町づくりに職員ともども全力で取

り組んでまいりますので、町民の皆さまや議員の皆さまのご協力をお願い申し上げまして、あ

いさつとさせていただきます。ありがとうございました。 
〇議長（柿島良行君） 

 町長のあいさつが終わりました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第４ 議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を定

める条例の一部を改正する条例について 
   日程第５ 議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について 
   日程第６ 議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金条

例を廃止する条例について 
 以上の３議案は条例案でありますので、一括して議題とします。 
 町長から本案について提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 それでは議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を

定める条例の一部を改正する条例についてであります。 
 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を定める条例の一部を改正

する条例の議案を提出いたします。 
 提案理由を申し上げます。 
 学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令による水道法施

行令等の一部改正に伴い、身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を

定める条例の一部を改正する必要が生じました。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 議案第６７号につきましては、以上でございます。 
 次に議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例についてであります。 
 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の議案を提出いたします。 
 提案理由を申し上げます。 
 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令等の施行による

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、身延町放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する必要が生じました。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 議案第６８号につきましては、以上でございます。 



 １０

 次に議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金条例

を廃止する条例についてであります。 
 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金条例を廃止する条例の議

案を提出いたします。 
 提案理由を申し上げます。 
 身延町地域情報通信施設整備運営事業の契約期間が平成３２年９月３０日に満了することに

伴い、身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金条例を廃止する必要

が生じました。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 以上でございます。 
 なお、それぞれの議案の内容につきましては、担当課長および下部支所長より説明を申し上

げますので、よろしくご審議の上ご議決くださいますようお願い申し上げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 次に議案第６７号から議案第６９号までの内容説明を求めます。 
 はじめに議案第６７号の内容説明を求めます。 
 羽賀環境上下水道課長。 

〇環境上下水道課長（羽賀勝之君） 
 議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を定める条

例の一部を改正する条例について、内容説明をさせていただきます。 
 提案理由 
 学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令による水道法施

行令等の一部改正に伴って、身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準

を定める条例の一部を改正する必要が生じたためであります。 
 背景 
 学校教育法の一部改正により制度化された専門職大学に関する規定が追加されたことに伴い

水道法施行令の一部が改正となり、水道の布設工事監督者および水道技術管理者に関する資格

要件について所要の改正を行うものであります。 
 内容 
 布設工事監督者の資格、第３条第１項第３号中に「（同法による専門職大学の前期課程を含

む。）」を加える。「（同法による専門職大学の前期課程にあっては、修了した後）」を加える。 
 水道技術管理者の資格、第４条第１項第２号中に「（学校教育法による専門職大学の前期課程

にあっては、修了した後）」を加える。「（同法による専門職大学の前期課程にあっては、修了し

た者）」を加える。 
 同項第４号中に「（当該学科目を修めて学校教育法に基づく専門職大学の前期課程（以下この

号において「専門職大学前期課程」という。）を修了した場合を含む。）」を加える。「（専門職大

学前期課程の修了者を含む。次号において同じ。）」を加える。 
 施行期日 
 平成３１年４月１日から施行するものであります。 
 以上で議案第６７号の内容説明を終わらせていただきます。よろしくご審議をお願いいたし

ます。 
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〇議長（柿島良行君） 
 次に議案第６８号の内容説明を求めます。 
 大村子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（大村隆君） 
 それでは議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について説明いたします。 
 提案理由につきましては、先ほど町長が申し上げたとおりでございます。省令の改正に伴い

まして、本町の条例に改正の必要を生じたためでございます。 
 改正の内容につきましては、新旧対照表の３ページを併せてご覧いただくのが一番よろしい

かと思います。 
 まず、条例第１０条第３項第４号の改正につきましては、教諭となる資格を有する者につい

て、放課後児童支援員の基礎資格を有している者とする規定でございましたが、教員免許更新

制度との関係で分かりにくい規定になっているということでございまして、教育職員免許法第

４条に規定する免許状を有する者と改正するものでございます。 
 次に第１０条第３項第５号の改正につきましては、平成３１年４月１日から学校教育法の改

正により新たな高等教育機関として専門職大学の制度が設けられることを受け、放課後児童支

援員の基礎資格を有する者に新たに「（当該学科又は当該課程を修めて同法の規定による専門職

大学の前期課程を修了した者を含む。）」を追加するものでございます。 
 次に第１０条第３項第１０号の追加につきましては、新たに５年以上放課後児童健全育成事

業に従事した者であって、町長が適当と認めたものを放課後児童支援員の資格要件の対象者と

するものでございます。具体的には学童保育の勤務経験は豊富でありながら、高校を卒業して

いないためにこれまでは放課後児童支援員になれなかった者を資格要件を拡大し、放課後児童

支援員となることができるようにするものでございます。 
 施行期日につきましては、公布の日からとなっております。 
 ただし第１０条第３項第５号の専門職大学に関する改正につきましては、平成３１年４月

１日から学校教育法の改正により専門職大学の制度が始まることを踏まえまして、同日からの

施行とさせていただくものでございます。 
 説明は以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（柿島良行君） 
 次に議案第６９号の内容説明を求めます。 
 望月下部支所長。 

〇下部支所長（望月由香里君） 
 それでは議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金

条例を廃止する条例について、議案説明書に基づき説明をさせていただきます。 
 まず背景としましては現在、下部地区のＣＡＴＶ等の通信事業サービスは身延町地域情報通

信施設整備運営事業として指定管理者の株式会社ネットワーク下部が事業展開しており、その

契約期間は平成３２年９月３０日をもって終了となります。契約終了に伴い、公の施設の役目

を終えるため、施設条例および事業財源である基金条例を廃止する必要があります。 
 内容としましては、今期に廃止条例を提案することで民間事業者の円滑な移行環境を整える

ことができることから、ＣＡＴＶ等の高度な通信事業サービス提供が事業終了後も安定的に確
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保されることになります。 
 使用料の未納があった場合にも、なお従前の例により徴収することができるよう、その規定

を附則第２項に定めました。 
 基金に属していた現金の取り扱いについては、基金の取り崩しによる維持管理運営費の最終

支払いが執行日後、１０月になることからその規定を附則第３項に定めました。 
 施行期日は平成３２年１０月１日です。 
 以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（柿島良行君） 
 以上で町長の提案理由と担当課長の内容説明が終わりました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第７ 議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管理者の指定

について 
   日程第８ 議案第７１号 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の指定について 

 以上の２議案は指定管理者の指定でありますので、一括して議題とします。 
 町長から本案について提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 それでは議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管理者の指

定についてであります。 
 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管理者に下記の者を指定することに

ついて議会の議決を求めます。 
記 

 １．管理を行わせる公の施設の名称及び所在地 
   名 称 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設 
   所在地 山梨県南巨摩郡身延町相又４２５番地１および相又５２５番地１ 
 ２．指定管理者となる団体の名称、主たる事務所の所在地及び代表者の氏名 
   団 体 の 名 称 企業組合みのぶゆばの里とよおか 
   主たる事務所の所在地 山梨県南巨摩郡身延町相又４２５番地１ 
   代 表 者 の 氏 名 代表理事 千頭和光 
 ３．指定の期間 平成３１年２月１日から平成３４年３月３１日まで 
 提案理由を申し上げます。 
 平成３１年１月３１日に指定管理者の指定期間が満了するので、新たに指定管理者を指定す

る必要が生じました。ついては、指定管理者の指定にあたり地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により議会の議決が必要であります。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 議案第７０号については、以上でございます。 
 次に議案第７１号 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の指定について

であります。 
 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者に、下記の者を指定することについ

て議会の議決を求めます。 
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記 
 １．管理を行わせる公の施設の名称及び所在地 
   名 称 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所 
   所在地 山梨県南巨摩郡身延町西嶋３８０番地 
 ２．指定管理者となる団体の名称、主たる事務所の所在地及び代表者の氏名 
   団 体 の 名 称 みのぶうどん生産組合 
   主たる事務所の所在地 山梨県南巨摩郡身延町西嶋３８０番地 
   代 表 者 の 氏 名 組合長 川口美津枝 
 ３．指定の期間 平成３１年２月１日から平成３４年３月３１日まで 
 提案理由を申し上げます。 
 平成３１年１月３１日に指定管理者の指定期間が満了するので、新たに指定管理者を指定す

る必要が生じました。ついては、指定管理者の指定にあたり地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により議会の議決が必要であります。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 以上であります。 
 なお、議案の内容につきましては、総務課長より説明を申し上げますのでよろしくご審議の

上ご議決くださいますようお願いを申し上げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 次に議案第７０号および議案第７１号の内容説明を求めます。 
 笠井総務課長。 

〇総務課長（笠井祥一君） 
 議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管理者の指定につい

ておよび議案第７１号 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の指定につい

て内容説明をさせていただきます。 
 今回、上程いたします議案第７０号および議案第７１号につきましては、指定管理期間が平

成３１年１月３１日をもって終了するため、２月１日から指定管理について身延町公の施設に

係る指定管理者の指定手続き等に関する条例第２条の規定により、９月３日から２８日まで指

定管理者の公募を行い、それぞれの施設に対し１件ずつの申請がございましたので、この２件

につきまして、条例第６条の規定に基づき１０月１７日、午後１時半から本庁舎２階会議室に

おきまして指定管理者選定委員会を開催し、町長からの諮問に対して指定管理者にふさわしい

かを慎重にご審査いただき答申をいただきました。 
 このような経過を踏まえ、今回、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会のご議

決をいただきたく上程するものでございます。 
 議案第７０号につきましては、身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設は同一敷地

内にあり、一体として指定管理をお願いするものでございます。 
 指定管理申請者は企業組合みのぶゆばの里とよおかです。 
 主な内容は豊岡にございますゆばの里において、身延町特産のゆばを中心として地域の農産

品の販売や食材を利用した料理の提供を行うことにより、組合員の経済的地位の向上を図ると

ともに地域の活性化に寄与しているものでございます。 
 次に議案第７１号につきましては、身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所ですが、指定
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管理者申請者はみのぶうどん生産組合です。 
 主な内容はなかとみ和紙の里にございます味菜庵の運営管理です。地元の食材や特産品を多

数使用することで地域に根差した事業展開を図り、地域の活性化に寄与しているものでござい

ます。 
 指定管理期間につきましては、平成３１年２月から平成３３年度末までといたしました。 
 以上で議案第７０号および議案第７１号の内容説明を終わらせていただきます。よろしくご

審議をお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 以上で町長の提案理由と担当課長の内容説明が終わりました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第９ 議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号） 
   日程第１０ 議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
   日程第１１ 議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 
   日程第１２ 議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第２号） 
   日程第１３ 議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 以上の５議案は補正予算案でありますので一括して議題とします。 
 町長から提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 それでは、議案第７２号から議案第７６号について提案理由を説明申し上げます。 
 まず議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号）についてであります。 
 １行目は省略させていただきまして、 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億６，７２２万６千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ８７億５，１５８万１千円とする。 
 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 （繰越明許費） 
 第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができ

る経費は「第２表 繰越明許費」による。 
 （地方債の補正） 
 第３条、地方債の変更は「第３表 地方債補正」による。 
 以下につきましても省略をさせていただきます。 
 次に議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

であります。 
 今後、歳入歳出予算の補正欄のみの説明とさせていただきます。 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億３，８５２万４千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億４，５６１万１千円とする。 
 次に議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）について

であります。 
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 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，０１１万５千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１１億４，８４０万７千円とする。 
 次に議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第２号）に

ついてであります。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４６万３千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３，６５５万５千円とする。 
 次に議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）についてで

あります。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４９万１千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ４億２，４９０万７千円とする。 
 なお、それぞれの議案の内容につきましては担当課長より説明を申し上げますので、よろし

くご審議の上ご議決くださいますようお願い申し上げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 議事の途中ですが、ここで暫時休憩とします。 
 再開は１０時ちょうどとします。 

休憩  午前 ９時４２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時００分 
〇議長（柿島良行君） 

 休憩前に引き続き、再開をいたします。 
 次に議案第７２号から議案第７６号までの内容説明を求めます。 
 遠藤財政課長。 

〇財政課長（遠藤基君） 
 議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号）について内容説明をさせて

いただきます。 
 それでは、５ページをお開きください。「第２表 繰越明許費」であります。 
 ４款衛生費、３項簡易水道運営費１，４３９万８千円の繰越明許につきましては、簡易水道

事業特別会計における事業の繰越明許に伴い、簡易水道事業特別会計への繰出金を繰り越すも

のであります。 
 ８款土木費、２項道路橋梁費５，７００万円の繰越明許につきましては、主に河川協議や施

工箇所の工法検討に時間を費やしたことから、標準工期を確保するため社会資本整備総合交付

金事業の道路改良工事２件と橋梁修繕工事６件を繰り越すものであります。 
 １１款災害復旧費、１項農地農林漁業施設災害復旧費１，８００万円の繰越明許につきまし

ては、欠草里農道災害復旧工事の標準工期を確保するためであります。 
 ２項公共土木施設災害復旧費５，２１５万８千円の繰越明許につきましては、町道大須成曙

線、道路災害復旧事業の委託業務、ならびに工事の標準工期を確保するためであります。 
 ６ページをお開きください。「第３表 地方債補正」であります。 
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 過疎対策事業債は、木喰展開催事業に伴う観覧料の増収や助成金が採択できたことから

７６０万円減額変更するものであります。 
 合併特例事業債は追加事業、ならびに事業内容の精査に伴い１，４４０万円を減額変更とな

りました。内訳としましては、耕作放棄地等再生整備支援事業に９０万円、地域拠点環境づく

り事業に１００万円、小学校施設等改修事業に２７０万円を増額変更し、町内公衆トイレ整備

事業は１，９００万円を減額変更させていただくものであります。 
 災害復旧事業債は農地農林漁業施設災害復旧事業債として９４０万円、公共土木施設等災害

復旧事業債に２，６６０万円を増額変更させていただくものであります。 
 ９ページをお開きください。歳入について、ご説明いたします。 
 １３款１項７目６節なかとみ現代工芸美術館使用料に７４３万８千円を計上いたしました。

これは木喰展開催に伴った来館者実績による増額補正であります。 
 １４款２項８目１節公共土木施設災害復旧事業債補助金に５，３３６万円を計上いたしまし

た。これは町道大須成曙線災害復旧事業に伴う国庫補助金で、補助率は６６．７％であります。 
 １５款２項４目１節農業費補助金の耕作放棄地等再生整備支援事業補助金１００万円は、農

業用施設を整備するための県補助金であります。 
 ４目２節林業費補助金７０万円は、特定鳥獣適正管理事業のための県補助金であります。 
 ９目１節農林水産業施設災害復旧事業債補助金に１，９５０万円を計上いたしました。これ

は欠草里農道災害復旧事業に伴う県補助金で、補助率は６５％であります。 
 １０ページをお開きください。 
 １７款１項２目指定寄附金のうち学校教育課への３５万円は、下山小学校への寄附でありま

す。また生涯学習課、クラウドファンディング分７４万９千円の減額は、当初予定しておりま

した１６０万円に達しなかったことから減額するものであります。 
 ２０款４項１目３節農林水産業費、雑入２８０万円はあけぼの大豆拠点施設における売上実

績による増額補正であります。 
 ６節教育費雑入１３８万８千円につきましては、なかとみ現代工芸美術館売上収入３８万

１千円、現代工芸美術館手数料、特別観覧料７千円、テルモ芸術文化支援活動助成金１００万

円は木喰展開催に伴う歳入実績による増額補正であります。 
 ２１款１項３目農林水産業債、４目商工観光債、７目教育債、８目災害復旧債につきまして

は「第３表 地方債補正」で説明をいたしましたとおりでございます。 
 １１ページをご覧ください。歳出について、ご説明いたします。 
 ２款１項６目企画費、１３節に４３０万８千円を計上いたしました。町が保有する雨河内泉

源の利活用について調査するものであります。 
 ９目交通安全防災対策費、１９節に防犯灯建設事業費補助金４６万３千円を計上いたしまし

た。補助対象となる地区は上岩欠区、下岩欠区の２地区であります。 
 １１目まち・ひと・しごと創生事業のうち農業振興による六次産業化事業、１１節に３８０万

円を計上いたしました。あけぼの大豆加工品材料費や加工品の包装用箱等を購入するものであ

ります。 
 １２ページをお開きください。 
 同目観光資源魅力アップ事業、１３節７２３万６千円はクラフトパーク内のしだれ桜の里管

理区域内で台風による倒木処理、沿道補修等をするものであります。 
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 また１５節２９２万７千円は、日本さくらの会から寄贈される２００本のしだれ桜を植栽す

るものであります。 
 １４ページをお開きください。 
 ３款１項８目高齢者保養施設、１１節修繕費１４６万９千円は門野の湯施設の高圧引き込み

設備更新修繕等をするものであります。 
 １５ページをご覧ください。 
 ４款１項４目環境衛生費、１６節原材料費８０万円は台風２１号および台風２４号の影響に

よるゴミ収集所の新設、ならびに修繕にかかる原材料を支給するものであります。１件当たり

の支給上限は８万円となります。 
 ５目診療所費、１３節委託料３８万９千円は久那土診療所敷地内のブロック塀を解体撤去す

るものであります。 
 ３項１目簡易水道費、１９節に１７万４千円を計上いたしました。大子山水道組合への小規

模簡易水道事業に対する補助金であります。なお、補助率は７０％であります。 
 １６ページをお開きください。 
 ５款１項１目労働諸費、１５節の１２５万３千円は働く婦人の家敷地内のブロック塀の撤去

および新たにフェンスを設置するものであります。 
 ６款１項３目農業振興費、１９節に４６万７千円を計上いたしました。身延町農林水産業振

興補助金はＪＡふじかわの農業振興事業に対する補助金であります。 
 ４目農業土木費、１５節の２００万円は耕作放棄地等再生整備支援事業補助金により西嶋用

排水路の改良をするものであります。 
 １７ページをご覧ください。 
 ２項２目林業振興費、８節１４０万円を計上いたしました。有害鳥獣捕獲報奨金を増額する

ものでシカ５０頭、イノシシ５０頭分であります。 
 ３目林業土木費、１３節に２５０万円を計上いたしました。生活林道の冬季除雪費用であり

ます。 
 １８ページをお開きください。 
 ８款１項１目土木総務費、その他土木総務費に１８万２千円を計上いたしました。１１節

１２万４千円。１２節２万５千円。１３節３万３千円の計上は、中部横断道六郷インターから

下部温泉早川インターの開通記念イベント関係経費であります。 
 ２項１目道路橋梁費、１３節に９５０万円を計上いたしました。町道の冬季除雪費用であり

ます。 
 ２０ページをお開きください。 
 １０款１項２目事務局費、１３節に５３４万６千円を計上いたしました。身延中学校新校舎

等建設予定地の測量業務委託等であります。 
 ２項２目教育振興費、下山小学校教育振興費、１８節３５万円は指定寄附金による備品購入

でございます。 
 ４項２目公民館費、公民館運営事業費、１９節に２５万９千円を計上いたしました。集落公

民館整備事業にかかる補助金で、対象となる集落公民館は丸滝区集落公民館であります。 
 ２１ページをご覧ください。 
 １１款１項１目農林水産業施設災害復旧費、１５節に３千万円を計上いたしました。欠草里
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農道の災害復旧をするためでございます。 
 ２２ページをお開きください。 
 ２項１目公共土木施設災害復旧費、１５節に８千万円を計上いたしました。町道大須成曙線

の災害復旧をするためであります。 
 以上、議案第７２号の内容説明とさせていただきます。よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（柿島良行君） 
 次に議案第７３号の内容説明を求めます。 
 熊谷町民課長。 

〇町民課長（熊谷司君） 
 それでは議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の内

容説明をさせていただきます。 
 なお７ページ、歳入９款１項１目３節の職員給与費等繰入金および８ページ、歳出の１款１項

の総務管理費は人件費にかかる分であるため、内容説明は省略いたします。 
 歳入から説明させていただきます。６ページをお開きください。 
 １款１項１目一般被保険者国民健康保険税および２目退職被保険者等国民健康保険税は、最

終調定見込み額により、それぞれの節につきまして減額、増額の補正をさせていただき総額で

４４８万６千円を増額いたしました。 
 ５款療養給付費等交付金につきましては、平成２９年度分の交付金の精算分として２６４万

円を増額いたしました。 
 ６ページから７ページをお願いいたします。 
 ９款１項１目一般会計繰入金のうち１節保険基盤安定繰入金保険税軽減分を５万１千円。

２節保険基盤安定繰入金保険者支援分を２９０万８千円。５節財政安定化支援事業繰入金を

４１６万７千円をそれぞれ減額させていただきました。これらの補正は年度内の所要額に対す

る一般会計繰入金の確定に伴ったものであります。 
 １０款１項１目その他繰越金１億３，８７２万４千円の増額につきましては、平成２９年度

からの繰越金となります。 
 次に歳出を説明いたします。８ページをお開きください。 
 ３款１項医療給付費と３項介護納付金分の財源組み替えにつきましては、歳入で説明いたし

ました国民健康保険税および交付金の補正予算に伴った各歳出科目に対する財源充当による組

み替えとなり、財源の内訳欄に記載されたものとなります。 
 ７款１項３目その他償還金は２，８７２万４千円を増額するもので、内容は平成２９年度の

国庫負担金２件について、額の確定および精算に伴う返還が発生したための増額です。 
 ９ページをお願いいたします。 
 ９款１項１目財政調整基金積立金は、繰越金のうち当初予算に計上させていただいた分、な

らびに今回の補正予算として見込まれる額を計上してもなお生じた剰余金１億１千万円につき

まして、身延町国民健康保険特別会計財政調整基金条例により財政調整基金の積立金に計上い

たしました。 
 以上で身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、内容説明を終わらせてい

ただきます。よろしくご審議をお願いいたします。 
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〇議長（柿島良行君） 
 次に議案第７４号、議案第７５号および議案第７６号の内容説明を求めます。 
 羽賀環境上下水道課長。 

〇環境上下水道課長（羽賀勝之君） 
 議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）について内容

説明をさせていただきます。 
 ４ページをお開きください。「第２表 繰越明許費」について説明をさせていただきます。 
 ２款２項簡易水道建設費、久那土古関簡易水道事業２，３１６万円につきましては、県道割

子切石線、大道地内において耐震管布設替え工事を実施しました。引き続き、舗装本復旧工事

を実施する予定でありましたが、他の工事と工期が重複し迂回路等の交通規制ができないため

繰越明許費を設定させていただくものであります。 
 ２款２項簡易水道建設費、身延中央簡易水道事業３，９９０万５千円につきましては、帯金

地内県道市川三郷身延線において新設管布設工事を実施しました。引き続き舗装本復旧工事を

実施する予定でありましたが、帯金地内、塩之沢地内ともに中部横断自動車道整備工事が進め

られており、工事区間が重複し交通規制ができないため繰越明許費を設定させていただくもの

であります。 
 ２款２項簡易水道建設費、大島簡易水道事業１，８０７万円につきましては、上大島地内に

おいて耐震管布設替え工事を実施する予定でありましたが、ＪＲ身延線を横断するためＪＲと

の協議、山梨県との河川協議に不測の日数を要したため、標準工期を確保するため繰越明許費

を設定させていただくものであります。 
 以上、繰越明許費の内容説明とさせていただきます。 
 続いて７ページをお開きください。歳入を説明させていただきます。 
 ５款１項１目簡易水道一般会計繰入金に７３９万８千円を計上いたしました。１節総務費繰

入金として１５万円、２節公債費繰入金として７２４万８千円を充当するため一般会計からの

繰入金であります。 
 ７款１項１目２３１万円を計上いたしました。平成２９年度分の消費税確定申告にあたって

税務署等の審査により予定納付額が確定した結果、還付を受けることとなったものであります。

還付を受ける総額は３０２万２千円でありますが、うち７１万２千円につきましては、先の第

３回臨時会で災害関連の補正予算の歳入として計上させていただきました。 
 ２節雑入に４０万７千円を計上いたしました。峡南農務事務所発注による中山間事業関連工

事に伴い、町道本町富山橋線に埋設してあります第２水源ポンプからの送水管の切回し工事に

関わる山梨県からの補償金であります。 
 ８ページをご覧ください。次に歳出をさせていただきます。 
 １款１項１目簡易水道管理費、１１節需用費８５６万５千円を計上いたしました。うち修繕

費８１６万５千円につきましては、浄水場設備送水管・配水管の凍結などによる緊急対応に備

えるための計上であります。 
 ３款１項１目元金７２４万８千円の財源組み替えを計上いたしました。水道使用料である一

般財源を簡易水道管理費に充当し、一般会計からの繰入金を元金に充当するための財源組み替

えであります。 
 以上、議案第７４号の内容説明とさせていただきます。 



 ２０

 続きまして議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第

２号）について内容説明をさせていただきます。 
 ６ページをお開きください。歳入から説明をさせていただきます。 
 ３款１項３目戸別浄化槽整備事業繰入金に４６万３千円を計上いたしました。戸別浄化槽整

備事業維持管理費へ充当するための繰入金であります。 
 ７ページをご覧ください。次に歳出を説明させていただきます。 
 ３款１項１目戸別浄化槽整備事業維持管理費に４６万３千円を計上いたしました。市町村設

置型による設置した合併浄化槽、曝気ブロア７基が設置後１０年が経過し、経年劣化により本

来の機能が果たせないため、修繕費として計上させていただきました。 
 以上が議案第７５号の内容説明です。 
 続きまして議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて内容説明をさせていただきます。 
 ６ページをお開きください。 
 ３款１項１目中富下水道事業一般会計繰入金に１３２万円を計上いたしました。中富下水道

事業維持管理費へ充当するための繰入金であります。 
 ５款１項１目１７万１千円を計上いたしました。平成２９年度分の消費税確定申告にあたっ

て税務署の審査により予定納付額が確定した結果、還付を受けることとなったものであります。 
 ７ページをご覧ください。次に歳出を説明させていただきます。 
 １款２項１目中富下水道事業維持管理費に１４９万１千円を計上いたしました。経年劣化に

よる処理場内の機械設備である揚砂ポンプの修繕費および手打沢地内の国道上にあるマンホー

ル周辺の路面補修のための修繕費であります。 
 以上で議案第７４号、議案第７５号、議案第７６号の内容説明を終わらせていただきます。

よろしくご審議をお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 以上で町長の提案理由と担当課長の内容説明が終わりました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１４ 議案第７７号 町道路線の認定についてを議題とします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 それでは議案第７７号 町道路線の認定について、ご説明申し上げます。 
 下記の路線を町道として認定したいので、道路法第８条第２項の規定に基づき議会の議決を

求めるものでございます。 
記 

 整理番号 Ｍ８０２１０ 
 路 線 名 大野本通り線 
 起  点 身延町大野字高ノ木１２０６番５地先 
 終  点 身延町大野字家ノ前１１１番地先 
 重要な経過地はございません。 
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 参考 
 延  長 ９１１メートル 
 幅  員 ４．４０メートルから４１．８０メートル 
 提案理由を申し上げます。 
 一般県道光子沢大野線の改築に伴う道路区域の見直しにより、町道として認定する必要が生

じました。また、地域住民の利便性を維持する必要があるため、今後は身延町が維持管理する

ものであります。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 以上でございます。 
 なお、議案の内容につきましては建設課長より説明を申し上げますので、よろしくご審議の

上ご議決くださいますようお願いを申し上げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 次に議案第７７号の内容説明を求めます。 
 水上建設課長。 

〇建設課長（水上武正君） 
 議案第７７号 町道路線の認定について内容説明をさせていただきます。 
 提案理由にもありますが、一般県道光子沢大野線の改築に伴う道路区域の見直しがあったた

め地域住民の利便性を維持するためにも、町道として引き受ける必要があるので町道として認

定するものであります。 
 新たに町道認定する場所につきましては、身延町大野地内です。 
 ２枚目の関係資料をご覧ください。 
 町道大野本通り線ですが、起点は大野字高ノ木１２０６番５地先から終点は大野字家ノ前

１１１番地先までの延長９１１メートル、幅員４．４から４１．８メートルです。 
 以上で内容説明を終わらせていただきます。よろしくご審議をくださいますよう、お願いい

たします。 
〇議長（柿島良行君） 

 以上で町長の提案理由と担当課長の内容説明が終わりました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１５ 諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについてを議題と

します。 
 町長から提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 それでは諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて、ご説明

申し上げます。 
 人権擁護委員の候補者として、下記の者を推薦したいので人権擁護委員法第６条第３項の規

定により、議会の意見を求めるものでございます。 
記 

 住  所 山梨県南巨摩郡身延町車田１０８８番地 
 氏  名 日向啓子 
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 生年月日 昭和２４年２月３日 
 提案理由を申し上げます。 
 平成３１年３月３１日に日向啓子委員の任期が満了するので、その後任委員を推薦したい。 
 これが議会の意見を求める理由であります。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 提案理由の説明が終わりました。 
 本案については、人事案件のため内容説明は省略します。 
 以上をもちまして本日の議事日程は終了しました。 
 これをもちまして本日は散会とします。 
 ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（佐野和紀君） 
 相互にあいさつを交わし終わります。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 ご苦労さまでした。 

散会 午前１０時３６分 
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平成３０年第４回身延町議会定例会（２日目） 

 
平成３０年１２月１０日 
午前 ９時００分開議 
於 議 場 

 
１．議事日程 

 
日程第１ 諸般の報告 
日程第２ 一般質問 

 
 

２．出席議員は次のとおりである。（１４名） 
 

 １番  伊 藤 雄 波        ２番  伊 藤 達 美 
 ３番  望 月 悟 良        ４番  赤 池   朗 
 ５番  上 田 孝 二        ６番  田 中 一 泰 
 ７番  野 島 俊 博        ８番  河 井   淳 
 ９番  芦 澤 健 拓       １０番  福 與 三 郎 
１１番  渡 辺 文 子       １２番  川 口 福 三 
１３番  広 島 法 明       １４番  柿 島 良 行 

 
 

３．欠席議員は次のとおりである。 
 

な  し 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

（２１人） 
町       長 望 月 幹 也 副 町 長 瀧 本 勝 彦 
教 育 長 鈴 木 高 吉 総 務 課 長 笠 井 祥 一 
会 計 管 理 者 村 野 浩 人 企 画 政 策 課 長 高 野 博 邦 
交 通 防 災 課 長 千頭和康樹 財 政 課 長 遠 藤  基 
税 務 課 長 小笠原正人 町 民 課 長 熊 谷  司 
福 祉 保 健 課 長 穂 坂 桂 吾 観 光 課 長 佐 藤 成 人 
子育て支援課長 大 村  隆 産 業 課 長 望 月 真 人 
建 設 課 長 水 上 武 正 土 地 対 策 課 長 埜 村 公 文 
環境上下水道課長 羽 賀 勝 之 下 部 支 所 長 望月由香里 
身 延 支 所 長 柿 島 利 巳 学 校 教 育 課 長 伊 藤 克 志 
生 涯 学 習 課 長 深 沢 教 博 

 
 

５．職務のため議場に出席した者の職氏名（２人） 
 

議会事務局長 佐 野 和 紀 
録 音 係 望 月  融 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（佐野和紀君） 

 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（柿島良行君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 冒頭ですが広報編集委員会 赤池委員長より広報の写真撮影のため、カメラの設置の要望が

ありましたので、これを許可します。 
 それでは、出席議員が定足数に達しておりますので直ちに会議を開きます。 
 本日は議事日程第２号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 諸般の報告を行います。 

 本日の説明員として、地方自治法第１２１条の規定に基づき出席通知のありました者の職氏

名につきましては、先の会議で一覧表として配布したとおりです。 
 以上で諸般の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 一般質問。 

 通告１番、伊藤達美君の一般質問を行います。 
 伊藤達美君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 通告に従いまして一般質問を行います。 
 まず最初の質問でございますが、木喰展開催に伴うその成果と活用についてでございます。 
 皆さんご存じのとおり７月１４日から１０月２１日まで、約３カ月間にわたりまして開催を

されました木喰展につきましては、全国各地から多数の入場者があり、終了したわけでござい

ます。 
 そこで木喰展開催の実績、例えば入場者数でございますとか、収支の決算等について、この

場でご報告をお願いするとともに、アンケート結果の分析を通して、最終的にどのようにこの

木喰展を評価・総括をされるのか、お尋ねをいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 深沢生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（深沢教博君） 

 お答えいたします。 
 まず入場者数ですが、有料入館者が１万５，２６８人、無料入館者が１，７８６人で総数は

１万７，０５４人となりました。北は北海道から南は沖縄県からと全国各地から身延町にお越

しいただきました。 
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 次に収支ですが、クラウドファンディングを寄附金として８５万１，２００円。芸術文化振

興基金で２７８万６千円。コミュニティ助成金が５００万円。テルモ芸術文化支援活動助成金

として１００万円。合計９６３万７，２００円。入館料、特別観覧料で１，０４４万１，８００円。

グッズ売り上げが５１８万１，８００円。過疎対策事業債が１，１００万円。一般財源は千円

単位で切らせていただきまして、２２０万８千円。合計３，８４６万９千円の収入に対しまし

て支出は展示台、看板、グッズ製作購入、展示品輸送、借用料、保険、図録製作、テレビ・ラ

ジオ等の普及啓発委託料などの合計で３，８４６万９千円でした。 
 当初の計画では、入館者数５千人で２９９万５千円を見込んでおりましたが、１万５，

２６８人の有料入館者があり、約３．５倍増の観覧料合計１，０４４万１，８００円となりま

した。 
 なお、アンケート結果の分析と評価・総括についてでございますが、約１，７００人に回答

をいただきました。「よかった」「大変よかった」というご意見が９７％と大変高評価だったこ

とがうかがえます。 
 今回の木喰展においては、生誕３００年の記念事業として、全国で本町だけが展覧会を開催

した話題性やマスコミによる紹介など、いくつかの好条件が起因しているものと考えます。１万

７千人を超える来館者を記録したことや、展覧会内容への満足度に対しては高評価をいただけ

たものと思いますが、身延町の宝である木喰さんを後世に残し、将来の事業へも役立てるため

にも地域資源として活用に取り組む必要があると考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 ぜひとも、そのアンケート結果、数も非常に多うございますので、精緻な分析をしていただ

いて、先ほども課長が述べられたように、これからの事業展開に生かしていただくようお願い

をいたします。 
 次に、木喰展に関しましては文化的な催しであり、文化的な行事であるというふうに思いま

す。そして、その文化的な、またイベントでもあるというふうに考えております。そしてイベ

ントは集客による賑わいを創出し、地域ブランド、地域ブランディングでございますけれども、

高めることによりまして、交流人口を増やし、合わせて消費、支出ですね、来町者の増加によ

りまして、地域経済の振興を図るということが主たる目的。そして、その趣旨であるというふ

うに私は常々、理解をいたしておりまして、このような観点から今回の木喰展による地域への

直接的、そして間接的な波及効果をどのように捉えているのか、お聞かせをいただきたい。具

体的には、経済的な波及効果であるとか、町のイメージアップ等でございます。 
〇議長（柿島良行君） 

 深沢生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（深沢教博君） 

 お答えいたします。 
 木喰展へは１万７千人を超える来館者がありましたが、経済的波及効果の一端として、木喰

展に関連する施設の昨年度の同時期との比較を検証いたしました。木喰の里微笑館の入館料が

２３４％の増。木喰の里微笑館の売店売り上げが１３５％の増。和紙の里、紙屋なかとみ売り
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上げが５０％の増。和紙の里、漉屋なかとみ体験料が５％の増。あじさい庵の売り上げが７３％

の増となり、５施設の合計額が前年度１，４０４万５千円。千単位でございます。それに対し

まして、今年度は２，１２７万３千円と７２２万７千円余りが前年度対比で増額となりました。

また、身延町へお越しいただいた際の下部温泉郷への宿泊や身延山参拝、お土産、食事、交通

など間接的な影響も大きかったことが関係者からもお聞きしております。 
 そして何よりも身延町の知名度、イメージアップがこの木喰展によって図られたものと、約

１，７００枚のアンケート集計からも評価しております。 
 木喰展に訪れた多くの方々が身延町の食や観光を堪能していただき、また身延町に来たいと

いう感想をいただいております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 今、課長が述べられたとおり、今回、多額の経費を投入したわけでございますけれども、地

域への経済効果、これが一番大事でございます。地域の人たちがそのイベントを行うことによっ

て潤うということでございます。こういう視点をぜひ、常に持っていただいて事業展開をして

いただきたいと思います。 
 次に町が関わるイベントを実施するに当たってでございますけれども、私は常々、こういう

イベントに関しましては、地域の人たちとの連携がこれはぜひとも必要だというふうに感じて

おりまして、どんなに小さいことであってもよいから、地域の住民の人たちとの共同作業を実

施することが極めて重要、大事であるというふうに思っております。 
 かかる作業を通しまして、地域の住民の地域づくりへの参加意識が芽生え、なおかつ住民同

士の連帯感も生まれてくるというふうに思っております。そして町への、こういうことを通し

て関心も高まると思うわけでございまして、これからのイベントにおいては常々、こういう考

えをもとに、あらゆるイベントでございますけれども、手法を採用していただいて実施される

よう、私は要望するものでございますけれども、当局の考え方についてお考えをお聞かせいた

だきたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えします。 
 議員がおっしゃるとおり、町民の皆さまや地域組織、行政などの組織がそれぞれの特性を生

かしながら連携・協力して、それぞれの役割を担い合い、協働して課題に向けて取り組んでい

くことがまちづくりに必要な、大事なことと認識をしております。 
 過日、８５日間の会期を終えました木喰展には町内外、県外、多方面から多くの皆さまに本

町を訪れていただくことができました。この際に地域組織による和紙の里エリア内での農産物、

特産物の出店等も考えられたわけですが、案内不足もありまして実現には至りませんでした。 
 町が関連するイベントは各種団体と連携し、主に実行委員会を構成して実施をしております。

イベント開催時には事前に日程、会場、催しの内容などを広報等によりお知らせしております

ので、参画のご希望がありましたら開催主体となる所管課、または団体窓口にご相談をいただ
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ければ、可能な限りの対応をさせていただきますので、ご理解をお願いいたします。 
 また、来年は身延町合併１５周年を迎える年となります。記念すべき年に地域として町民の

一体感を醸成するような計画などありましたら、ご提案くださるようお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 そういう中で今回の木喰展でございますけれども、地域の人たちが参画をする形で行った事

業はあるのか、お尋ねをいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 深沢生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（深沢教博君） 

 お答えいたします。 
 まず、木喰展の会場内スタッフを身延観光ボランティアに依頼しました。木喰の語り部の育

成につながったことに加え、身延町の見どころ、特産品など地元の魅力の再発見にも役立った

ものと思います。 
 また、古関観音太鼓保存会では木喰微笑仏太鼓の復活に取り組むなど、わが町の宝という意

識づけとともに後世に残る伝統文化の継承に取り組んでいただきました。 
 木喰上人の生誕地であります丸畑の散策会では、個人所有の木喰仏の見学にご協力いただき、

２日間で５２名の参加がありました。 
 学校との連携事業として、木喰学習講座の開催や子どもたちに木喰仏や「微笑み」をテーマ

に作品づくりに挑戦してもらい、でき上がった作品を美術館ロビーへ展示いたしました。 
 木喰展関連のイベントでは、臨時駐車場として駐車スペースを快くご提供いただくなど、地

元の協力に改めて感謝申し上げます。予想外に混雑した場面もあり、車や人の誘導などに加え、

地元特産品などの紹介や販売など、地元の方々との連携による地域の盛り上がりという点では、

今後の検討課題だと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 ぜひともこの木喰展を一つの成功例として、いろんな地域の人たちが参画できるような、こ

れからのイベントに関してはですね、積極的、能動的な形で問題提起を町のほうからしていた

だきたいというふうに思います。 
 次に、今回のこの成功を機に県内外から数多くの人たちが来場したわけでございますね。北

海道や沖縄も含めてでございますけれども。そうであれば、こういう人たち、再度、町へ来て

いただくため、つまりリピーターを増やすために、今後、木喰上人に関わるいろんな事業等々

を定期的に行うことを考えているのかどうか、お答えをお願い申し上げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 深沢生涯学習課長。 
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〇生涯学習課長（深沢教博君） 
 お答えいたします。 
 今回の木喰展では、クラウドファンディング事業による子安観音菩薩像の再現が話題の一つ

でございました。戦争で焼失し、古い写真や書物でしか見ることができなくなった幻の仏像を

再現するという期待感が多くの方々の支持につながったものと思います。 
 全国各地には、ほかにも焼失してしまった木喰造像活動の初期から中期、晩年の仏像があり、

現在この再現を検討しております。 
 木喰展で築くことのできた所蔵者や研究者との絆を、この企画を通してより広く深いものと

し、木喰の遺徳を次世代へ検証するための歴史文化遺産、また地域資源としても有効活用を考

えていきたいと思います。 
 また、木喰の偉業を子どもたちに分かりやすく伝えていくため、現在、木喰上人の生涯を紹

介する絵本作りに取り組んでおり、今年度はサンプル本を製作する予定でございます。郷土の

偉人を知る教材として、町内小中学校や図書館などで活用できるよう準備を進めてまいりたい

と考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 以上、木喰展に関する質問を終えまして、次に外国人観光客に対する対応策について、ご質

問を申し上げます。 
 皆さんご存じのとおり日本政府観光局、これは国際観光振興機構、ＪＮＴＯでございますけ

れども、予想によりますと平成３０年度の訪日外客数、訪日の、訪問する外国人の観光客数で

ございますが、約３，３００万人が見込まれるということでございます。昨年は２，８００万

人でございましたから約１７％の増加でございます。オリンピックを控えまして、この傾向は

さらに継続・持続するであろうということが予測されますが、この要因はわが国の治安の良さ

でございますとか、やっぱり日本人の持って生まれた、そういうパーソナリティと言いましょ

うか、細やかなおもてなしなどがその増加の大きな要因であろうというふうに推測するわけで

ございますが、また一方においては、国土交通省の外局であります観光庁、旧運輸省の観光庁

でございますが、調査によりますと訪日外国人の山梨県への入込数でございますが、平成２８年

度、ちょっと古い数字でございますが、約１３７万人を記録しておりまして、訪日客の５．５％

が山梨を訪れております。都道府県別に見ますと第１２位の位置にあります。 
 しかしながら、直近の調査によりますと、先般の報告、県の観光企画課のプレスリリースに

よりますと、本年の１月から９月までの山梨県への外国人の宿泊客数は１９０万人を超えてお

りまして、そうしますと山梨を訪れる観光客の外国人、はるか２００万人を超えているという、

そういう数字もございます。 
 ますます外国人の日本への、特に山梨への入り込みは増えている、そういう状況でございま

すが、そういう中で身延町といたしましては、当然、観光立町を目指しているわけでございま

して、外国人の来客をうながすことで交流人口を増やし、そして地域経済の活性化を図ること

が大きな課題でございます。 
 そういう中で、外国人の誘致を図る中でどういう対応策が講じられているのか、お考えをお
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伺いするわけでございますが、幸いにも中部横断自動車道の清水への開通によりまして、静岡

富士山空港や、それから大型客船が利用できる清水港の利便性が高まることから、さらなる外

国人の観光客の増加が期待できる中で、このような外部環境の変化を受けて、先ほど申したと

おり外国人の観光客の受け入れについて、町としてはどのような対応策を講じておられるのか、

お尋ねをいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えをさせていただきます。 
 町の対応といたしましては、ウエルカムパンフレットの多言語、４カ国語で作成し、各施設

等で配布しております。また、本栖湖にございます観光案内所において、週末は英語が話せる

職員を配置し、外国人にも身延町をご案内できるようにしております。 
 昨年度はインバウンド受入研修や、おもてなし講習会等を開催するともに、観光施設を中心

とするトイレの洋式化、１８施設１２４の便座を温水式洗浄暖房便座に改修したところでござ

います。町のホームページにおきましてもインバウンド対応として、７言語対応になっており

ます。 
 また、中部横断自動車道の開通を見越して３つのインターから案内看板をインバウンド対応

に新規、または改修等を行ったところでございます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 今、課長の言われたとおり、それなりに対応策は講じているということでございますけれど

も、一番大事なのは外国人観光客にとって、山梨へ来て、身延町へ来てよかったという、そう

いう思いを抱かせることではないかと思うんですけれども、そういう中で、私はやっぱり町内

観光関連業者の皆さん方の理解を得る中で、旅行会社と提携した身延山の久遠寺でございます

とか、宿坊を中心した着地型の旅行商品の造成に向けたモニターツアー等を実施するなどいた

しまして、外国人を対象にした調査・評価事業等を行う必要があろうかと思いますが、これは

過去において実施をしたことがあるのか。あるいは、またこれから行う予定があるのか、お尋

ねを申し上げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えします。 
 現在の観光は団体旅行から家族や気の合った仲間、小グループへと変わり、求められるニー

ズも多種多様化しております。平成２９年度身延町、南部町、市川三郷町、富士川町、早川町

の峡南５町で構成する富士川地域・身延線沿線観光振興協議会が中心となり、国の経済産業省、

関東経済産業局の補助金を活用し、ホテル・コンシェルジュによる地域魅力発見発信事業を行っ

たところでございます。この事業は、拡大する訪日インバウンドのゴールデンルート以外の地

域への新たな誘客を促進するために、受入態勢の構築や地域資源等の効果的な活用につきまし



 ３２

て、コンシェルジュ等が訪問した上でアドバイスを実施するとともに、地域の情報を国内外に

発信して地域への良質な顧客の誘客を促進することを目的として、モデルコースを作成し

１０月１０日、１１日に峡南地区で実施されたところでございます。 
 身延町では本栖湖、千円札の富士山でございます。宿坊では食事、身延山、久遠寺、門内商

店街、ならびにあけぼの大豆の収穫体験等を行ったところでございます。 
 その後、合同検討会が行われ、問題点の共有化、相互協力の必要性や地域資源の発掘、ター

ゲットの設定、ルートづくり、ＰＲ販売方法等が指摘されました。３０年度に入りまして商工

会を通じてアンケートを実施し、現在、回収中でございます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 外国人の観光客を誘致するためには、いろんな手法、方法がございますが、当面やっぱりホー

ムページによる観光関連情報を国内外へ発信することが誘客の主要な手段であるというふうに

理解をしております。 
 しかるに現状では町、それから地区観光協会、観光センター、商工会などそれぞれが観光情

報を発信しているわけでございますが、中には情報の更新が行われていないホームページもご

ざいますし、またそういう中でアクセスする人たちへの情報の信頼性、これは非常に大事なこ

とだと思いますし、さらにはアクセスする人たちにとっての利便性の向上でございますけれど

も、これを図る必要があろうかと思います。そのためには、私はオフィシャルな、統一した公

式なホームページ、これがぜひとも必要でございます。山梨県のホームページを見ますと、山

梨の観光推進機構がすべて、そのホームページを一括して受けて情報発信しているわけでござ

いますけども、そういう形の中で統一した公式ホームページ、さらには多言語化に対応したホー

ムページ、これの製作発信がぜひとも必要だと感じているわけでございますけれども、当局の

考え方はいかがなものであるのか、お尋ねを申し上げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 現在、町のホームページで観光情報等を発信しておりますし、各観光協会においてもホーム

ページを作成し、それぞれ催しものやイベント等を紹介しており、統一したホームページには

なっておりません。県のホームページもそうですが、相互にリンクできるようになっていれば、

得たい情報にアクセスすることができ、各関係団体によって詳細な情報を更新し発信する方が

より現実的であろうと思っております。 
 ホームページのデザインも各観光協会ごとに特色が出せるのが違いますし、ホームページを

見た方がイメージできるほうがよいと思いますので、ホームページの統一化は現在のところ考

えておりません。 
 ただし、ホームページがありましても、情報の発信や更新は定期的に行っていただけるよう、

助言をしていきたいと思っております。 
 以上です。 
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〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 今、私が申したとおり、個々のホームページでは必ずしも十分ではない、必要な情報が提供

できていない、それゆえに町が中心となって積極的な支援をする中で、統一したホームページ

をつくっていただきたいという、そういうお願いでございます。ぜひともこれからそのことを

ご検討いただくよう、再度お願いをいたします。 
 次に当然、統一したホームページ、それから観光情報等々の発信のためには、私は個々の団

体が発信するでは、先ほど申したとおり十分ではない。そこでやっぱり、観光関連団体の、私

は統合が必要だというふうに常々感じておりまして、私は町が積極的に支援をする、そういう

組織体を人的にも、そして財政的にも支援をする中で、新たな法人組織を私はぜひとも設立を

考えていただければありがたいというふうに思っておりますけれども、当局の考え方をお尋ね

いたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 現在、情報の発信につきましては、各観光協会、また各観光施設等において、それぞれの観

光情報、イベントの情報等を発信していただいております。また町内の観光協会、観光施設等

からなる観光情報連絡会において情報交換、情報の共有化を図っている状況ですので、今後も

そのように進めてまいりたいと思っておりますが、観光情報連絡会の中でも新たな団体等が必

要なのかどうかということを検討してまいりたいと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 ぜひとも統一したホームページ、信頼できる、そして最新の情報が提供できる、そういうホー

ムページの構築について、ご尽力を賜りますようお願い申し上げます。 
 引き続きまして、未利用な公共施設の管理と、その利活用についてでございますが、小中学

校でございますとか、保育園など統合が実施された結果、未利用の公共施設が増えているとい

うことでございます。本来であれば、事前にその利用計画を策定して利活用すべきでございま

すが、現状ではなかなかそれが難しく、思うように有効活用されていない施設もあるかと思い

ます。 
 しかしながら、閉鎖の状態が継続すればこの維持管理の経費が増すばかりでございまして、

そしてそうであれば、この対応策としては土地、建物の民間への売却でございますとか、貸し

出しが想定されるわけでございます。町の公有財産の中で用途を廃止して、その財産が普通財

産に分類をされるわけでございますけれども、現在、その普通財産として管理している公共施

設でございますが、その数はいくつあるのか。また、民間企業等への貸し出し件数および貸し

出し先はどのようなものなのか、お尋ねをいたします。 
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〇議長（柿島良行君） 
 遠藤財政課長。 

〇財政課長（遠藤基君） 
 お答えいたします。 
 現在、普通財産として管理している公共施設は１０施設であります。また、そのうち民間企

業等への貸し出し件数は５施設となっております。貸し出し先につきましては、１つ目としま

して旧豊岡小学校校舎は、株式会社レクラみのぶへ。２つ目としまして、旧静川小学校校舎は

静川村夢プロジェクトとしまして、静川地区活性化推進委員会。３つ目としまして、旧中富中

学校校舎および旧中富中学校体育館は株式会社サイトテックへ。４件目としまして、旧大須成

小学校校舎は、大須成小学校再生プロジェクトＲＯＯＭＳへ貸し出しをしているものでござい

ます。 
 以上であります。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 今般、皆さんご存じのとおり新聞で報道されましたように旧中富中学校の校舎が借主である

ドローンの開発会社であるサイトテックによりまして、無断で改造されたわけでございます。

これは明らかに契約違反でございますし、信義則に反する行為でございます。町が原状回復を

求めたことは至極当然なことでございます。町が支援しようとした、この企業がですね、かか

る違反を犯したことは、誠にこれは遺憾でございます。その経営者は、年内の修理完了を目指

すというふうに述べているわけでございますけれども、現状での見通しはどのようなものか。

また工事完了後、町は同社に対してどのように対処されるのか、お尋ねをいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 現在、壊された壁の配筋工事、ならびにコンクリートによる打設は完了しております。冬季

でありますことから、打設したコンクリートの養生を施し、翌年の２月末にはすべての工事が

完了する予定となっております。 
 また、工事完了後は借主であります株式会社サイトテックに再度、厳重な指導を行い、本来

の使用目的であるドローンの研究・製造等に鋭意努めていただき、引き続き町との賃貸借契約

に基づき使用させたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 そこで貸し出し等をしている財産についてでございますが、その保全のために法的な定期点

検や見回り等々を行っておるのか、お尋ねをいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
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〇財政課長（遠藤基君） 
 お答えいたします。 
 法的な定期点検につきましては、現在、利用されている施設に対しまして、町は消防用施設

点検や高圧受電設備の保安業務を施し、借主は施設の主要目的に応じて法的な定期点検を実施

しております。 
 なお、町は借主の利用状況について、定期的ではありませんが見回り等を実施しているとこ

ろでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 当然これは町の財産でございますので、その財産が適正に、適法に使われていることを常に

管理監督をされるよう、お願いをいたしたいと思いますが、次に普通財産であります旧中富地

区にございます旧大須成小学校の校舎は、昭和３３年に建築をされた木造校舎でございます。

今となっては極めて貴重な木造建築でございますが、建築からすでに６０年が経過をいたして

おりまして、昭和６１年にはその小学校が廃校となりました。思うにそれ以後、必ずしも十分

な保全管理がなされてきたとは言えないのではないかというふうに感じておりまして、地震の

際には倒壊の危険性もあるというふうに聞いておりますが、この建物を現在、民間に貸し出し

をしているわけでございますけれども、かかる状況、状態で貸し出しをすることに私は若干の

疑問を感じております。そうであれば、私は耐震性ある建物にするための改修工事等を行い、

フィルムコミッション等に登録して映画等の撮影地として利用をしていただくなど、観光資源

として有効活用をされるか、もしくは取り壊して更地にするのか、私は早急な対応が求められ

ると思いますけれども、町の考え方をお伺いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 伊藤議員ご指摘の旧大須成小学校校舎の賃貸借につきましては、現在、大須成小学校再生プ

ロジェクトＲＯＯＭＳのプレゼン、いわゆる企画計画案によりまして、校舎の再生を含めて貸

し出しをしております。したがいまして、耐震基準等の防災、安全性につきましては、借主で

ある大須成小学校再生プロジェクトＲＯＯＭＳによりまして、利用目的に応じた対応をしてい

ただくこととなっております。 
 町は現在、借主である大須成小学校再生プロジェクトＲＯＯＭＳへの賃貸借が終了した場合

には解体し、更地にしたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 やっぱり仕事には常にスピード感が求められます。もしそういうお考えであれば、ぜひとも

そういう対応をしていただくようにお願いをいたします。 
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 そして、これからの未利用な町有財産の利活用についての町の基本的な考え方をお示しを願

いたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 普通財産の活用、処分につきましては、社会的・経済的条件等を総合的に勘案いたしまして、

将来の行政目的の手段として保有しておくことが必要であるのか。また、普通財産を保有し運

用することが公益上、財産運営上、必要、適当であるかを財産ごとに確認し、解体処分等を含

め、その方向性を判断してまいりたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 この未利用財産の利活用、非常に難しい問題があるかと思いますけれども、ぜひとも町の利

活用については、活性化、振興のためになるような方策というものを常に考えていただくよう

にお願いをいたします。 
 次に最後の質問でございますけれども、公共施設を核とした新しいまちづくりと地域ブラン

ディング、イメージの育成についてでございます。 
 平成１６年、２００４年でございますが、３町による合併が行われまして、新たに身延町が

発足したわけでございますが、それから早１４年が経過をいたしております。発足当初から町

の中心となるべき役場は新設をしない。当時とすれば一番新しい建物で面積も広い旧中富町役

場を新身延町役場として使用してきたわけでございます。 
 しかしながら、この地が町の核となるべき私は中心的なエリアとは思えません。地理的に見

て、旧３町の中心部には位置していないと同時に、山地と川に挟まれた狭隘な平地に住居や道

路等の既設構造物が密集しておるわけでございまして、公共施設を中心とした地域の再開発は

極めて困難でございます。町役場をはじめとした公共施設が現状で分散しているということは、

これはなかなか町の発展に結びついてこないのではないかと思いますし、中心部が定まらない

ことから、また町を訪れる人たちから見て、人や町に対して中途半端なイメージしか持つこと

ができないのではないかというふうに思っておりまして、既存の状態のままでは、先ほど申し

たとおり町の発展はなかなか期待できない。やっぱり近い将来、公共施設の移転が必要ではな

いかというふうに常々感じております。 
 そして、公共施設の建設につきましては、これは地域活性化のための新たなコミュニティづ

くりと、これは連動すべきであるというふうに思っておりまして、開発計画の中で公共施設の

建設はその先導役として極めて重要な役割があると思っております。中心となるべき地域に公

共施設を建設し、それを核とした道路網の整備を行うと。病院、ショッピングセンター、学校

など、都市機能をその周囲に集約をいたしまして、面的な広がりを持つ地域開発を行う。そし

て公共施設の周辺は開発エリアとしてサテライトオフィスなどが入居できる団地や、あるいは

若い人たちが入居できるような宅地の造成を行いまして、情報通信関連企業の誘致、さらには

福祉施設の誘致を促進する。そして最終的には雇用の創出により若者の定着を図り、地域の自
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立した経済循環の確立を目指すべきであるというふうに思っておりますが、このようなまちづ

くりのためには、やっぱり中長期的な計画を策定し、それをもとに私は地域の人たちの理解を

求めていく。その過程で農地転用でございますとか、都市計画区域の指定など乗り越えなけれ

ばならない厳しい諸問題は多いかと思いますが、やっぱり町の将来を見据えて、私は地域の人

たちとの共同作業により新たな地域づくりを進めていく必要があろうかと思います。 
 そして居住人口の減少に歯止めをかけ、交流人口の増加を図るためにも、前述を、先ほど申

したとおり公共施設の中心部への移転による新たなまちづくり構想、グラウンドデザインと一

般的には言われておりますが、そういう姿を描くことが求められるわけでございますが、私は

できるだけ早い時期にこういうまちづくり構想についての問題提起を行い、丁寧な議論をする

中で、その実現に向けて第一歩を踏み出すべきであるというふうに考えるわけでございますが、

町当局の考え方をお聞かせ願いたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えします。 
 公共施設の拠点となる役場庁舎の移転につきましては、本年第３回定例会において身延町の

これからのあり方、庁舎こそ町の中央へとのご質問に対して新庁舎の建設、建設場所について

は今後、検討することとし、利便性等を考えた場合、町の中央付近へという考え方も出てくる

であろうというふうにお答えをしております。 
 第二次身延町総合計画基本計画では、地域に応じた土地利用と集約化の課題に対して利便性

や生産性が高く活力を生み出す土地利用の推進を基本方針としまして、今後の方向性としては

国土利用計画、身延町計画に沿って豊かな土地利用を目指すとしております。 
 身延町総合戦略では、既存の公共施設跡地の利活用を図り、町の創生につなげていくとして

おり、今後これらの実現に向けましては、町民の皆さまとコミュニケーションを図りながら、

身延町の未来を明確にデザインして、どのような価値を高めるかを整理しながら議論していく

ことが必要だと考えております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 今、私、述べたことでございますけれども、基本的には公共施設の建設については、それが

点で終わっては駄目だということであります。それを線にして面にしていく。その核としての

公共施設の役割というのは、極めて重要でございます。そのためには長い計画、それから地域

の人たちとのいろんな協議等が必要になるわけでございますけども、あくまでもその核となる

べき公共施設を造ることによって新たな地域が生まれ、そしてそこに交流人口が増えるという

ことが最終的な、私は目標とすべきことであります。ただ単に建物を建てればいいという、そ

ういう問題ではございません。その建物を造ることによって地域が潤う、新たな地域が生まれ

て交流人口が増す、そういう発想の中で公共施設の建設というものを考えていただくようにお

願いをいたします。 
 最後に、そしてこのような公共施設の建設にあたりまして、このようなまちづくりでござい
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ますね、並行してやっぱり身延町固有の資源としての文化とか環境、それから特産物、景観、

歴史などの価値を生かしつつ、新たな資源を付加することによる観光立町としての新たな町の

ブランディングが私は、ぜひとも確立が必要になってくるというふうに思います。今までの、

既存のブランディングイメージを乗り越えるような形でもって、新たなブランディングを育成

し、そういうことを通して、やっぱり身延町へ大勢の人たちが来ていただく。交流人口の増加

に結びつけていく必要が、私は常々あるというふうに思っております。当然、既存のそういう

今までの価値は当然生かすわけでございますけれども、今現在、いろんな形で新たな観光整備

を行っているわけでございますけれども、そういうものをやっぱり結び付ける中で新たなブラ

ンディングを育成・確立をするという、そういう姿勢をぜひとも持っていただいて、これから

ご検討をいただきたいと思いますけれども、当局のご見解をお述べいただきたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えします。 
 第２次身延町総合計画前期基本計画では、観光振興の基本方針は豊かな自然と歴史文化など

の地域資源を生かした魅力づくりを促進し、推進体制の強化、事業推進により地域経済効果を

生む仕組みづくりを一層強化して観光立町を目指すとしております。 
 本町には固有の地域資源がございます。先般、開催された木喰展では３００年を経る中で改

めてその遺徳を全国へ情報発信し、生誕地身延町をＰＲできたと考えます。また、総合戦略で

はしだれ桜の里づくりによる新たな魅力づくりの創生、あけぼの大豆の地域ブランド化、世界

文化遺産・富士山の構成資産 本栖湖の景観保全、下部温泉郷の新たな魅力の開発、また

２０２１年には西嶋蔡倫と称される望月清兵衛による和紙製法が伝授されてから４５０年を数

える伝統工芸品の西嶋和紙。生誕８００年を迎える日蓮聖人など、これらの多様な資源を身延

町ブランドとし、交流人口の増加につなげる仕組みが必要だと考えます。 
 この取り組みには町民、町ならび関係事業者、団体、関係機関がより連携を強化する中で進

めていく必要がありますので、ご理解とご支援をお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 ブランドイメージというのは極めて大事なことでございます。そのためにはやっぱりハード

を含めたいろんな、基本的な整備が必要でございますけれども、ぜひともこれから身延町、観

光立町として生きていくということが大きな、主要な目的でございますので、ぜひともこうい

うことは基本的な仕事として、ご検討いただくようにお願いをいたします。 
 なお、今日、私が質問をいたしました内容につきましては、ほぼすべてが交流人口の増加に

結び付けるというものでございます。交流人口の増加によって地域の賑わいを創出する。そし

て最終的には、地域経済の振興に結び付けるという、そういうことでございます。ぜひとも来

年度の、今、予算編成を行っているようでございますけれども、すべての政策経費等につきま

しては、その交流人口の増加に結び付けるような、そういう発想・観点のもとに行っていただ

くように、最後お願いをいたしまして、私の本日の質問を終了させていただきます。ありがと



 ３９

うございました。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤達美君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩とします。 
 再開は１０時１０分とします。 

休憩  午前 ９時５４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時１０分 
〇議長（柿島良行君） 

 再開をいたします。 
 次は通告２番、上田孝二君の一般質問を行います。 
 上田孝二君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 これから通告に従って質問します。 
 それでは最初に質問事項１から始めさせていただきます。 
 ２年後に迫る中部横断自動車道身延インターチェンジ供用開始に対し、町の考えを伺います。 
 ①身延町内には、中部横断自動車道において中富インターチェンジ、下部温泉早川インター

チェンジ、身延山インターチェンジの３カ所のインターチェンジができます。３月の定例議会

での答弁では、インターチェンジ付近に道の駅等の整備計画はないが、身延町内の既存の施設

への誘導する案内看板を設置するという回答でした。その進捗状況はどうか。また、やはり何

らかの施設が必要だと思います。再度、考えを伺いたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えします。 
 ３月の第１回定例会において、町内に設置されるインターチェンジ付近の開発については具

体的な計画はありませんが、開通後の交通量等の状況を勘案する中で検討をさせていただくと

いうふうにお答えをしております。 
 中部横断自動車道を利用して、本町を訪れる皆さまがインターチェンジを下りて求める行き

先を示す案内標識につきましては、町内１４カ所に平成２９年度に設置しましたが、身延山イ

ンターチェンジと県道富士川身延線が交わる付近にも設置をされております。 
 現時点においても、開通後の交通量との状況を勘案する中で検討させていただくというふう

に考えておりますが、まずは中部横断自動車道全線開通後に向けて町内の観光施設等に誘客で

きるような対策を考えてまいります。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 
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〇５番議員（上田孝二君） 
 それでは次に身延山インターチェンジ入口には、身延竹炭企業組合があります。この地域を

開発し、近隣観光施設案内マップを設置、大型バス等が入れる大駐車場、公衆トイレ、また身

延町内の特産品や農産物を販売する直売所等をつくる考えはないか、伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 中部横断自動車道の開通は、非常に喜ばしく待ち遠しいものでございます。観光課としまし

ては、インターチェンジから下りていただいた観光客の皆さんが身延町内の観光地、また観光

施設をまわっていただきたいと考えております。 
 その１つといたしまして、ネクスコ中日本とタイアップし、高速道路料金と町内の観光施設

の割引を組み合わせたお得セットプラン等の売り出しを行いますので、少しずつ登録施設等を

増やしていきたいと思っております。 
 このように町内を巡回していただくコースの紹介や、場合によっては近隣の町との連携も含

め、考えてまいりたいと思っております。 
 施設整備につきましては、用地の取得、管理など様々な課題がありますので、調査・研究し

てまいりたいと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 ぜひともそんなふうによろしくお願いいたします。 
 それでは、次に３番の身延山インターチェンジ供用開始は、まさに身延町の玄関口として役

割を果たします。身延町の玄関にふさわしい景観にする考えはないか。また、そのインターチェ

ンジ出入口付近が今年の台風２４号の被害で倒木した雑木等で非常に暗く、荒れ放題でござい

ます。供用開始が迫る中、早期に整備・開発が必要だと思います。場所は和田峠、旧県道の現

在の歩道であります。旧道と現県道の間には急峻に切り開かれた山が残っています。これを取

り除くことにより、利活用と安全性がさらに確保されると考えますが、残された山を取り除く

考えはないか、その考えを伺いたいです。よろしくお願いします。 
〇議長（柿島良行君） 

 水上建設課長。 
〇建設課長（水上武正君） 

 お答えいたします。 
 県道富士川身延線の歩道部の倒木につきましては、管理者であります県に依頼し対応してい

ただけるとの回答をいただいております。また、現道部と歩道部の間による用地につきまして

は、県に確認しましたところ、当時、地権者の了承が得られなかったとのことで現在に至って

おります。このような経緯を踏まえ、現在、町では利用計画はございませんが、県道富士川身

延線改築後、年数も経過し、さらには中部横断自動車道が平成３１年度末に開通予定となって

いることから、今後は県と協議を進めてまいりたいと考えております。 



 ４１

 以上でございます。 
〇議長（柿島良行君） 

 上田孝二君。 
〇５番議員（上田孝二君） 

 分かりました。今までにも何回か要望、陳情があったと思いますが、ぜひとも土地の譲り受

けに対し、地権者の説得に努力していただき、良い方向に持っていけるようお願いします。 
 それでは、次の質問に移ります。 
 ４番、身延山インターチェンジ付近、先ほどの土地から和田峠一帯にしだれ桜を植栽した公

園を造成したらどうか。高速道路を走りインターチェンジを下りて休息できる場所。身延町を

訪れたお客さまが疲れを癒しながら散策ができる公園。また公園に身延町の歴史と信仰の町に

ふさわしいインパクトのあるシンボル的なもの、例えば日蓮聖人の像、身延山の三門のような

門を建造したらどうかと思います。考えを伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 しだれ桜の里づくり事業は、平成２８年、２９年度で富士川クラフトパーク内に５千本以上

のしだれ桜の植栽が完了し、現在、維持管理と低木の植栽を進めております。町では、身延山

境内の樹齢４００年以上のしだれ桜とクラフトパーク内に植栽した５千本以上のしだれ桜を連

携させていく計画でおります。 
 ただし、しだれ桜の里づくり事業は町内全域への植栽を目指しており、現在、各区へ苗木の

希望調査を行い、希望する区に苗木を配布し、植栽と管理を行っていただいております。本年

度も年明けに配布する予定になっておりますので、この事業を利用していただき、竹炭施設内

等へ植栽をしていただくことがよいのではないかと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 それでは、次に中部横断自動車道、双葉ジャンクションから清水ジャンクションの開通によ

り関東・東海方面から短時間で流通が可能になります。東京の中高年世代で田舎暮らし、田舎

への移住希望調査では、山梨県が長野県に次いで全国２位だそうです。その人たちがやりたい

ことの一番は農業ということで、身延町には完全移住ができ、空き家が多数ある。農業をする

ための耕作放棄地もある。また、身延山インターチェンジに隣接する和田原を農業希望者へ有

効利用し、これを機に町の移住定住の促進事業を大々的に宣伝し、都会より移住者を募り、空

き家対策、町の定住促進等、地区の活性化を推進したらよいかと思います。考えをお聞かせく

ださい。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えします。 
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 中部横断自動車道の開通による効果は、住民の利便性の向上および本町への誘客促進等が考

えられます。また、移住定住の促進も期待をしたいところです。 
 移住者は移住に対する要件として、その町の魅力を重要視していると思われ、総合戦略では

子育て支援、教育環境の充実、また、しだれ桜の里づくり、あけぼの大豆の六次産業化等、魅

力づくりに取り組んでおります。 
 その上で町は、移住定住促進事業としまして空き家バンク制度を平成２０年度に開始し、平

成２８年度は土地バンク制度を加え、現在、空き家土地バンク制度として移住希望者への情報

提供を行っております。 
 平成２９年度までのバンク登録件数は空き家が１１０件、土地が１０件となっており、利用

者登録数は３３２人です。このうち成約件数の累計は空き家が６２件、土地が３件となってお

ります。 
 現在、移住定住促進のＰＲ活動については、田舎暮らし相談会、移住体験ツアー等を実施し

ております。 
 今後、中部横断自動車道の全線開通に向けて、首都圏はもちろんですが中京圏へも目を向け

た情報提供およびＰＲ活動を行ってまいります。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 ぜひともＰＲをして交流人口、また移住促進事業の推進をよろしくお願いいたします。 
 それでは次に、６番の質問に移ります。 
 和田峠付近と和田原の整備はサル、シカによる有害鳥獣対策にもなると思います。和田原の

土壌は非常に豊かな農地であり、農業をしたい人に貸していただき、野菜など周年を通し生産

してもらい、農産物直売所で販売する。それで町の活性化にもつながると思いますが、産業課

の課長、答弁をお願いします。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 和田原地区におきましては、すでに平成１８年度から平成２０年度にかけて中山間地域総合

整備事業により圃場整備を行っており、現在、若干遊休農地もありますが、総面積８．２ヘク

タールの町内でも優良農地であります。生産した野菜を直売所等で販売する営利目的では、町

が農地を借り上げ、第三者に貸すことはできませんが、まとまった農地の貸し借りにつきまし

ては、農地中間管理機構を活用することが考えられます。これは農地の所有者から農地中間管

理機構が借り受け、農地中間管理機構から耕作者に貸し付けるという流れになります。耕作者

はある程度、農地がまとまった形で借り受けることができ、複数の所有者から農地を借り受け

る場合でも賃借料を一括で支払いできる等のメリットがあります。 
 利用状況調査においても、遊休農地所有者から農地中間管理機構への貸し出しを希望してお

り、地元農業委員とも相談しながら耕作放棄にならないよう担い手を確保していきたいと考え

ております。 
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 以上でございます。 
〇議長（柿島良行君） 

 上田孝二君。 
〇５番議員（上田孝二君） 

 今の答弁で法律上、町が土地等、借上斡旋ができないということは分かりました。耕作放棄

地の有効利用で農業活性化にもなると思いますので、今の形の中で進めていっていただきたい

と思います。 
 また、来年早々、供用開始になります中部横断自動車道の下部温泉早川インターチェンジ付

近の開発につきましては、引き続いて継続的に一般質問をしていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 
 それでは、次に質問事項２に入ります。 
 大盛況だった木喰展を終え、これからの観光企画についてです。 
 先ほど伊藤議員の質問で、これからの方向性が分かりましたが、私の質問は木喰仏のような

本町の歴史文化遺産を今後どのような形で展示し、後世に残し受け継いでいくのか。また、身

延町の観光名所の１つとして、展示場をつくる考えはないかを伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 深沢生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（深沢教博君） 

 お答えいたします。 
 本町の文化遺産は、世界文化遺産富士山の構成資産であります本栖湖をはじめ国、県、町指

定の文化財が２２７件ございます。文化財の所管数では甲州市に続き第２位の数を誇り、歴史

文化と自然豊かな町と言えます。 
 文化財の展示公開施設といたしましては湯之奥金山博物館、歴史民俗資料館、木喰の里微笑

館、旧市川家住宅があります。施設の建設経緯、設置目的により展示資料や運営体制は異なり

ますが、郷土の文化遺産の適切な保存・継承のため、施設ごとにさまざまな保存活用事業に取

り組んでおります。 
 また、木喰の里微笑館は昭和６１年の開館以来、３２年が経過しております。微笑館までの

道が狭く、大型バスの乗り入れができないという大きな課題がございます。以前から道の駅し

もべなどへ移設してはどうかというご意見もございます。県外からお越しの入館者に聞き取る

中では、木喰生誕地の丸畑にあるからこそ来訪する価値があるというご意見もいただいており

ます。また、微笑館の主な展示資料は現在、県外にお住まいの木喰上人親族の末裔の方より生

誕の地で保存し、先祖の遺徳を継承してほしいというご要望を受ける中でお借りしているもの

でございます。ほかの資料もレプリカや写真以外は町所有のものはなく、微笑館を他所へ移設

する場合にも所蔵者の協力を得るのは難題でございます。 
 しかし、本年の木喰展を通して木喰の仏像や遺品の数々は全国に誇り得るものだということ

を再認識いたしました。生誕の地身延町として、木喰の心を適切に継承していくためにも所蔵

者との協議を重ねるとともに、入館者にアンケートを取るなど微笑館の今後のあり方について

検討を深めてまいりたいと考えております。 
 以上でございます。 
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〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 ぜひとも本町固有の歴史文化遺産を観光に役立てるようお願いしたいと思います。 
 それでは次に移ります。 
 ２番のアニメ「ゆるキャン△」で取り上げられ、本町へ全国から若者が集まっています。特

定のお店はお客が多くなっているようですが、一過性の可能性もあり、継続的に全体的に活用

化しなければならないと思います。中部横断自動車道の開通でもっと多くの観光客が見込まれ

ますが、身延町内では新直轄路線であり、無料区間であるため３カ所のインターチェンジは、

ただ通過するインターチェンジになるかもしれないという懸念があります。今後、町ではどの

ような観光企画を考えているか、伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 １１月３日の「ゆるキャン△ 本栖高校学園祭 秘密結社ブランケット音楽祭」は地元常葉

地区の五条ヶ丘活性化推進協議会やみのべーしょん２８８、門内活性化委員会などが中心とな

り実行委員会を組織し、イベントの参加者、身延町民、出演者スタッフ等を合わせますと約１千

人規模のイベントとなり、大成功に終わらせることができました。町としても「ゆるキャン△」

は新しい観光資源として活用していきたいと思っております。 
 また、本年度中には中部横断自動車道の中富インターと下部温泉早川インターが開通予定と

なっており、平成３１年度中には新清水ジャンクションと身延山インターが開通する予定です。

開通いたしますと、静岡県を含む中京圏から多くの観光客が身延町に訪れることが予想できま

すので、身延山の歴史や文化などの魅力、また下部温泉の恵まれた自然環境や温泉の効能等を

山梨県観光推進機構、ならびに富士川地域身延線沿線観光振興協議会等と協力し、積極的に誘

客につながるモデルコースをＰＲし、効果的に集客対策を行ってまいりたいと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 ぜひとも、そのようにお願いします。 
 次に３番、身延門内と身延駅駅前しょうにん通りの活性化は、本町で非常に重要なことと考

えております。福井県の永平寺のような全国に知られ渡っている門前町もあります。町ではど

のような観光地を目指し、全国に情報発信していくのか伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 先程の答弁と重なる部分がございますが、現在の観光はこれまでの一律価格、皆と一緒の団

体旅行から人とは異なる自分のこだわりを追及する観光、少人数、家族、気の合った仲間同士
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の少人数の旅行に変わりつつあります。更にその土地の特色を生かした独自の観光を求め、オ

ンリーワン、他にはない付加価値を求め、その地域ならでは自然や文化、歴史に触れ、深く知

り体験する滞在型の観光客が増加しております。 
 また、日本文化に触れたいという訪日外国人観光客も増加しており、インバウンドなどの受

け入れ方もそれぞれの地域の特色を生かしたオリジナル観光を推し進めたいと思っております。 
 それらの情報を共有するとともにニーズを的確に把握し、将来の観光を見据え、常に横の連

携を密にしながらネットなどを活用し、情報の発信をしていきたいと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 門内等、駐車場の問題とか駅前しょうにん通りも駐車場の問題がある。そんなことを観光課

で、また地元の人といろいろ話し合って解決していっていきたいと思います。 
 それでは次に④中部横断自動車道の山梨県側の全面開通を機会に、姉妹都市鴨川市との交流

事業で双方の観光課で、日蓮聖人の生誕８００年を記念したバスツアーなどのイベントの計画

はできないか。わが町では、世界文化遺産の富士山、富士五湖の本栖湖、武田信玄公のかくし

湯、下部温泉、日蓮宗総本山の久遠寺など全国に誇れる観光地があります。 
 先日、１１月１９日に鴨川市議会の議員が身延町に訪問してくれました。その際、天津小湊

出身の３人の議員さんがいらっしゃり、自己紹介の際、３０年ぐらい前に旧町の交流で小学校

の交流事業として身延町に来たことがあると。今も良い思い出になっていると言っていました。

これから鴨川市と姉妹都市の交流事業の推進をどのように考えているか、伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えします。 
 姉妹都市鴨川市との直近の交流事業としましては、先月１９日、２０日の鴨川市議会議員、

鴨川市長、教育長、関係職員の皆さまが本町を表敬視察のために訪れていただきました。おか

げさまをもちまして、両市町の議員の皆さまから多角的な意見交換ができましたことは、今後

の両市町の友好交流の可能性が広がったことと思われます。 
 本町と鴨川市との交流は、日蓮聖人生誕７５０年を記念して日蓮聖人の生誕の地である旧天

津小湊町と旧身延町の間で両町の親交と友好的な絆を深め、相互の発展のために昭和４６年

３月１８日に姉妹町協定が締結されました。 
 その後、天津小湊町は鴨川市と合併し、旧身延町は３町合併により身延町として発足をいた

しました。これに伴い、両旧町において締結されていた協定を新市町に引き継ぎ平成２０年２月

２０日に身延山久遠寺において改めて姉妹都市協定を締結しました。 
 これ以降、鴨川市と身延町の間では記念植樹、相互の表敬・親善訪問、物産展等イベントへ

の参加など交流が続いております。 
 先ほど議員もおっしゃっていましたが、今回、視察に訪れました鴨川市議の中にもお二人の

方が約３０年前の中学生時代にとおっしゃっていましたが、交流事業で身延町を訪れた当時の

思い出を語られておりました。 
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 また、意見交換会でも平成１７年以降、途絶えている教育交流事業の再開に向けての取り組

みが必要ではないかとの意見も聞かれ、これを受けまして現在、双方の交流事業担当者間およ

び教育委員会で、どのような形で事業が再開できるか協議を進めているところです。 
 観光交流事業も今後の展開としてはあり得るかと思われますが、まずは中学生を対象とした

交流事業の再開に向けて鴨川市と協議、調整を進めてまいりたいと考えております。 
 ２０２１年には姉妹都市提携５０周年となります。記念すべき年に向けましても今後、教育、

産業、経済等の幅広い分野で交流を深めてまいりたいと思いますので、ご支援とご協力をお願

いいたします。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 ぜひとも早期に実現するよう、鴨川市の担当者と打ち合わせをし、交流事業の推進を図って

いただきたいと思います。 
 それでは、最後に５番の下部温泉郷の看板周辺の山一帯にしだれ桜を植栽して、下部温泉を

観光客にアピールしたらいいと思うという質問に入ります。 
 この下部温泉郷の看板周辺は下部温泉観光協会、ならびに組合、下部地区の若者が中心にな

り、毎年４月に草刈りを行っているそうです。 
 先日、私はこの質問をするために周辺を散策してみました。雨河内側から遊歩道の入口を山

にのぼり頂上の分岐点を右に下部温泉郷の看板、サツキヶ丘、サツキを植栽した丘ですね。そ

れと、その看板の前を通り、東屋まで行って折り返して分岐点を左側へ歩き、一番奥に水神さ

ん、弘法さんといった、奉ってあった跡地まで行きました。 
 ここで遊歩道は途切れて山道が二手に分かれ、片方は下部温泉の駅駐車場の一番奥のほうへ

下りる。もう片方は、元いずみ食堂のお店があったところへ下りるという形にあるそうです。 
 この山は大変、急峻のところで今は耕作していませんが、のぼったところには畑があったそ

うです。その畑を耕作した人たちが両方の道で頂上に水神さん、弘法さんが奉ってあったとこ

ろまでのぼっていったそうです。そのどちらかの道の入口に階段をつくって、その上の山道と

つながれば遊歩道にもつながるということになります。 
 ですが、私が散策して感じたことをここで言わせていただきます。 
 遊歩道は非常に荒れていまして、ススキ、キツネバラ、倒木、雑木の葉が道に覆いかぶさっ

ておりました。また落ち葉で靴が滑り、とても都会から来た人に、観光客に散歩を進める状態

ではありません。下部温泉郷には、旧下部町時代に温泉郷全体にいろいろな施設を整備したと

思います。しかし全部が現在、荒廃していると思います。これらの状況をどのように打破する

か、下部地区の若い人たちにこの状況を率直に伝え、話し合いをいたしました。 
 下部地区の若者たちは、下部温泉の将来を本当に真剣に考えています。なんとかこの荒廃し

た状態を自分たちが将来いろいろ、除草作業等を何回か分けてやる。また、整備をするという

ことで、そんな言葉を伺いました。 
 観光立町を目指す身延町には、下部温泉郷の再興は大変重要な事業に思います。しだれ桜の

植栽と四季を通して目で楽しむことのできる樹木を植え、山梨、下部の自然を満喫してもらえ

るような遊歩道、また一帯の景観を良くし観光地 下部温泉郷のイメージアップを図り、また
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リピーター客も期待できるのではないかと思います。衰退した下部温泉の観光事業の推進にも

なるかと思います。町当局の考えを伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 しだれ桜の里づくり事業につきましては、町内全域へ植栽を目指し、まずはじめにクラフト

パーク内に平成２８年、２９年度の２カ年で５千本以上のしだれ桜の植栽を完了しました。 
 現在は、年度初めの初区長会の折、しだれ桜の里づくり事業のご説明をし、各区から苗木の

希望調査を行い、しだれ桜の苗木を配布するとともに植栽と管理は区で行っているところでご

ざいますので、この事業を活用していただきたいと思っております。 
 先ほど、議員さんがおっしゃられました四季折々の花やツツジなどの紅葉が映える低木等の

苗木の配布につきましては、今後、検討してまいりたいと思いますので、植栽と管理につきま

しては、区や下部観光協会の方々にご対応をお願いしたいと思います。 
 町では、まちづくり事業に活用できるよう身延町まちづくり推進事業補助金交付要綱を整備

しておりますので、ご活用いただければと思います。 
 また、遊歩道につきましては、現地を私も確認させていただきました。地形は急峻で、しか

も個人の倉庫や温泉のタンク、コンクリート構造物等がありました。ルートや安全面を考え、

関係課の意見を聞きながら実現性を探りたいと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君。 

〇５番議員（上田孝二君） 
 ぜひとも下部温泉組合、下部温泉観光協会、下部地区の代表の皆さまと話し合いを重ねてい

たただき観光地 下部温泉郷の再興のために最大限の努力をお願いしたいと思います。 
 そんなことを期待しながら、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

〇議長（柿島良行君） 
 上田孝二君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩とします。 
 再開は１１時０５分とします。 

休憩  午前１０時５０分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時０５分 
〇議長（柿島良行君） 

 再開をします。 
 次は通告３番、伊藤雄波君の一般質問を行います。 
 伊藤雄波君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 伊藤雄波君。 

 



 ４８

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 通告に従い、一般質問をさせていただきます。 
 あけぼの大豆について、お伺いします。 
 現代社会の食文化、食の趣味、嗜好、その全体を考えると一番最初に出てくるのが今までは

おいしさ、味、こういったワードだったんですが、最近、昨今は「健康」というワードが非常

に多く目立ってきました。やはりここ数年、健康ブームが続いているということなんだと思い

ます。私もその一人ですが、おいしいものを控え節制しています。 
 マイクロソフトで有名なビル・ゲイツが、なんと大豆加工会社、畑の肉との例えもよく皆さ

んから言われますけれども、大豆をハンバーガーにしようということで、アメリカの商社に商

品化をするようにということで、１００億円の投資をするというニュースが流れました。アメ

リカ自体も、政府も有事のときの備蓄を大豆にしているそうです。いかに大豆が重要か、栄養

成分の均等が取れているかということが言えます。 
 そのバランスのいい、優れた作物が有名な通販会社でも目を付けまして、この間も山日の一

面に大豆、豆乳ですね、「飲む大豆」という形で広告をうっていました。一面というと大きな経

費でしょうけれども、しっかりと見込めるだけの売り上げがあるそうです。 
 そんな形で大豆の評価が高くなったという今日ですけれども、あけぼの大豆の成分表という

のがなかなかよく、私にはよく分からなかったので、糖分が１．４倍ということはお聞きしま

したけれども、ほかにも豊富なエネルギーがいくつもありますけれども、その他の栄養素の数

値化というのがなされているかどうかということが非常に気になりまして、そんなデータの成

分表なんかはあるでしょうかというふうなこと。そしてそれを今後、どう考えていますかと。

もし、なかったから、今後どう考えているのかということで、お聞きしたいというふうに思い

ますけれども、答弁のほうをよろしくお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 あけぼの大豆の成分分析につきましては、身延町あけぼの大豆振興協議会の事業として実施

をしております。今年度で３年分のデータが収集できる予定ですので、結果を分析し、今後の

販売戦略やＰＲの要素として検討していきたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 今まで取りそろえた成分表の中で、ちょっと目立った、これはほかと数値が違うなというも

のがありましたら、お聞かせください。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 今のところ、特に新聞等、報道等でもありましたが、糖類のうちの１つ、砂糖の主成分であ

りますが、ショ糖という成分が他の大豆、平均的な大豆に比べて約１．４倍というような結果
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が分かっております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 やはり甘さというのが、非常にあけぼの大豆のおいしさというふうな形で貢献しているんだ

ろうというふうには思います。この情報社会ですので、より大切な告知だと思うんですよね。

そういうふうなアピールにぜひ取り組んでほしいと思います。 
 ２番の６月定例会の中で、伊藤議員のほうから質問があったあけぼの大豆のマーケティング

調査を踏まえ、販路、そういったところを検討するということでしたが、９品目のネット販売、

通常販売、そういった主力製品の売上額で結構ですので教えていただけますか。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 主力商品であります枝豆入りシューマイにつきましては、平成３０年４月から１０月まで約

１８０万円の売り上げがありました。他の品目につきましては試験中ということですが、総額

約９０万円の売り上げがありました。イベント販売に加えＪＡ中富直売所、セルバ身延店、オ

ギノ増穂店で通常販売を行っております。 
 今後も枝豆入りシューマイを主力商品として製造販売を進めていく予定ですが、残り８品目

につきましても原材料確保と製造体制の確立を図る上で、マーケティング調査を行いつつ製造

販売を展開していきたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 主力製品が１８０万円ということですが、この数字は今の期間の間、発売した期間でよく売

れた、あるいは思ったより売れなかった、どちらの評価をしていますか、お聞きします。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 枝豆入りシューマイにつきましては、予想の金額を超えた金額だと理解しております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 私も飯富にあるＪＡで何度か食事をし、あけぼの大豆の商品もいろいろ、ジャンボシューマ

イ、カレー、コロッケ、豆腐というふうな形で販売されていました。入れ替わり、５人ぐらい

のお客さんが来て、それぞれの注文に聞き耳を立てていたら、そば２人、うどん３人、ほかの

あけぼの大豆の項目には一切手を出していないというのが、ちょっと私とすればショックでし



 ５０

た。また、そこでのＪＡでのＰＲもあまり告知されていないなというのが実感としてありまし

た。ＰＲの仕方や今後はそういったものの改善を図らないといけないのかなというふうに思っ

たのが、今回この質問をしたきっかけであります。 
 次にいきます。あけぼの大豆のここまでの施策としてブランド化にしたこと、これは本当に

大成功でありまして、私の知人で静岡県富士市、埼玉県久喜市、長野県の塩尻市、いろいろ友

だちと話す機会に、わざわざ身延まで来たよという人がそれだけいたということに非常に私、

驚きまして、本当に告知が大成功で、ブランド化に大成功したんだなというのが実感として、

知名度が上がったというのを肌で感じたところです。 
 しかし、それが１０月と１１月の収穫期で大体が終わってしまっているというところが非常

に残念でならないと。１年通して、何か結構な売り上げがあがるようなものがないだろうかと

いうふうな形の中でお伺いいたします。 
 町外での今のジャンボシューマイをはじめ９品目の町外での大豆製品や枝豆製品、どんな販

売先と、また販売先があったら、その販売先での要望、こういったものをマーケティングの調

査で分かりましたらお答えください。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 販路につきましては、地産地消に鋭意取り組んでおりますが、町外では東京麻布十番にある

店舗で蒸し大豆、シューマイ、ポークビーンズの販売を１１月から試験的に実施しております。

蒸し大豆につきましては、県内生協で取り扱っていただいております。また、中央道の談合坂

サービスエリア内のレストランで、メニューの一部にあけぼの大豆の塩麹漬けを採用していた

だいております。 
 販売先からは価格帯の引き下げ要望が出ておりますが、おいしいものは少々高くても購入す

るという客層を中心に販路を広げる。一方、町外への流通体制が確立できていないため、町外

販路につきましては、慎重に検討していきたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 分かりました。非常に大々的にＰＲしているということがよく分かりました。 
 私の考えですけども、まだまだ販路があるんではないかと。またどこに、またどんな人に売

れるのかを私なりにシミュレーションしてみました。まず、おつまみ用、小袋ですよね。冷凍

小袋に入れて、私とすればＰＲの矛先をＪＲキヨスク、あるいは競馬場、あとは航空会社、あ

るいは野球場、サッカー場、ビールがおいしく飲めるところであるなら、どこにでもその小袋

がつまみの一環として採用できるのではないかというふうに思っています。これはもちろん、

その小袋を持って、職員の方のプレゼン力にかかるかもしれませんが、つなげていく方法は必

ずあると思います。なぜなら、そこで小袋のつまみを売っている業者があるからですよね。だ

から、そういったところへの方法も考えたらいかがかなというふうに思っています。 
 もう１つは新商品としての開発だと思っています。新商品といっても今まで見たことがない、
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あるいは初物と言いますよね、そういったものの開発のことです。先日、甲州縄文芋のニュー

スを聞きまして、甲州縄文芋、山梨県の山梨市にある語り部の会の主導者である小川さんとい

う方が商標登録を取っているんですけれども、その甲州縄文芋のニュースで友人から、ちょっ

と興味があるので、どんなものなんだろうということで、そしたらその友人も開発に関わった

一人で、今から試食会を行うのでということで招待されて行きました。 
 物は自然薯の一種で粘りであり、ハサミで切るくらいの粘りがありました。商品的にはコロッ

ケと焼いた芋を試食してみました。餅のほうがはるかにおいしかったんですけども、餅のよう

な芋ですね。この縄文芋とあけぼの大豆をコラボレーションして、身延町だけの、この縄文芋

も山梨県だけのものなので、コラボして身延町だけの唯一無二の商品づくりなんかは夢があっ

ていいんだろうなと、その場で思っていました。 
 ちなみにその試食会には山梨市長さん、甲斐市、大月市からも職員が来て、峡東ＣＡＴＶの

テレビの取材も来て、入っていました。 
 縄文芋は４月の作付けで１０月、１１月の掘り出しの芋で、山際の耕作放棄地にものすごく

適しているそうです。僕も試食をして、あるいは触らせていただいて、かぶれもなく味も非常

によかったです。そんな形でのコラボレーションをぜひ考えたいというふうに、検討してみて

いただきたいというふうに思っています。 
 収量は１株、大体３キロから２０キロくらいの株になります。非常にたくさん獲れるのもい

いなというふうには思っています。 
 すみません、長くなりますが、もう１つは、私が一番期待したい商品としては、ほうとうで

す。今さらというふうに思うかもしれませんが、年間１０万人以上、お客さんが来る甲州市、

ぶどうの丘でのお土産としての位置付けなんですが、ワインがもちろん１番です。２番が、時

として、ほうとうが来たり、ぶどうの干しぶどうが来たりという形で、ほうとうのお土産って

ものすごく出るそうです。 
 しかし、もちろんぶどうや桃というのは時期的なものですから、その時期はそれですけれど

も、１年間通して平均してとれば、おそらくほうとうが一番お土産として出るんではないかと

いうふうなことをおっしゃっていました。 
 あけぼの大豆で作ったほうとうが、味噌ですね、できるかというふうにわくわくしたのを覚

えています。 
 そこで伺います。４番目にいきます。 
 味噌加工室を設置し、来年度の商品化に向けて着々と準備が進んでいると思います。でき上

がった味噌への取り組みをお答えください。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 今年度、進めていた味噌加工室の整備もほぼ完成し、来年２月にはいよいよ仕込む予定となっ

ております。再来年の２月に蔵出しの予定となっておりますが、通常の味噌に加え、あけぼの

大豆味噌にさらなる付加価値を付けることを目的とし、特製調味料を加えた味噌に大豆を漬け

たあけぼの大豆の味噌漬け等の製造販売も検討しております。 
 以上でございます。 
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〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 新しい商品化に向けて分かりました。平成２９年の９月１日より消費者庁が原料原産地表示

というものを義務化させました。今はまだ印刷フィルムが大量に残っている関係上、大手企業

が猶予期間という形で、現在、その猶予期間中があるので今は表示をされていません。ですが、

その猶予期間が過ぎますと、皆さんが告知をするようになってきます。それをラベルのうしろ

に必ず入れなければいけない時代がもう来年とか、再来年とかできますので、原産国と言いま

すと、今、信州味噌、あるいは納豆、豆腐、豆腐は国内産が多いんですが、ほとんどが海外産

に頼っているのが現状です。約５０％以上の内容物はすべて告知義務があるというふうなこと

を伺っています。 
 どこの市町村もそうですが、まず商品の仕入れは町内業者で探します。次が隣接町村で、やっ

ぱり探します。その後は県内産であるかどうかを検討します。それでも商品がなかったら、山

梨県に隣接する県というふうな形で広げていくという話を、ある市で伺ったことがあります。 
 そうやって考えてみると、あけぼの大豆使用の、先ほど、ちょっとしつこいんですが、ほう

とうは県内にどこにもない商品になります。お土産に選んでいただくという形の中で、下部ホ

テルにこの間行ったら３０品目くらい、ほうとうの種類がありました。さあ、どれが売れてい

るんだろう、でもそれだけ置くということは、それだけニーズがあるということだと私は思っ

ています。その中で売り子さんに、僕らはそうですけども、ほうとう、どれがおいしいのって

聞きます。そうやって聞いたときに、必ず出るのが安いか、それか栄養がいい、あるいはこれ

は高いんですけども、こういうものだという二者択一、どっちかを選択させるのが売り子さん

なんですよね。高いんですが、これはすべて山梨県産で整えていますという商品にするのか、

あるいは安さだけ、味噌はこれは国産大豆を使っていても安いからこっちがという選択になっ

ていく場合、今のお客さんは高いほうを選ぶケースがかなり多いです。特に県外にお帰りのお

客さんは高いものを買っていくそうです。 
 先日、下部の道の駅へお伺いし、そのへんの調査をさせていただいたら、身延から出たごぼ

う、そういったものを丸ごと真空パックにして２人前で８００円。非常に高い。でも伊藤さん、

これ売れるんです、県外の人にと。もう１つは３８０円かな、僕はそれを買ってきたんですけ

れども、これは私たちが食べてもおいしいです。この２種類をやはり選択させていただきまし

た。売り子さんもお話しをしていました。 
 現実に考えると、そういうふうな形でいけば、このあけぼの大豆の味噌作りというのは、近

隣でもあまりない。個人が味噌を作ることはあります。でもそれが大々的に、そういう売り方

をしているところがまず見当たらない、甲府のスーパーを見ても、どこに行ってもそういった

商品はないです。それを大々的にパッケージにあけぼの大豆使用、そして裏には国産、あけぼ

の大豆という告知をしながら、できればブランド力を生かした形でやるのが非常にチャンスで

はないのかなというふうに思っています。 
 そこで付いてくるのが麺なんですけれども、麺もできれば身延町内の業者があれば手を組む

こと、それも職員の方に中に入っていただいて、そこと手を組むのもいいですし、具体的には

身延うどん生産組合なんかもありますので、そことコラボした商品を作ってみたらいかがなん

だろうかというふうにも考えています。 
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 この話を、ちょっと僕なりに笛吹市のぶどうの丘の支配人と会うチャンスがあったので、こ

ういうものがもし作れたら、ぜひ買いたいと。山梨県産のほうとう、山梨県で作った大豆、こ

んなものはどこにもない。ぜひ売りたいということで、伊藤さん、それができるのならいつで

も持ってきてほしい。おそらく山梨県内にあるお土産品売り場だとか、あるいは市町村の道の

駅、すべてにおいてアピールできる商材になっていくのではないかというふうに思いましたの

で、今回、私の考えとしてここに提案したいというふうに思います。 
 県内の生産では北杜市がもうダントツトップですが、個人農家が豆腐屋さん、あるいは納豆

屋さんに少量売っているそうです。ほとんどＪＡ梨北が大量に保管し、使う見通しはどうです

かというふうに梨北に言ってみたら、担当者は今のところ見通しは立てていない。倉庫に今、

眠っていますということです。信玄餅の金精軒で使っているのが一番多いかなという程度にし

か言っていません。なかなか大豆をどう使っていいかというのは、今後検討していかなければ

ならないということをＪＡ梨北ではおっしゃっていました。 
 そんな中で、ぜひ味噌加工商品の今後の参考に、そういった情報も参考にしていただき、検

討していただければというふうに思っています。 
 すみません、では次にいきます。お伺いします。 
 １０月１９日に、あけぼの大豆の食味試験をしたという山日の新聞記事を拝見しました。そ

のときの様子をちょっと新聞の内容だけだと、ちょっとつかみ切れなかったものですから、そ

の様子を少し詳しく教えていただければと思います。また、そのときのあと、どんな取り組み

をしたのかもお答えいただければというふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 今回の食味試験の目的として、１つはあけぼの大豆のさやの厚さによる違いと、もう１つは

他産地の枝豆との違いを確認しました。 
 試験方法としては、ＪＡの枝豆出荷基準であります、さやの厚さ１０ミリの枝豆を標準とし

て１．あけぼの大豆の枝豆で、さやの厚さが１１ミリ以上の枝豆。２．秋田県産の枝豆。３．

群馬県産の枝豆の３種類を比較してもらいました。 
 評価項目としては、外観、香り、甘み、うまみ、触感、食べごたえ、総合の７項目を比較し

ました。パネラーは役場職員を中心として２１名で行いました。この試験は県の農業総合技術

センターでも同様に実施、また同センターにおいて成分分析を実施しました。 
 これらの結果を踏まえ、今後、出荷基準の検討や収穫時期の調整、また最初の質問にもあり

ました成分分析結果と合わせ、今後の販売戦略やＰＲの要素として検討していきたいと考えて

おります。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 そのサイズ、例えば規格外のサイズの商品になった場合、あけぼの大豆としてのことは語れ

ないということになりますか。あけぼの大豆を、サイズが１１ミリ、さやの厚さが。そういっ
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たことで、あけぼの大豆の大きさというのがありますよね。そのはねたものというのもあるで

はないですか。売りに出れない。そういう売りに出せないような、加工にまわすようなことも

あけぼの大豆としては告知していいわけですよね。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 枝豆の例で言えば、昨年度から大豆拠点施設でＪＡふじかわに委託をしております。そちら

の出荷基準で１０ミリ以下の製品につきましては、はね出し品として販売、もしくは加工とし

て扱っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 分かりました。はね出しの商品がおそらく今後、かなり活躍する場面が出てくるというふう

に思いますので、そのへん期待したいというふうに思います。 
 ６番にいきます。大豆の収穫量というのは、今おっしゃっていた、秋田も出ていましたけど

も、北海道、宮城、秋田というふうなところが日本では非常に多いとされています。しかし、

先ほど少ないと言いました国内大豆の自給率というのは、全体１００として約６％くらいが日

本で作られた大豆の使用料です。ほとんどが外国産からの利用になっています。豆腐、納豆、

味噌の個人の量り売り等が多く、ほとんどがブラジル、アメリカ、中国からの輸入になってい

ます。 
 県内では、先ほど言いました北杜市がトップで、２番目が身延町、そして富士吉田、大月市、

そういうふうな形で収穫量が非常にあるということです。 
 そこでお伺いしますが、県の大豆全般は作付け面積が平成２３年から２８年、全国３８位と

非常に少なかった、作付面積は少ないんですが、その面積、１反歩当たりの収穫量は２８年度

に１３位と急激に大豆の生産が伸びているんですけれども、この結果は、ちょっと私の知り合

いの大豆専門の人が言うには、非常に興味のある結果なんだけれども、成果となった原因は何

が考えられるのかというところを非常に興味を持っていましたが、そのへんが分かりましたら

教えていただきたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 収穫率１反歩当たりの山梨県の大豆収量は、平成２４年の４４位から平成２８年の１３位ま

で上昇しております。山梨県に問い合わせたところ、他県も含めて気象変動による影響が大き

いのではないかという回答が返ってきました。 
 本町のあけぼの大豆におきましては、身延町あけぼの大豆振興協議会を中心に収量、品質向

上の研究に取り組んでおり、また年間を通して実施している生産者に対する勉強会等により詳

しい数字はつかんでおりませんが、確実に収穫率は上がっていると思われます。 
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 以上でございます。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤雄波君。 
〇１番議員（伊藤雄波君） 

 分かりました。ありがとうございます。気候や収穫したときの環境で、湿度、そういったも

ので非常に数値というのは大きく違うとは思いますが、国の平均以上の収穫率というのは、農

業従事者や皆さんのご苦労があったということが伺えられます。 
 ブランド大豆である身延町の大きな財産である、まだまだこのあけぼの大豆を作付けしたい

というふうに考えていると思いますが、あけぼの大豆の収穫に、あるいはあけぼの大豆を今後、

広げていくのに切り離せないことは、やはり鳥獣被害のことだというふうに思います。 
 先日の農業委員会との懇談会でも、ほとんどの時間を鳥獣被害に当ててお話をされていまし

た。先ほどの勝沼での甲州縄文芋の試食会におきまして、そのときにこの芋を守るためにとい

うことで、手段の１つとして唐辛子を利用するそうです。唐辛子は鷹の爪からキャロライナリー

パーという、７種類ほどいろいろあるそうです。その中で対応できるのはどれなのかというこ

とで、今、検討し、これを取り組みをしてやっているそうです。そして、その取り組みのテス

トケースとして大月市でやっていると聞き、市役所のほうにお伺いし、お話を聞いたら、５月

の台風で風の通り道でちょうど大半が折れてしまい、そこを再度チャレンジして栽培している

そうです。個人の畑にも採用し検討をさせていただいているということで、非常に担当者は期

待を込めた言い方をしていました。 
 そんな効果があるということで、その成功例を、それを開発している担当者に聞きましたら、

大月市ではないんですけども、個人でその唐辛子の話をしているんですけども、その唐辛子を

使う部会でやったんですけれども、相模湖畔の里山にて野生動物対策に成功している。勝沼町

のぶどう畑で唐辛子を囲って使って大成功を収めたと。埼玉県の、これは個人宅ですけども、

アライグマの対策にもこの唐辛子は有効利用できたと。江戸川区の動物園、ここにもやっぱり

ネズミはじめ小動物が他の動物園のエサを盗みに入ってくる。この対策にも成功しているそう

です。笛吹市の在住の私の友人もその会に入っていますので、語り部の会で、その畑にも利用

したら、まさしく効果が出て寄ってこない。そういうものを実証しているよというお話を伺い

ました。 
 ほかにも県内個人農家で今年の２月より取り組んでいる箇所、何カ所かあるそうです。身延

の方もこの部会に入って、その勉強に来ていただいて、身延でも個人、ちょっとお名前は聞か

なかったんですけども、身延町の農家の方がそれを採用してやっているというふうなことは聞

きました。 
 唐辛子はアライグマやイノシシ、シカには確実に成果があるそうです。しかし、サルに関し

ては枝や塀、こういったものを飛び越えてしまうきらいがあるので困難だというふうなことは

おっしゃっていました。しかし、その枝とか塀とかを払って、あるいは平らな空間をつくって

いただければ、サルもおそらく入ってこないだろうというふうにおっしゃっていました。今、

そのサルのほうは笛吹市にある農業法人と一緒に散布型の駆除の方法を日々、開発研究してい

るそうです。 
 身延町でもサルの被害が多く、テスト型として、もし取り入れるのであれば協力をしたいと

いうふうな意見も伺っていますので、担当者にお話を聞くのもいいのかなというふうに思って
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います。 
 また、大月市においてはＳＢ食品の工場誘致も決まり、ＳＢコンサルタント担当より特産品

として、そのＳＢが来ることで唐辛子を栽培したらどうかということで、栽培をやるというこ

とを大月市でもおっしゃっていました。しかし、その唐辛子が鳥獣害に効くというふうなこと

は、最初は分からなかったみたいで、それが有効だということなので、これは作物を守る、そ

して唐辛子は収穫し、ＳＢのほうへ、コンサルタントのほうへ出荷できる、これは一石二鳥だ

ということで、非常に有効利用ができるんではないかということで活用していくそうです。 
 そんな中で、特産品としても位置付けを考えると言っていましたが、基本的には「撃たない、

驚かさない、殺さない」、このスタンスでやはり鳥獣を山に帰す、そういう取り組みをしていき

たいというふうに考えているそうです。あけぼの大豆の１０年後２０年後に少なからず光が見

えてきたらいいなというふうに思い、ここで私の調査を報告したいと思います。 
 それでは、あけぼの大豆については終わらせていただきます。 
 学校給食について、お伺いします。 
 身延町の素晴らしい施策である学校給食無償化で、保護者はとても喜んでいるとまわりから

聞いています。昨年、ニュースの中で神奈川県大磯町の公立中学校２校の残食の様子がニュー

スによく出ていました。国の指導があるみたいですが、全国平均、残食率というのは６．９％

に抑えてくれということだそうですけども、なんと平均２６％。多いときは５０％が残食して

いると、そんな様子がニュースで流れました。完食は全校生徒１人だけだったという日もある。

そのくらいずさんな経営を町がやっていたというふうなニュースで話題になりました。 
 そこで、わが町の状況が気になり報告書を出していただきましたら、なんと素晴らしい結果

をいただきました。学校や養護教諭、あるいは調理師の皆さまのご努力や温かいものは温かい

ものとして、冷たいものは冷たいものとして、そういった細かい配慮があったからだというふ

うに思っています。平均は出していませんが、ほぼほぼ完食しているのが現状でした。ちょっ

と煮物が苦手なようで、カレー、パン、肉、牛乳に関してはほぼ、全部完食のデータでした。

身延町の子どもの健康に関して、これも大きな、全国に発信できる、アピールできるものとい

うふうに思います。 
 そこで、ここで伺います。 
 この学校給食栄養報告書の各教員および保護者への説明、または検討会、あるいは要望など

の意見交換があるのかをお答えください。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 学校給食栄養報告書、通称、週報は文部科学省の全国的な取り組みで、学校給食における栄

養内容の実態把握と食事内容の向上を図るため昭和６１年から年に２回、６月と１１月に行っ

ております。 
 本町では、中富学校給食センターと身延学校給食センターの２施設において、各栄養士の所

属校、身延清稜小学校と身延中学校において実施をしております。この週報の結果をもとに学

校給食運営合同会議において、教員および関係職員で献立等について意見交換を行い、学校給

食の充実に取り組んでおります。また、栄養士が献立作成にもこれを役立てております。 
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 以上です。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤雄波君。 
〇１番議員（伊藤雄波君） 

 先日の報告書を見ますと、清稜小学校と身延中学校でしたか、２校でしたが、そのほかの２校

の結果は出ていなかったんですけれども、そこへのそういった配慮、そういう要望とか、もし

これがあるんであれば、よその学校もそういったものをほしいんではないのかなというふうに

思いますが、そんなところはどうでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 この実施にあたりましては、学校の協力が必要になりますので、栄養士や他の２校と前向き

に検討いたしたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 ありがとうございます。ぜひ保護者の方々は非常に参考になるし、「あんた、これ、ちゃんと

食べているじゃない」みたいな形で、家に帰って非常にいい、子どもとの会話が成立するんで

はないかなというふうに思いますので、保護者と皆さんにも非常にこれを共有していただけた

らなというふうに思っています。 
 学校給食の中で、ひとつデータを見てとても残念なことがあったのは、それはあけぼの大豆

の使用が、調査は１週間ですが、一度もなかったことです。おそらく給食は収穫期には食べる

と思います。少し、ちょっとそのへんが残念で、１年通して食べられるような工夫ができる商

品を子どもたちにも提供できないかなというふうには思っています。価格の問題等もあると思

います。あけぼの大豆はちょっと高額にはなるので、そうは思いますが、なんとか子どもたち

への食を考えたら、それもちょっと取り入れてほしいなというのが実感でした。 
 ここでもう１つ伺います。あけぼの大豆は町の特産としてありますが、学校でも大いに取り

入れて時間を割いていると思います。ここで小学校、中学校であけぼの大豆の取り組み方みた

いな、取り組みの方法みたいな、なんかこういうふうな形で取り組んでいるということがあり

ましたら教えてください。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 学校においては、食に関する指導の中で、地域の産物、食文化や食に関わる歴史を理解し、

尊重する心を育むことを目標の１つに掲げております。町からは、あけぼの大豆を町内の小中

学校および保育園に１人当たり１００グラムを無償提供してもらえることになっており、いろ

いろな献立で児童生徒へ給食の提供をしております。 
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 本年度は６３キログラムのあけぼの大豆を受け取り、これまでに中富学校給食センターでは

ポトフや五目大豆煮などの献立で１０回、提供をしております。身延学校給食センターでは、

ミネストローネや大豆のひじきの煮物などの献立で１３回、提供をいたしました。また、１０月

１２日には町から無償であけぼの大豆の枝豆を全小中学校へ提供し、１１月１日にはあけぼの

大豆の加工品、むき枝豆を使用し、身延小学校と身延中学校へ枝豆お赤飯の献立で提供をいた

しました。 
 このように町の特産品であるあけぼの大豆を積極的に食材に取り入れながら、あけぼの大豆

を使用した献立に合わせて栄養士等が作成いたしました資料を配布しながら、給食指導時に普

通の大豆との大きさの比較ですとか、畑の様子の写真を見ながらあけぼの大豆について学習を

しております。直近では、身延清稜小学校におきまして１１月２２日にあけぼの大豆について

の学習会を全校集会で行ったと聞いております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 ありがとうございます。それぞれの地域で特産物の体験事業、その他行っていると思います。

でも大豆を利用しても、やはり直近で分かるのは枝豆を現実に食べるということが一番、私は

ふさわしいのではないかなと思います。ぶどう狩りやサクランボ狩りや芋掘りやリンゴ狩り、

それぞれいろんな地域で体験学習をしているという記事は出ています。先日も清稜小学校だよ

りにあけぼの大豆の勉強をしているということで、すごく良い取り組みだなというふうに記事

を読ませていただきました。この取り組みをもっと深く、ストーリー性をもって取り組んでほ

しいなというのが僕の考えで、具体的には子どもの何年生から何年生までみたいな形で取り組

んでもらえるのがいいんではないかと。子どもの能力というのは、子どもにはモスキートーン

という、大人には聞こえない音も聞くことができ、また先日、松茸狩りをする小学生が町の山

へ登って、先生にはにおわないけれども、子どもには天然の松茸はにおうと。においのプロ

フェッショナルになるのは子どもの嗅覚だと。それで何万円もする天然の松茸を町の山から

採ってきて、自分たちで調理をし、お昼に使っている。こんなニュースもテレビで拝見しまし

た。それと同様に耳、鼻、そういったものにおければ、おそらく味覚もかなり優れた感覚が子

どもたちにはあると思います。子どもたちがそれぞれの学年ごとに種まき、学年ごとに育苗、

草取り、加工、食味、この大豆の成分、先ほど成分表が出ましたけども、この成分は体のどこ

に効く、そういった奥深い食育をやることによって、今度、保護者とのアイデア商品の開発を

やってもらうというふうな形での一貫教育をしていけば、これはすごい楽しみな子どもが生ま

れるのではないのかなというふうに思います。 
 先の産業課での取り組みも大いにニュース的には、大豆の宣伝にはなりますが、私的には大

人だけの食味試験ではなく、一番分かってほしいというのは、この時代の子どもたちがそれを

体感してほしいなというふうに思います。小学生なら７、８年後、中学生なら５年後、アルコー

ルが解禁になり、２０歳になり、それぞれが東京、地方に進学・就職し、友だちや先輩おおぜ

いで居酒屋へ行く、居酒屋のお通しのナンバーワンは枝豆です。その枝豆が出たときに、わが

身延町出身の生徒たちは、わが町にはこういう味を持ったあけぼの大豆というのがあるんだよ

と。これはあけぼの大豆って、こういうふうに栄養素があって、こんなふうに作られて、こう
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いうふうな体験をするんだというふうな形で、大いにきっとその場を盛り上げるツールになる。

宣伝効果がものすごくあるんではないのかなというふうに思います。 
 そこで、おそらく褒められると思うんですよね、子どもたちは。人が幸せを感じる一番は褒

められることだというふうによくニュースでも、雑誌にも書いてありますが、きっとそういう

味覚を持った、味覚を焼き付けてくれる、そういう教育をしてほしいなというふうに思います。 
 海外産の冷凍、国内の冷凍、あけぼの大豆の冷凍枝豆、これを３粒でもいい、１粒でもいい、

給食のときに出してクイズ形式に「さあ、どれだ」みたいな形でやるのも大いに勉強になるん

ではないか。その５分１０分の時間を、大豆のうんちくの勉強を先生から伺う。そういった日々

の教育も必要ではないかというふうに思っています。 
 最後に、森林経営管理法についてお伺いします。 
 国内には広大に存在する荒廃した森林は、経済的価値だけではなく水を浄化したり、山を守

るという本来の機能を持っています。こうした眠った資産を面積ごと丸めて整備し、利用しよ

うとするこの法律ですが、少し、私的には先行した考えですが、価値のある森林と利益を望め

ない森林と、この２つに分かれると思います。双方管理の責務が町にはあるというふうに聞い

ています。利益の望めない森林は動物多様性の地域を考えていただき、人の手で壊した森林を

蘇らせ、生物多様性の森をつくってやりたいというふうに私は考えています。 
 そして整備されて、非常に環境もよくなった森林に関しては、東京２３区、例えば山梨では

ないんですけども、昭和町くらいですけれども、そんな皆さまに開放し、お使いいただき、そ

んな形で提供する。そして自然の里の施設とセット企画を考え、攻めの施策を考えることも、

これから早めに、大切に思います。 
 そこで、お伺いいたします。 
 平成３０年５月２５日、森林経営管理法成立に伴い、森林環境税、仮ですけれども、森林環

境譲与税創設となります。この制度に対して、どんな対策を町は、山をたくさん持つ身延とす

れば考えているかを町長にお伺いしたいというふうに思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月町長。 
〇町長（望月幹也君） 

 それでは、お答えしたいと思います。 
 来年４月からスタートいたします新たな森林経営管理制度ですけども、先ほど議員さんが

おっしゃいましたとおり全国的な課題となっています放置された状態の森林の管理を意欲と能

力のある林業経営者に集約させるか、町が自ら管理する制度でありまして、これに伴い町が森

林整備等に活用する財源として森林環境税と森林環境譲与税が導入されることになります。町

もこの新しい制度に対しては、実行可能かつ戦略的な事業の組み立てが必要となります。 
 まず、基本として森林所有者に適切な経営管理を行わなければならない責務があることを明

確にした上で意向調査を行いまして、林業経営に適した森林は林業経営者に経営管理を委託し

ます。一方、適さない森林は町が公的管理を行うことになります。意向調査につきましては、

災害防止の観点から土砂災害等、発生リスクが高いところから順次実施してまいりたいと考え

ております。 
 以上です。 
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〇議長（柿島良行君） 
 伊藤雄波君。 

〇１番議員（伊藤雄波君） 
 ありがとうございます。これからの事業だというふうな形で推測しますけれども、現在、全

国に、身延町は入らないと思いますけども、３千人程度の森林担当者というのが市町村にいま

す。そのほか４０％の市町村には、専門の担当者が１人もいないというのが状況です。今後、

この仕組みの要となる市町村が事業をうまくまわしていくには、森林組合等、事業者に専門の

やはり職員を派遣し、職員を育てるという人材育成も非常にこれから大事になってくるんでは

ないかというふうなことを思います。 
 山梨県には県立農林高校、森林科学科というのがあります。約９０人が在籍しています。し

かし、その農林高校の先生にお会いしてちょっと調査してきました。そしたら農林高校では林

業そのものに深い関心を、興味を持って入ってくる生徒は毎年３０人のうち３人から５人が専

門的に希望してくるそうです。そのモチベーションは非常に高いそうです。ポテンシャルが高

くプロになるための卵として自覚を持って入ってくるそうです。 
 そんな県立農林高校は、その学科に刈払機資格やチェンソーの使用資格や、そういった本来、

山を切り開き整備するに必要な免許は国からの助成を受け、取得をして卒業するそうです。そ

んな形の中で、今言う３人くらい、毎年卒業生の中で３人くらいがそういうポテンシャルの高

い生徒ということであれば、よけい早めに、もし採用するんであれば、試験を受けてもらうの

であれば、手を挙げて説明をしていただければいいのかなというふうに思います。ほかは、な

かなか体験実習に行っても集中力がなく、卒業しても長く続く見込みはちょっとないかなみた

いなことを先生は言っていましたので、でもポテンシャルの高い生徒は確実にいるので、ぜひ

検討してみてください。 
 高度成長期のときは、県も農林高校から毎年１人、採用をしていたそうですが、今はそれは

していませんということです。でも、この制度が確立すれば、またそんな形で制度を利用し、

生徒たちの確保を考えるかもしれません。 
 以上で質問を終わりますが、最後に丁寧なご答弁をありがとうございました。この一般質問

においては、何年か先の町の課題や取り組みに少しでも参考にしていただければと思い、私の

考えを話させていただきました。これからの町の執行部のさらなる施策に期待し、これで終了

させていただきます。ありがとうございました。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤雄波君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩とします。 
 再開は午後１時ちょうどとします。 

休憩  午後１２時０６分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 １時００分 
〇議長（柿島良行君） 

 再開します。 
 次は通告４番、野島俊博君の一般質問を行います。 
 野島俊博君の質問を許します。 
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 登壇してください。 
 野島俊博君。 

〇７番議員（野島俊博君） 
 通告に従い、一般質問を行います。 
 まず、行政評価ではなく無駄を省いて最高の結果が出せるよう調整する行政最適化へと題し

て質問に入ります。 
 さて一極集中など、自治体の多くが曲がり角に立たされて久しいところであります。これか

ら町がどこに進路をとるべきか。まずはじめに自治体経営とはについては、将来住民の選択肢

を奪うことなく、現在住民のニーズに対応するため限られた資源を有効に活用し、地域の持続

性を確保することであるとしています。 
 したがって、現在住民のニーズを最優先し、短期的視野で実質的借金を投下させたり、さま

ざまな公共料金を必要以上に低く抑制し、施設の老朽化に深刻化させたりして将来住民に大き

な負担を残すことは自治体経営としては不適正だと思います。 
 他方、将来への危機感だけを過度に重視し、将来住民の選択肢の確保を最優先することで現

在住民のニーズを軽視することも自治体経営として不適正であると思います。その理由を問う

と、いずれも地域の持続性を確保することにはならないからであると思います。将来住民と現

在住民のニーズを妥当性と適正性を持って結びつけるのが自治体経営の原則であるとされてお

ります。すなわち自治体経営とは、将来住民の選択肢を奪うことなく現代人のニーズに対する

ため、限られた資源を有効に活用し、地域の持続性を確保することであります。 
 それでは質問に入ります。 
 行政評価ではなく、無駄を省いて最高の結果を出させるよう調整する行政最適化へについて

聞きます。回答をよろしくお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えします。 
 地域自立のまちづくりに必要な要件としましては、まず町の情報を的確に町民にお伝えし、

その情報は住民のニーズに合ったものであること。また住民からの情報や調整に関する意見提

案を把握できる双方向型の情報交流の仕組みを充実させ、情報の共有化を図る必要があります。 
 現在、町からの情報は広報紙、議会広報、ホームページ等の媒体を使って提供しております。

現代においては情報端末機器の飛躍的普及によりインターネットを活用した情報収集も一般に

行われておりますので、これに対応した情報提供のあり方の検討が必要となります。 
 地域が自立するためには、まず行政自らが自主性、自立性によるまちづくりを行い、その課

程において住民主導のまちづくりに転換し、それぞれの役割と責任を担いながら連携していく

ことが大切だと考えます。 
 町では住民の自主的な活動を促進するため、平成１７年度から身延町まちづくり推進事業を

創設し、活力ある住みよい地域づくりに資する諸活動の推進を支援しております。 
 現在、これまでの支援制度の拡充を検討しておりますので、これも今後の地域自立のまちづ

くりに活用していただければと考えます。 
 以上です。 
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〇議長（柿島良行君） 
 野島俊博君。 

〇７番議員（野島俊博君） 
 行政最適化と題して、行政サービス最適化で自治体経営を。いわゆる無駄を省いて最高の結

果を出せるよう調整する。目的は多様化・複雑化する住民ニーズを的確に把握・分析し、質の

高い効果的な施策を行うためには、これまでの手法や考え方にとらわれず、自治体経営の観点

から行政サービスの品質の向上を図っていくことが求められております。この質の高いとは住

民満足度の高いことであり、行政サービスを提供するため、公共施設マネジメントを切り口に

行政サービスの最適化を進めるために必要な考え方、コスト意識など今後の地方分権時代にふ

さわしい地方自治体の運営は自己決定・自己責任のもと政策的にも、財政的にも自立した経営

を行っていく能力が強く求められていると思います。 
 これらのことを背景に地方自治体では、民間企業の経営手法を可能な限り行政に導入する動

きが盛んに進んできたといえると思っております。本町においても厳しい財政事情、限られた

職員の中で、これまで行政評価制度を柱として自治体運営を推進してきましたが、これらの民

間企業の経営手法を政策の実現手法として、効果的・効率的に活用していると思っております

が、経営手法における地方自治体の最大の目的は住民を民間企業でいう顧客として捉え、住民

が納める税金や受益者負担に見合った住民サービスを提供し、税金や利用料を払う値打ちを高

めることであり、効果的・効率的な政策であるほど住民は納得するものと言えると考えます。 
 効果的・効率的な政策においては、複雑・多様化する住民ニーズへの満足度、目標、成果、

費用対効果を常に意識し、真に必要性・重要性の高い施策へ限りある経営資源を再分配する必

要があると考えます。そのためには経営手法を十分機能させ、経営資源の見直しに連動させる

ことが不可欠であると思いますが、これはいかがでしょうか。このことで効果的・効率的な政

策の実現、いわゆる最小の経費で最大の成果をあげることができる、期待できるものと考えて

おります。行政の最適化を図るための新たな行政評価制度を提案するものでございます。 
 それでは、質問２に移ります。行政改革など個別改革では不十分な理由、行政評価ではなく

行政最適化へと題して。 
 質問２の①営利追求および社会貢献を果たしながら、従業員およびその家族を守る企業と町

民への公共サービス提供による社会貢献を果たす自治体では、組織目的が異なるため相容れな

いのではないかと考えがちでありますけども、組織の性格が異なっていても目標達成や課題解

決のプロセスは共通する部分が多いと思いますが、当局の考えを伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 お答えをさせていただきます。 
 企業の目的が人を幸せにし社会に貢献し、そのために利益を出すことであれば、地方公共団

体の目的であります住民の福祉の増進に努めるとともに、最小の経費で最大の効果をあげるこ

ととも通じる点は多いと思います。 
 この目的達成や課題解決のプロセスにおきまして、企業の経営手法を参考にし、事務事業事

前評価や人事評価制度、行政改革大綱、さらには人材育成基本方針を連動させまして、ＰＤＣ

Ａサイクルの手法で取り組んでおります。 
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 平成２８年度から本格導入しております人事評価制度では、課の組織目標に基づいて各個人

が目標を設定し、その達成に向けてプラン 計画・ドゥー 実行・チェック 評価・アクショ

ン 見直しのＰＤＣＡサイクルを実施することにより課題を発見し調査・分析を行い、実践し

ているところでございます。 
 当初、中間、期末で面談を３回行い、各所属長が進捗状況の確認や助言などのフォローを必

要に応じて行っております。 
 町では人事評価を行政評価と連動させており、有効性の高い事業はより重点化し、役割の終

わった事業は縮小を図るなどの行政運営の取り組みを進めているところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 野島俊博君。 

〇７番議員（野島俊博君） 
 さて、企業で言う顧客の視点は自治体では町民の視点、そして総合計画の実現、町民満足度

向上のため、地域の課題を解決し町民満足を高めるために重点的に取り組む施策は何かになる

と思います。 
 次に財務の視点は、町の財政健全化に寄与するために取り組むとして重点的に取り組む課題

は何か、それは財政の健全化とコスト認識だと思います。そして組織と人材の視点では、ビジョ

ンと戦略を達成するため、いかに組織の活性化を図り職員のスキルアップをするか。さらに業

務プロセスの視点は業務改革、意識改革であり、町民満足度の向上やコスト削減のため、業務

プロセスや執行方法で特に取り組むべき課題は何か、これを追求していかなければなりません。 
 それでは、次に３に移ります。個性あるまちづくりについて伺います。 
 現況の課題は住民ニーズが多様化・高度化する中にあって、従来の公平性・平等性を基本と

した行政サービスだけでは、住民満足度の達成は困難となってきており、住みよいまちづくり

を進めるためには、住民サービスの提供にかかる多様な団体等の参画が必要となってきており

ます。 
 特に近年においてコミュニティ活動や地域福祉活動など、地域住民の主体的な活動なしでは

解決が困難な課題が多く増えてきております。 
 他方、町外からの転入者が大幅に増加する地域では、町に対する誇りや愛着、地域における

コミュニティやまちづくりに対する意識を向上させることが、防災や防犯など安全・安心なま

ちづくりを推進する上で、大変重要になってきております。 
 本町では、まちづくりに対する住民の声を身近に聞き、これに対応した住民サービスを身近

に提供するため、住民と共に育むまちづくりを進めるため、現在、人の心を大切にする温かい

町政運営に努力されておりますが、ここで住民主体のまちづくりのイメージを考えてみますと、

まず失敗する町のイメージ、民間も行政もまちづくりに動き出さず居住地は拡散。総人口の減

少とともに人口集中地区は消滅。地価の低下により固定資産税収も減少の一途。税収減に合わ

せて、総体的に人口密度が高い地域ですら行政サービスが縮小し、郊外は統治されず荒れ放題

となる。故意に放置される不動産が増えて、空き地、空き店舗など未利用空間が拡大の一途。

そして所有者不明不動産も増加が考えられております。 
 それでは求められる視点とはと考えてみますと、補助金を投資と認識し、その投資に見合う

リターンを見出すことが本来のまちづくりのあり方。陥りがちな負のサイクルを回避し、目指



 ６４

すべき正のサイクルへと転換するためには、利益や地価、土地の要件を含みますけども、税収

入などに代表される地域の価値を最大化するよう、官民ともにリターン意識をすることが重要

であるとしています。 
 そして成功する町のイメージは、民間による継続的な賑わい創出などを契機に行政との連携

によって居住地域の集約化が図られ、総人口は減少するものの人口集中地域の人口は維持、固

定資産税収入の維持などにも成功すると。一定の税収を背景に中心市街地への重点再投資が行

われる。同時に郊外への投資配信も可能となってきています。 
 空き地、空き店舗など低・未利用空間が縮小し総体的な地価の上昇もあり、所有者不明不動

産も漸減ということになると思います。 
 公共交通機関が維持されると子どもから高齢者までが集う賑わいが形成され、地域コミュニ

ティも維持されると、こんなふうな形になりますけども、行政にとって民間の活力を活用する

必要に迫られており、特に地域第一主義の精神を持つ民間にとっては、新しいビジネスの機会

の拡大となるようでございます。 
 さらにまちづくりの原点に立ち、住民自らの創意工夫が生かされ、住みたくなるまちづくり

をするために、住民がまちづくりやボランティア活動に取り組むことができる支援体制の整備

が重要な課題となっております。 
 それでは、質問に移ります。 
 ３の①個性あるまちづくりを行うには、価格競争の観点だけでなくアイデアにあふれた優秀

な民間の知恵が必要でございます。そこで文化的な事業や地域の個性づくりに関する事業は、

決定的プロセスの透明化を徹底的に図った上で、首長に事業者選定の権限を与えてもよいと思

いますけども、この点について当局の考えを伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 町では公平性、透明性の観点から財務規則に基づき業者選定を行っております。業者選定の

方法といたしましては、価格や技術力による指名競争入札や一般競争入札、また価格と技術提

案の内容を総合的に評価して業者を選ぶプロポーザル方式等があります。そのような観点から、

その目的に適した方法で業者を選定し契約を締結しますので、業者選定は現行のままでよいと

考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 野島俊博君。 

〇７番議員（野島俊博君） 
 入札制度改革、不正を防ぎながら公共工事の効率化かつ円滑な実施を目指すための長い闘い

の歴史であります。最近では、小池都知事が都で行った入札制度改革もありますが、これまで

国や多くの自治体でさまざまな方法が試されてきましたが、望ましいとされる統一規格はない

ようにも思います。そういうことで、これはまだまだこういうことを考える時期ではないのか

なと、今、答えをいただいて思いましたけども、私はそういうふうに考えます。 
 それでは次に質問３の②に移ります。 
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 働き方改革を推し進めて、目指す身延の生産性向上革命、ほかの自治体に先駆け新たな制度

を意欲的に導入する。なぜ、こうした制度を積極的に導入するのかと問うと労働生産性に焦点

を当てた場合、民間企業を含め、日本は国際的にも低いと言われております。こと自治体にお

いては、概念としてもまだまだ定着しておりません。本町職員は大変優秀でございます。さら

たに力を発揮するためには、職員は庁内にいるのではなく、時として町に出てさまざまな現実

に触れることが必要となっております。そして地域を知って、さまざまな人と出会い、職員と

してではなく、時に町民として地域のために汗を流す。このことはきっと本当の意味での生産

性向上につながると確信をしているところでございます。 
 さて、職員による制度活用は進んでいるのか。これは大きな組織になるほどコミュニケーショ

ンを図るのは大変難しいものですが、役職に関係なく自由に議論を交わし、コミュニケーショ

ンを図ることが大変大事になってくると思います。そしてコミュニケーションを通じて、理解

を広げることができれば制度が浸透していくと考えますが、いかがでしょうか。 
 それでは次に移ります。 
 次に、庁内にこもるのではなく積極的に町に出よについての考え方でございます。 
 なぜ、こうした制度を積極的に導入するのかを問うと本町における生産性向上革命のために

ほかなりません。労働生産性に焦点を当てた場合、民間企業を含め日本は国際的に低いと言わ

れております。こと自治体においては、概念としてもまだまだ定着しておりません。しかし、

これだけ人口減少が叫ばれている時代の中で、生産性を上げられない自治体は生き残れないだ

ろうと、そういうふうに考えてもおります。 
 さて生産性向上というと、いかにも人を減らして効率化を図るというような視点ばかりに目

が行きがちでございますけれども、しかし生産性向上で最も大事なことは職員一人ひとりが大

きな仕事の喜びを感じられるようにすることでございます。 
 そして目をキラキラ輝かせて課題を発見して、それを解決しようとする意欲を持ち、チーム

として解決のために力を発揮していくことが大切であると思いますが、それについてはいかが

でしょうか。 
 そのためには、町に出てさまざまな現実に触れる必要があると思います。そしてさらに地域

を知って、さまざまな人と出会って、職員としてではなく町民として地域のために汗を流す。

このことはきっと、本当の意味での生産性向上につながると確信をしております。 
 先の質問で、伊藤議員の質問、住民の声の質問がありましたけれども、まさに地域に入って

住民の声を聞くことの大切さが伝わる質問でありました。本人も積極的に地域に入って、また

は遠くまで足を運んでいることがよく分かる、自分の考えを積極的に出しながら一般質問でし

たが、それでは質問に移ります。 
 ３の②言い方は大変失礼があると思いますけども、職員「庁内に閉じこもるものではなく積

極的にまちに出よ」についての考えをお聞きいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えします。 
 本町では従来より職員は地域との関わりを持ち、一町民として地域に貢献できるような存在

となることを意識して、消防団、公民館、育成会等の社会団体活動および地域活動に参画して
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おります。これは小規模な自治体ならではのメリットだと考えます。 
 その活動の中で、住民からの声を聞き、行政に反映させなければならないものについては関

係所管と協議・調整して対応をしております。 
 今後も積極的に社会、地域と関わり住民の皆さまとの交流を図り、そこで新たな知見を得て

課題を発見し、その解決ができるような職場の環境づくりに努めてまいります。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 野島俊博君。 

〇７番議員（野島俊博君） 
 それでは次に移ります。 
 質問４の①町民視点でまちづくりイコール町民満足をと題して、本町を町民満足、行政の生

産性向上、手段の最適化を基本姿勢とした目的志向型の行政経営を進めて自治体経営日本一を

目指すためにと題して質問をいたします。 
 まず、まちづくりの基本視点、まちづくりを進めていくための基本となる総合的視点として

４つ、考えました。１つは人をまちづくりの中心とするということです。これはいつの時代に

おいても町の主役は人々、町民でございます。そしてすべて人々の人権が尊重され、人間性豊

かに暮らすことができる町を築くことは、将来にわたって変わることのない目標でございます。 
 次に生活の質を高めるについては、人々の価値観は物質的な高さを求めるだけでなく、より

精神的な豊かさや充実感を求める方向に進みつつありますが、これからはまちづくりの基軸を

質の高い生活の実現を目指す方向へと転換することが必要ではないかと思います。 
 ３つ目、将来に向かって発展する基盤をつくるということでございます。これは本町が将来

に向かって、町の活力を高め持続的に発展していくためには、創造性や感性豊かな人々や企業

などが集まり交流する、個性的で魅力を持った町をつくることが必要でございます。 
 本町が誇る歴史文化や自然が町と調和した美しく文化の香り高い土地空間を形成し、生き生

きとした町民活動や活力ある産業活動を、これを育んでいくと。 
 そして４つ目、共に町をつくるということであります。まず、まちづくりの主体である町民

が自らの町を自らの創意と選択によって築いていくことができる町民自治の仕組みを整え、町

民が誇る自由と自治、進取の気風の伝統のもと町民の連帯に支えられ、郷土のまちづくりを進

めることが大変必要でございます。そして身延のまちづくりの主役はこの町に住み、働き学び

憩うすべての人々であります。自由と自治の伝統を受け継ぐ私たちは創意と努力、情熱を結集

して愛すべきわが町身延を共に築いていかなければなりません。 
 それでは質問４に入ります。 
 本町を町民満足、行政の生産性向上、手段の最適化を基本姿勢とした目的志向型の行政経営

を進め、自治体経営日本一を目指すために質問４の①町民視点に立って成果を上げていくため

の施策はについて、回答をお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 お答えをさせていただきます。 
 社会経済情勢の変化による地方分権の進展、超少子高齢化社会の到来により厳しい財政状況
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の続く中で、町民の皆さまの行政に対するニーズは多種多様化してきております。これらのニー

ズを的確に把握するとともにアウトカム目標を設定し、ニーズに合ったサービスをタイムリー

に提供することが重要だと考えます。 
 町民の皆さまが何を求めているのか、どうしたら町民の皆さまの利便性が向上するのかなど、

常に町民視点に立ってサービスレベルを向上させ、より多くの皆さまに満足していただくこと

を念頭に業務に取り組んでいるところでございます。 
 また、行政評価についてホームページを用いまして実施状況を公表し、説明責任を果たしな

がら町民と行政との協働によるまちづくりを進めるため、目標管理型人事評価制度を導入し、

基礎能力、分析力、実行力を持ち住民の皆さまから信頼される職員の育成を図っているところ

でございます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 野島俊博君。 

〇７番議員（野島俊博君） 
 分かりました。次に移ります。人口、生産性の向上について聞きます。 
 人口が減少すると困るのは誰か。そもそも人口が減ることで困るのは、直接的に影響が生じ

るのはやはり地方自治体なのだと、これははっきりと言っております。もちろん公共サービス

の低下などで住民も間接的に影響を受けると考えます。将来的に人口が減れば税収も減り、状

況が悪化していくことは火を見るより、これも明らかなことでございます。今のうちになんと

か手を打ちましょうというのが本当の目的だと思います。 
 そこで財政立て直しには生産性向上が必須。ここで指摘する生産性とは、単に労働時間を減

らしたり、人件費を削減することでございません。ましてや会議の時間を短くすることでもあ

りません。また、経営は収入と支出のバランスですが、自治体といえども収入が減っても支出

を減らすことができれば、経営が成り立たなくなるわけではありません。このことは明らかで

ございます。 
 しかし、そのためには費用の削減、コストカットももちろん大事ですが、それ以上にどれだ

け投資効率のよい税金の使い方ができるかが肝になるのではないでしょうか。すなわち民間企

業も行政も共に生産性の向上と真正面から向き合わない限りは、地方創生は絵に描いた餅で終

わる可能性が高いと思います。 
 それでは質問に移ります。 
 質問４の②少ないコストで、質の高い行政サービスを提供していくことについての考えはに

ついて、回答をお願いします。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 お答えをさせていただきます。 
 少ないコストで質の高い行政サービスを提供していくことこそ、地方自治法第２条第１４項

に掲げます住民の福祉の増進に努めるとともに、最小の経費で最大の効果をあげるという自治

体の目標でございます。これを実現していくため、第４次行政改革大綱では基本理念を知恵と

工夫による地域の発展、基本目標を小さくて効率的な役場経営、基本方針を一人ひとりが改革
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実行の担い手として人事評価制度と連動する形を取り、人材育成の面に重点を置いて取り組ん

でいるところでございます。 
 そんな中で各々の事務事業について必要性・緊急性は高いのか。成果が得られているのか。

コストを削減する手法はないのかといった視点から客観的に事業を評価しながら、従来から実

施してまいりました職員提案制度をはじめ、新たなサービスの導入なども併せて検討し、コス

ト削減と行政サービスの向上に努めていきたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 野島俊博君。 

〇７番議員（野島俊博君） 
 その地方創生が謳われはじめた問題意識として、まず人が減れば税収が減る。そして自治体

経営が成り立たなくなるとよく言われておりました。ただ、本当に見なければならないのは、

人が減ると本当に税収が減るのかという視点と、税収が減ると本当に自治体経営は成り立たな

いのかという視点の２つだと思います。従来から生産性革命などと政府も声をあげております

が、人口が減って労働者も減れば国民総所得を維持向上させるには１人当たりの所得を上げる

しかないわけでございます。 
 国力にかかわることですから政府が声をあげるのも無理はないことであると思いますけども、

しかし政府が声をあげようと、生産性向上させるのは、企業でいえば企業でございますので、

企業が生産性を上げるためには何ができるかということでございます。 
 要は企業が生産性を上げるために、企業の強みを生かした将来のビジョンを持って何をして

何を伸ばすかという経営者の決断が、ここで言う生産性向上のカギだったということでござい

ます。 
 それでは自治体の生産性革命はどのようになるんでしょうか。地方自治体こそ人口が減って

税収が減れば生産性を上げなければ持続できません。今、自治体も先ほど言っておりましたけ

ども、何を縮小して、何を残して、何に力を入れていくのかを明確にやはりしていかなければ、

経営として、いかないといけない時代になってきております。もちろん人工知能やモノのイン

ターネットの技術も積極的に取り入れなければなりませんし、サービスの質の向上も欠かせま

せん。このように人口減少やグローバル化、情報通信革命と自治体を取り巻く環境は変化して

おりますけれども、自治体経営の現状にはどのような問題があるのでしょうか。また、行政の

最適化に有効な手段はどのようなものがあるでしょうか。 
 それでは、次に４の③に移ります。無駄を省いて最高の結果を出せるよう調整する、いわゆ

る手段の最適化。人口減少やグローバル化、情報通信革命等、自治体を取り巻く環境は変化し

ておりますけども、自治体経営の現状にはどのような問題があるのでしょうか。 
 また、行政の最適化に有効な手段としてどのようなものがあるのでしょうかを問うと本来、

評価制度は有効な手段であると思います。しかし、多くの自治体で展開している行政評価は本

質的に右肩上がりのときと同じ体質を持っているようにも思われます。事務事業の優先順位を

決めるのではなく、右肩上がりのときのみんなで一律増やすの発想と同時に、今はみんなで一

律減らす、我慢するが重要な施策だとも思われますし、基本であると思いますが、これについ

てはいかがでしょうか。 
 本町においても縮小される債務、どこを残し、どこを再編し、どこをやめるか、メリハリを
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つける必要があり、毎年度の予算編成の評価の中で展開していると思いますけども、これを行

わないと体系的な戦略的には展開できないため、さまざまな問題を新たに生じさせるんではな

いかと、そんなふうにも思っております。これを抜本的に変えるには、意思決定の前提になる

情報の質を変え、住民も含め見える化することが大変重要でございます。最終的に決定するの

は市長や議会、そして住民です。その意思決定に対して公会計改革や行政経営戦略の策定を通

じて新たな情報を提供し、従来の意思決定との相違点を明確にすること。そして関心のある住

民はもちろんのこと、関心のない住民の目にもさらしていく、いわゆる最適手段は見える化の

充実が必要であると考えます。 
 それでは質問に移ります。 
 質問４の③最適な手段や実施手段を選択して、効果的に行うことについての考えを聞きます。

よろしく回答をお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 お答えをさせていただきます。 
 事業施策を進めていく上で最適な手段や実施手段を選択して効果的に行うことは、非常に重

要でございます。常に目的と手段の関係を十分認識し、各職員が日々行っている活動がどのよ

うに目的達成に貢献しているのか、目的達成のためにはどのような活動展開が必要なのかを考

えることが重要であり、職員自らが知恵と工夫を発揮した計画づくりを目指し、自己評価や外

部評価と真摯に向き合い、計画・実行・評価・改善のＰＤＣＡサイクルを円滑かつ実効的に循

環させるとともに行政システムの効率化に向けて、人工知能や業務自動処理化などの新たな方

向性の検討も行い、業務、手段の最適化を図ることでよりよいまちづくりにつなげていきたい

と考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 野島俊博君。 

〇７番議員（野島俊博君） 
 今、各自治体は経営日本一を目指して、または経営日本一への挑戦と題して県、市、町、村

民満足のために町民視点に立って、行政の生産性の向上および手段の最適化を基本姿勢とした

目的手法型の行政運営を進め、自治体経営日本一を目指している自治体が数多くあります。そ

して県や市町村全体の住民満足度を目指す行政運営で公共経営の手法により県、市、町、村民

満足度と生産性の向上を目指しているところであります。要は最適な方法により成果を追及す

る目的志向型の行政運営ではないでしょうかということを申し上げて、以上で全質問を終わり

といたします。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 野島俊博君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩とします。 
 再開は２時ちょうどとします。 
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休憩  午後 １時４３分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ２時００分 
〇議長（柿島良行君） 

 再開します。 
 次は通告５番、芦澤健拓君の一般質問を行います。 
 芦澤健拓君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 通告に従って一般質問を行います。 
 質問を始める前に議長にお願いがございますが、質問通告書提出後に行政側との打ち合わせ

をしたところ、１問目の内容、特に３番ですが、ここに不適切な部分があるんではないかとい

うご指摘をいただきましたので、多少内容を変更いたしました。最初にお断りしておきたいと

思います。 
 はじめに種子法（主要農作物種子法）の廃止による本町農業への影響はということで、お聞

きします。 
 １１月３日のみのぶまつりの日に、あけぼの大豆の生産に携わっている方から種子法の廃止

であけぼの大豆の栽培に問題が起きないか心配だというお声をいただきました。その人の話の

中に、種子法の廃止、モンサント法、遺伝子組換物質、ＴＰＰなどという言葉が出てまいりま

した。当時、私は種子法について、ほとんど知りませんでしたので、これらの言葉の意味する

ところが理解できませんでした。 
 そこで種子法について調べましたところ、単なる種子法という法律の廃止に留まるだけでは

なく、わが国の農業そのものに大きな影響のあるものであることが分かってきました。 
 種子法というのは、最初に書いてありますように主要農作物種子法という法律です。主とし

て主食である米、麦、大豆の安定生産と安定供給を目的に昭和２７年の５月に制定されました。

ご存じのようにわが国は第二次世界大戦の中で度重なるＢ２９の爆撃とか広島・長崎の原爆、

こういう大変な大国、米国による攻撃によりまして国中が焼け跡のようになりました。 
 昭和２０年８月１５日に敗戦を迎えたわけですが、その後、昭和２５年には朝鮮半島で勃発

した朝鮮戦争というものがありました。日本の経済は、この朝鮮特需によって、ある程度立ち

直ったわけですが、農業は戦争による壊滅的な打撃から立ち直ることができませんでした。敗

戦後の日本は長い間、食料難の時代がありました。私は昭和２１年の生まれですけども、この

議場の中でも、そのころの食料難についてご存じの方は本当に少なくなっていると思います。 
 戦中・戦後の混乱の中で国家的な種子の確保というのは困難であり、種子の品質も低下して

いたということがこの法律を制定したという時代的背景にあります。 
 種子法の第１条には、この法律は主要農作物の優良な種子の生産および普及を促進するため、

種子の生産について圃場審査、その他の措置を行うものとするとあり、第２条第１項ではこの

法律で主要農作物とは稲、大麦、裸麦、小麦および大豆をいうと定めております。国と各都道

府県が種子の生産について圃場の指定と審査、証明書の発行を行うということを定めており、

都道府県が奨励品種を定めて、日本の農業を守っていくという姿勢が読み取れます。 
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 ところが今年４月にこの法律が突然廃止されました。廃止の経緯を調べてみると、昨年、衆

参両院でそれぞれわずか５時間、合わせて１０時間の審議のみでこの種子法が廃止されたこと

が分かりました。なぜ、そんなことが起きたのかというとＴＰＰ、環太平洋パートナーシップ

という、貿易の関税交渉に米国を招き入れるために行ったということが分かりました。しかし、

このＴＰＰ、米国を含めればＴＰＰ１２、１２カ国でございましたけれども、その後、トラン

プ政権が誕生したことによって、トランプ大統領の拒否によりまして、結局、ＴＰＰはＴＰＰ

１１になったという、そういう経過については、皆さまのご存じのとおりでございます。 
 ＴＰＰは米、麦、大豆、牛肉、豚肉、乳製品、砂糖、柑橘類など日本の農業全体に大変な打

撃を与えるということで当初、ＪＡ全中を主体とする全国の農協は大反対をしておりました。

しかしＴＰＰを推進したい政府は、この農協法も改正してＪＡ全中、全国農業組合中央会の主

導権を奪うということで、反対勢力をおさめるという大変強力な手段に出ました。 
 現在の食料自給率は４０％を下回っております。つまり輸入食料が全体の６０％以上という、

そういう国になっております。また、最近では水道法が改正されて、水道の管理に外資が参入

できることになりました。日本は食料と水という、まさにライフラインそのものを失ってしま

うという恐れがあるということです。 
 国連は家族農業を支援しなければ地球が存続できないとして、家族農業の１０年ということ

を提唱しております。日本は国連が提唱している、こういう家族農業を中心に据えていくこと

を考えていかなければならないと思いますけれども、現在、町が進めているあけぼの大豆の生

産などは、その典型的なものになると思います。つまり、大変先進的な取り組みをしているこ

とになると思います。 
 身延町大豆出荷等奨励金交付要綱というものが決められておりまして、これによりますと大

豆、身延町内の農地で栽培および収穫された大豆をいう。大豆の種子については、大豆の種子

であって、山梨県の登録検査機関、農産物検査法第１７条第２項の規定により農林水産大臣の

登録を受けた法人で町長が指定したものをいうによる農産物検査を受け、基準を満たしたもの

をいうと非常に限定的に決められておりまして、こういうものでなければ奨励金の交付の対象

にはならないということになっております。あけぼの大豆の生産がこういう家族農法の中心に

なって進めていかれることが非常に大事なことであるというふうに考えております。 
 私は家で食べる野菜やもち米、小麦、大豆などを無肥料・無農薬という自然農法と呼ばれる

農法で栽培しております。この自然農法というのは熱海のＭＯＡ美術館を創設した岡田茂吉さ

んという方が提唱したもので、土が本来持っている力、いわゆる地力を生かすことで作物を作

ろうというものです。 
 自分の食べるものには、できるだけ農薬や化学肥料を使わないという人は、私以外にも結構

多いのではないかと思います。最近、ブランド化に乗り出した本町のあけぼの大豆は県の奨励

品種には指定されておりませんけれども、身延町大豆出荷等奨励金交付要綱、先ほど申し上げ

ました、この要綱によりまして奨励され守られる品種として指定されているというふうに考え

ます。 
 このあけぼの大豆の安定生産と増産を図るために、身延町として条例を改めてつくるという

ことを提案したいと思いますが、お考えをお聞きします。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
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〇産業課長（望月真人君） 
 すみません、２番の質問でしょうか、回答すればよろしいですかね。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 ２番は県に対する要望ということで、これは。あけぼの大豆の六次産業化の推進のための種

子法廃止に対する何らかの措置が必要であると考えるがと。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 主要農作物種子法は、国や都道府県が育種した品種について、県が奨励品種として指定し種

子の安定供給や県下全域の栽培適地における生産と振興を図るため原原種および原種の生産や

種子圃場の指定および農業団体と連携して、種子生産者の栽培管理指導などに取り組むもので

す。身延町あけぼの大豆をはじめ在来種につきましては、主要農作物種子法の趣旨に基づき県

の奨励品種に指定することができないため、全国各栽培地域の市町村や生産団体が種の保存や

種子生産に取り組んでおります。 
 身延町特産の身延町あけぼの大豆のブランド化を図り、地域産業として将来にわたり維持発

展させるため、平成２８年３月に設立した身延町あけぼの大豆振興協議会において種子の概念

として１．種子は漢字の曙大豆と表記する。２．身延町曙地区で採取されたものとする。３．

ＪＡふじかわ曙大豆買取基準で合格となったものとなっており、主に町が種子の生産団体であ

る在来種あけぼの大豆保存会と覚書を締結し、必要量を買い取り生産者に販売・配布しており

ます。 
 種子の管理につきましては、身延町あけぼの大豆振興協議会として優良種子の安定生産に向

けた支援・調査ということで、毎年種子生産者および種子圃場を確認し、山梨県峡南普及セン

ターの職員の助言のもと栽培管理方法や年に３回、種子圃場の巡回を実施し、種子伝染病性病

害虫の有無を確認し、抜き取り指導などを行っております。 
 また種子の選別状況の確認を行うとともに、出荷見合わせを実施しております。在来種であ

るため、直接的には種子法の廃止の影響は考えられませんが、今後もさらなる良質な種子の安

定生産に向けて種子生産者、ならびに種子圃場の確保に努めていきたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 まさに継続的に農業を進めていくための基本になるような、あけぼの大豆への取り組みだと

考えております。 
 アメリカにモンサントという巨大化学産業でありますが、ベトナム戦争でベトナム兵、ベト

コンを隠れ家である森林から追い出し、攻撃するために使われた枯葉剤という薬剤を製造・供

給した会社であります。この枯葉剤によって３００万人のベトナム人とアメリカ人が健康被害

におそわれたほか、ベトちゃんドクちゃんという名前で代表されるような下半身がくっついて

産まれた結合双生児、そういう肢体不自由児を５０万人も生み出したといわれております。 
 このモンサントという会社は、今、ラウンドアップという除草剤をはじめとして多くの農薬
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を製造販売しているほか、遺伝子組換作物の種子を世界中に広めています。 
 あけぼの大豆は自家受粉植物だから遺伝子組換作物の影響は受けないという話を聞いており

ますけども、モンサントが開発したラウンドアップなどの除草剤は、地下水に溶け込んで土壌

汚染を起こす恐れがあります。もちろん、あけぼの大豆の圃場にこういうものを使うというこ

とは考えられませんが、周囲の農地からの影響は考えられることだと思います。 
 あけぼの大豆の増産体制につきましては、９月議会でも質問いたしましたけれども、あけぼ

の大豆は基本、町内だけで生産するという条件を考えると、町内の農業従事者を増やすことと

増加の一途をたどる耕作放棄地の解消という、２つの問題を解決することが必要であると思い

ます。 
 種子法の廃止に対して、滋賀県や北海道では独自のシステムで種子の保管など種子法に基づ

く、これまでの取り組みを継続する方針を打ち出しているそうです。種子法、あけぼの大豆の

六次産業化を進めるためにも、町も県も種子法の本来の目的であった優良品種の生産を守るた

めの何らかの方策を検討することが必要だと考えますけれども、県に対応を要望するようなお

考えはあるでしょうか。 
 町としても、あけぼの大豆については優良種子の安定生産・安定供給のための条例を制定す

ることが必要だということで先ほど提案しましたけれども、町長のお考えをお聞きします。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 県が指定した奨励品種につきましては、種子法廃止後は県主要農作物生産改善協会が主体と

なり、水稲、麦および大豆の奨励品種の種子生産に取り組んでおり、県は山梨県農作物奨励品

種規定に基づき、県内奨励品種の生産安定のため従来どおり総合農業技術センターにおいて原

原種および原種の生産および採取団体への配布を行っています。また、あけぼの大豆につきま

しては、自家受粉であるため多品種と交配する可能性は極めて低いと考えられますが、あけぼ

の大豆の圃場に近接して黒豆等、多品種を作付けしないよう引き続き生産者には指導・管理を

していきたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 今の答弁にありましたけれども、そういう方針をきちんと決めてあるということがまさに農

業の継続性を保つものであると思います。 
 主要農作物奨励品種ということで、県はこれは平成２５年の資料ですけれども、水稲、それ

から小麦、六条大麦、大豆という６種類の品種の中で、全部で２０何種類の奨励品種というも

のを決めておりますけれども、大豆についてはアヤコガネ、ナカセンナリ、タマホマレという

ことで、今のところ、とりあえずあけぼの大豆は新しいブランドですので、この中には入って

おりませんけれども、今後もぜひともあけぼの大豆の安定生産、それから増産を図るための手

段を講じていっていただきたいと思います。 
 遺伝子組換作物というのを、先ほどモンサントに関して申し上げましたけれども、これを食
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べ物に使用するのを法律で規制しているということは、その遺伝子の組み換えによって生まれ

る人間の遺伝子への影響とか、そういう影響が考えられるので、要するに健康に悪影響を与え

る。あるいは自然環境の破壊をもたらす。有機農業や未来の農業と共存できないなどの問題が

あるために遺伝子組換農作物というものをできるだけ排除しようという動きがあったわけです

けれども、現在この種子法の廃止とか、いろんなＴＰＰなどの関税の廃止とかということから、

世界中の種子市場といいますか、種子を、特に遺伝子組換作物を生産しているモンサント、シ

ンジェンタ、ダウ・ケミカル、バイエル、デュポンなどという、この組換企業を５大遺伝子組

換企業と言うそうですけども、これらが暗躍しておりまして、この会社は、こういう会社はこ

ういう法律をつくっている。これは本当に、こういうものがあるのかどうかというのを私も見

たことがありませんから、インターネットで調べただけなんですけれども、農民が種子を保存

し、翌年その種子を使用して耕作するという伝統的農業を禁止し、種子販売企業から種子を買

わなければならない。そういうような法律の制定を多くの国に無理強いしていると。これをモ

ンサント法と呼んでいるそうですけども、そういうふうなことまでやっているということを、

皆さまもお知りおきいただきたいと思いますけれども、そういうふうな会社がある。それから

遺伝子組換作物を世界中に広めようとしている。そういうことを考えていただくと、今現在、

日本は、先ほど申し上げましたように４０％しか自給率がないという。これが農水省の

２０１３年の発表でも、農業生産額が２兆６，６００億円減少してしまうというふうな試算が

ありまして、その前はＴＰＰによって関税が撤廃されると日本農業の生産額は４兆１千億円減

少して食料自給率が１４％に低下するというのを農水省が発表したと。そういう試算を発表し

たという事実があります。 
 そういうふうなことを考えると、食料自給率をこれ以上、下げてはいけないし、そういうも

のの中で特に遺伝子組換農作物が増える危険性も防いでいかなければならないと。そういうこ

とを防ぐための種子法が廃止されたわけで、何らかの規制を設けることが喫緊の課題であると

いっても過言ではないと思いますけれども、この件に関しまして町長はどのようにお考えで

しょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 先ほどの質問でもお答えしたとおり、県の奨励品種につきましては、種子法廃止後も引き続

き種子の安定生産に取り組んでいただいておりますが、この取り組みが後退することのないよ

う、予算確保も含めて要望していきたいと考えております。 
 なお、あけぼの大豆に限っていえば在来種であるため、種子法の廃止は直接影響は受けませ

んが、企業の参入により今後、他産地において類似種や模様品が生産される可能性があります。

類似種との差別化を図り、さらなるブランド力を高めるため身延町あけぼの大豆振興協議会が

進めてきたＧＩ制度、地理的表示保護制度、この制度は特定の地域で作られた農林水産品や加

工食品の名称、ブランドを政府などが知的財産として保護する制度でございますが、こちらへ

の登録も先月、無事に申請することができました。申請から登録までは、かなりの時間がかか

る見通しですが、引き続きブランド力を高めてあけぼの大豆を全面にまちおこしに取り組み、

農家の所得向上を目指し、併せて耕作放棄地解消に取り組んでいきたいと考えております。 
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 以上でございます。 
〇議長（柿島良行君） 

 芦澤健拓君。 
〇９番議員（芦澤健拓君） 

 地理的表示保護制度ということで、これはどんなメリットがあるのか、お聞きします。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月産業課長。 
〇産業課長（望月真人君） 

 お答えします。 
 ＧＩ取得の大きなメリットとして、他産品との差別化、訴訟等の負担がなく国がその模倣品

を規制していただける。そしてブランド化でございます。 
 なお、先行した、ＧＩを取得した産品につきましては、やはり取引が拡大、価格が上昇、担

い手が増加したというような傾向がございます。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 というのも、これ、知的財産権というふうなものと捉えてよろしいんでしょうか。 

〇議長（柿島良行君） 
 望月産業課長。 

〇産業課長（望月真人君） 
 地理的表示ということで、知的財産ということで解釈していただければよろしいかと思いま

す。 
〇議長（柿島良行君） 

 芦澤健拓君。 
〇９番議員（芦澤健拓君） 

 今後もあけぼの大豆の種子の安定生産に向けて取り組んでいっていただきたいと思います。 
 次に高齢者世帯へのタブレット普及により、高齢者がインターネットによる情報取得を容易

にすることについて、お聞きします。 
 私は９月議会で議会へのタブレット導入について提案しましたけれども、町民との懇談会で

高齢者のインターネット利用とＩＯＴの普及を考えてほしいという提案をいただきました。 
 先日、テレビ番組で見ておりましたところ、都会の高齢者がアマゾンとかヤフーなどのイン

ターネット通販で商品を購入しているということを知りました。都会は多くの商店にも恵まれ、

コンビニなどのまさに便利な商業環境にあるわけですけれども、そういうところでもインター

ネット通販を利用している。これを利用することによって、わざわざ出掛けていくことがない

という利点があるということを放映しておりました。 
 大変、恵まれた地域でもインターネット通販で商品を購入するという、このへんの状況を考

えると当然、コンビニもない地域もありますし、先日の懇談会でも男物の衣類を入手すること

が非常に難しいと、そういう意見もありました。もちろんユニクロみたいな、安い衣類を入手

できる店はあるんですが、そこまで行くのが大変だし、運転することが大変難しい状況もある
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というふうなことから、中央市や南アルプス市、甲府市などの都市部まで行くのは大変だと。

中には自動車の免許証を返納したという高齢者もあります。いわゆる買い物弱者になってし

まったという高齢者も大変多くなりました。 
 そこで高齢者の皆さんにタブレットの使用によるインターネット通販が可能になるような仕

組みをつくることが必要ではないかというふうなことで、ご提案をいただいたわけですけれど

も、そのためにはタブレット購入費用の助成、あるいはインターネットの利用方法自体を取得

できるような仕組みを考えていかなければならないと思いますけれども、いかがでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 情報政策を所管する立場ということで、私のほうからお答えをいたします。 
 インターネットを利用するには、通信環境が整備されているかが利用条件となりますが、本

町においては、各通信事業者によりその環境が整備されております。 
 ご質問の利用方法を取得できるような仕組みですが、身延町まち・ひと・しごと総合戦略ア

クションプランに、町の情報提供の充実、ＩＣＴ活用力の充実として利用者講習会を開催する

こととなっております。この取り組みとして、民間企業と連携して来年１月から３月にかけて

町内３カ所を会場としまして、初心者向けのスマートフォンおよびタブレットの使い方講習会

を開催する予定で、現在、生涯学習課において準備を進めております。 
 講習内容は電話の掛け方、メールの仕方、インターネットの検索方法など基本操作を学んで

いただき、機器に触れ関心を持っていただき、その利便性をお伝えすることができればと考え

ております。 
 現在、事業者と日程調整をしておりますので、これが済みましたら回覧でお知らせをいたし

ます。情報通信機器の利用により生活の利便性が高まり、多くの人がその恩恵に浴しているこ

とは明らかです。タブレット等、情報端末機器は利用される方の要求に応えるための極めて個

人的機器と解されるため、その購入費用の助成につきましては現時点では考えてはおりません。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 現在、小学校５年生以上の児童生徒にタブレットが貸し出されているという状況があります。

この方もそういうことを聞いて、われわれにもそういうことができないかという、そういう趣

旨で質問されたと思いますけれども、今の回答の中にありましたように、機器についてはそれ

ぞれ個人的に購入して、その利用方法について講習会を開いていただくと。これは実際、私は

議会へのタブレット導入を提案したんですけども、議会の中でもやっぱりうまくタブレットと

かスマホが使えないという人もあります。ですから、これはちょっとまだ時間がかかるかなと

思うんですけども、ただ、富士川町の議会の議員に聞いたところ、大体１年間でみんなマスター

したというふうなことでしたので、議会でのタブレット導入に合わせて、こういう高齢者の方

のそういうＩＯＴに対する、いろんな機会を与えていただくということは、非常に大事なこと

であると思います。 
 これは買い物弱者の救済ということにもつながると思いますけれども、町や議会からの情報
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は、先ほども話が出ておりましたけども、大体インターネットで情報を伝えると。そういうこ

とが非常に多くなっておりますけれども、実際、それを高齢者の皆さまが使えないということ

で、便利さがあまりにも大変な格差があるんではないかというふうに考えます。これ非常に難

しいことかも分かりませんけども、こういうものが使えるようになると大変ありがたさという

こともよく感じられるのではないかと思います。ただ、インターネットの場合には危険性も潜

んでおりますので、そのこともよく理解してもらうためにもしっかり学習してもらうことが必

要でありますし、そういう学習プログラムも用意していただくことが必要であるかと思います。

そういうタブレットの利用について提案させていただきますけども、先ほどのご答弁で内容的

には大体理解いたしました。 
 最後に高齢者のタブレット利用システムの導入の対象というのを、一人暮らしの高齢者、ま

たは夫婦２人だけの世帯にすべきであるというふうに考えておりますけれども、それぞれ何世

帯ほどあるのか。またそれぞれの世帯がこのようなシステムを必要としているのかも調査して、

無駄がないようにすることも必要であるというふうに考えております。町の負担を少なくして、

その中で高齢者福祉の向上にもなるということで考えていっていただきたいと思いますので、

このようなアンケートを取っていただくことも必要かと思いますけども、これについてはいか

がでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 お答えいたします。 
 アンケートというご質問なんですが、これにつきましては、先ほどお答えしたとおり、購入

費用の助成については現時点では考えておりません。また繰り返しになりますが、今年度、初

心者向けの講習会、これにつきましては使い方、リスクも含めて講習会のメニューに含めまし

て開催を計画したいと思っております。 
 この講習会への参加状況等を見ながら、次年度も継続することを考えておりますので、特定

世帯を対象とした調査を行うことは考えてはおりません。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 今、お聞きしたことで大体分かったんですが、例えば案内を出す場合には広報だけで、特に

そういう世帯宛てのご案内とかはないんですか。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 現在、考えております周知の方法ですが、スマートフォン・タブレット講習会としまして回

覧での周知を考えております。 
 また、これは今から、その講習を受けられる場合には該当はしないかもしれないんですけど

も、町のホームページへの掲載も考えております。 
 時期につきましては、第１回が１月の下旬を考えておりますので、１２月１５日の組長宛て
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配付分で回覧予定になります。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 もうちょっと具体的に教えてもらいたいんですが、その利用者講習会を３カ所でというふう

な、先ほどのご答弁だったと思いますけれども、これはどういう場所で行う予定なんでしょう

か。 
〇議長（柿島良行君） 

 高野企画政策課長。 
〇企画政策課長（高野博邦君） 

 町内３会場というお答えをしました。まず身延地区におきましては身延町総合文化会館。下

部地区におきましては下部地区公民館。中富地区におきましては中富総合会館。ちょっと順序

が入れ替わりましたが１月に下部地区、２月に中富地区、３月に身延地区を予定しております。 
 内容ですが、スマホとタブレットを分けまして、スマホを使用しての講習会を約１時間半。

それが終わりましたらタブレットの講習会を約１時間半。これは両方受講もできるというふう

に聞いております。 
 定員につきまして１５名ほどということも聞いておりますが、これについては事業者に提供

していただく機器との数の関係もございますので、今のところ定員は１５名ということにさせ

ていただく予定となっております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 これたぶん、今の内容では全町のタブレットを必要とする人に行き渡るのかな、あるいはそ

の情報がちゃんと届くのかなという心配がございますので、今回だけでなく何回かこういう講

習会をやっていただいたほうがいいんではないかなと思いますし、高齢者ですからその場所に

行くのもちょっと大変だみたいな人もあるかもしれませんので、もうちょっと、身延町は非常

に広い地域ですから、そのへんのこともまたご配慮をいただいて今後の計画を立てていただき

たいと思います。 
 最後にこれはあんまり、私自身としては聞きたくないんですけども、町民のニーズがありま

してお聞きします。 
 他市町村に居住している町職員についてということで、いくつかお聞きしたいと思います。 
 昨年度の決算を９月議会で認定したところでございますけれども、人件費が町税とほぼ同額

の１４億円ということで、本年度予算では町税１３億円に対し人件費は約１５億円と。人件費

のほうがちょっと膨らんでいると。他町の議員とか、首長で生活実態がないんではないかとい

う疑問が出されて、いろいろ問題になっているということを報道されましたけれども、本町で

も町民からはこの人件費と町職員の住所地についても何回か疑問を出されました。 
 もちろん日本国憲法第２２条には、何人も公共の福祉に反しない限り居住、移転および職業

選択の自由を有するというふうに定められておりますので、役場職員であっても他市町村に居
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住する自由は認められているわけですけれども、現在、本町ではまち・ひと・しごと創生総合

戦略の中で、一人でも多くの人に本町に住んでほしいということを進めているわけでございま

す。町民の多くもそういう希望を持っていることは、皆さんもご存じのとおりであると思いま

す。地域おこし協力隊という制度で住んでいただいている部分もありますし、移住定住の促進

を進めていくという、そういう中での町民の疑問に対して答えていくことが行政と議会の務め

でもあります。そういう前提に立って質問いたしますので、このことをご理解いただきたいと

思います。 
 まず望月町長ですが、私も町長からお聞きしている内容としては、町長は就任時、富士川町

にお住まいでしたけれども、現在は切房木にご住所があり、高齢のお母上と同居していらっしゃ

るというふうに聞いております。そうであれば当然、町長の税金はもちろん本町に納められて

いるということでございますけれども、そういう理解でよろしいでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 お答えをさせていただきます。 
 町長が副町長就任後の平成２７年９月に身延町へ住所を移転いたしまして、平成２８年度か

ら身延町に住民税を納めております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 次に瀧本副町長についてお聞きします。 
 副町長については、いまだになじみのないというか、知らない町民も結構多くて、どういう

経緯で選任されたのかということをよく聞かれるわけですけども、選任の当時に町長からの提

案がありまして、自治法の第１６１条にはっきり定められているわけで、副町長を選任すると

きに、私は役場内にも優秀な課長が多く、そういう課長の中から選任するほうがいいのではな

いかという意見を申したわけですけれども、町長の意向と、それから議会の議決によりまして

瀧本氏が副町長として選任されたわけです。 
 副町長は甲斐市から通勤されているということを聞いておりますけれども、そうであればも

ちろん住所地である甲斐市に住民税などは納めているということだと思いますけれども、そう

いう理解でよろしいでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 お答えをさせていただきます。 
 地方税法に基づきまして住所地でございます甲斐市へ住民税を納めております。 
 なお、平成２９年、３０年につきましては、身延町に対するふるさと納税による寄附をして

いただいております。 
 以上でございます。 
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〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 分かりました。ふるさと納税という制度もございますので、そういうことも認められると思

いますので、そのへんにつきましてはまた、これは町民の人の中にはそういう疑問を持ってい

る、疑問を感じている方が結構多いので、あえてお聞きいたしました。 
 最後に職員についてお聞きしますけれども、現在、町外に住んで役場に通勤している職員と

いうのは、男女それぞれ何人いらっしゃるんでしょうか。それらの職員は近い将来、本町に居

住するような計画があるのかどうか。それらの職員からそのような意向を聞き取ったことがあ

るのでしょうか。 
 以上、お聞きします。 

〇議長（柿島良行君） 
 笠井総務課長。 

〇総務課長（笠井祥一君） 
 お答えをさせていただきます。 
 憲法１４条の法の下の平等であって、社会的関係において差別されないこと。また地方公務

員法第１３条の平等扱いの原則により、職員の居住地について制限されることはございません

が、本町では職員採用試験実施要項の中で身延町内への居住をお願いしているところでござい

ます。 
 現在、身延町外に住所を有する職員につきましては２９名でございますが、結婚などそれぞ

れの家庭の事情等により、やむなく町外に居住をしている状況でございます。 
 内訳は男性職員が１２人、女性職員が１７人でございます。すでに持家のある職員以外の一

時的に借家をしている職員につきましては、いずれ町内へ住所を移す予定であると承知をして

おります。 
 昨年度から町外へ住所を移す場合につきましては、職員から転居の理由、その期間などヒア

リングを行い、町内への居住を促しているところでございます。 
 昨年４月以降、町外に居住しておりました職員３名が家族とともに町内へ住所を移しており

ます。 
 なお、町外へ居住している職員の中にも身延町に対するふるさと納税による寄附を継続的に

行っている職員もおりますことをご承知いただきたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 まち・ひと・しごと創生という中で、町を挙げて人口を増やすということを努力しているわ

けですから、町の職員が他市町村に暮らしているというのは、町民としても納得できないとい

うことをご理解いただいて、できるだけ早い機会に町に戻っていただきたい、そういうふうに

考えますけれども、町長のお考えはいかがでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月町長。 
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〇町長（望月幹也君） 
 お答えしたいと思います。 
 総務課長の答弁、また芦澤議員、先ほどおっしゃっていたとおり、法律において町の職員が

必ずしも町内に住所を置く規定はございませんけども、やはり人口増の観点からすれば、ぜひ

身延町のほうにまた戻っていただきたいと。ただ、先ほど課長が言った中で結婚などで他市町

村との職員との結婚というのが多くありまして、１つ例を言えば北杜市に奥さんがいらっ

しゃって旦那のほうがうちの職員。そういう形で、どうしても間のほうへ住まなければならな

いと、そういう事情も結構聞いております。そうはいっても、今後、町内へ居住していただけ

るように、時期を見て促してまいりたいと思っております。 
〇議長（柿島良行君） 

 芦澤健拓君。 
〇９番議員（芦澤健拓君） 

 本当に、こういう切実な状況でございますので、一人でも多くの町民が増えるということを

議会もそういう提案をさせていただく予定もありますし、来年になればキーテックという会社

が来て、多少でも活気づくということになると思いますので、そういうことを含めて今後、町

としても対応をしていただきたいということをお願いいたします。 
 以上で私の一般質問を終わります。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君の一般質問を終わります。 
 以上で本日の議事日程は終了しました。 
 本日はこれをもちまして散会といたします。 
 ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（佐野和紀君） 
 相互にあいさつを交わし終わります。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 ご苦労さまでした。 

散会 午後 ２時５１分 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（佐野和紀君） 

 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（柿島良行君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 冒頭ですが広報編集委員会 赤池委員長より広報の写真撮影のため、カメラの設置の要望が

ありましたので、これを許可します。 
 それでは、出席議員が定足数に達しておりますので直ちに会議を開きます。 
 本日は議事日程第３号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 諸般の報告を行います。 

 本日の説明員として、地方自治法第１２１条の規定に基づき出席通知のありました者の職氏

名につきましては、先の会議で一覧表として配布したとおりです。 
 以上で諸般の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 一般質問。 

 通告６番、渡辺文子君の一般質問を行います。 
 渡辺文子君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 私は２点について質問をいたします。 
 まず１点目、安心・安全な学校生活についてということで、通学路の点検について質問をい

たします。 
 日ごろの点検は今まで私も一般質問なんかでも取り上げてきましたけれども、学校のほうで

も点検をしてくれていると。教育委員会でもやってくれていると思うんですけれども、そうは

いっても保護者からいろんな要望が出てくるとは思います。 
 私のところにもある地域から街灯が暗くて中学生が部活を終わったあと、バスから降りて暗

くて不安という保護者からの話がありまして、すぐに教育委員会にお話をしましたら調査をし

てくれたんですけれども、なかなか難しい問題があるということで、そういうような、教育委

員会だけでは対応しきれない問題も出てきているんではないかなというふうに思います。 
 そこを私も見に行って、私はたしかに歩くのは暗いなというふうに思ったんですけども、課

長はそんなに暗くはないではないかみたいなことで、ちょっと意見が分かれてしまったんです

けども、やっぱり車で行くのと歩くのとは違う。やっぱりそういう年齢の子どもたちが歩くと

いうことを考えると、そういう保護者の心配もあるので、きちんと対応することが大切なんで

はないかなというふうに思いますけれども、ただ調査をしてくれて、地元の集落の方たち、街
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灯をつけるにしても集落の方たちの負担が増えるということがありますので、だんだんその集

落で高齢者が増えて人口が少なくなっているという中で、そういう問題をどうするのかという

ことも出てきていると思うんですね。そういうところを教育委員会ではどういうふうに対処し

たのか、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 公衆街路灯の設置要望につきましては、児童生徒の下校時刻帯に現場の確認を行い、客観的

にも設置の必要性が高い場合には各地区の区長さんへこの学校からの要望をお伝えし、区内で

防犯灯の設置についてご検討をお願いしております。 
 なお、お願いする際には町の助成制度につきまして、ご説明をさせていただいております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 街路灯はつくけれども電気料の負担という問題が発生してくると思うんですね。それで今回

の場合についてはその後どういうふうになっているのか、それをちょっとお聞かせいただきた

いと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えさせていただきます。 
 今回、渡辺議員のほうからご指摘がありました箇所につきましては、私ども現場に赴きまし

て児童生徒の下校する時刻帯に歩いて確認をさせていただきました。先ほど議員からご質問の

中でもありましたように、私どもといたしましては子どもたちが帰る時間帯について、特にそ

こに何もないという状況ではありませんでしたので、今回ご指摘のあった場所につきましては、

まだ区長さんには特段お願い等はしておりません。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 でも保護者が暗くて心配だという心配が出されているわけですよね。教育委員会で調査に

行って、これでは大丈夫だというふうに思ったということなんだけれども、それだったら保護

者の方が心配で、暗いからなんとかしてくれという話は出ないんではないかなというふうに思

うんですけども、そこのところの保護者の思いというのはどういうふうに受け止めたらいいん

でしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
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〇学校教育課長（伊藤克志君） 
 お答えいたします。 
 私どもで今、考えておりますのは、やはりほかの地区からもそのような設置の要望というと

ころはいくつかございます。やはり、それをすべてかなえるというのも現実的には難しいとい

う面もありますので、今、私たちが考えているのは児童生徒自身に対してもやはり自衛手段と

いいますか、例えば小さいライトを持参するですとかということも今後、考えていこうという

ことを考えております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 もちろん暗ければそういう対応もせざるを得ないとは思うですけども、でもやっぱりそこが

暗いというのは事実で、そこをなんとか、これは教育委員会だけの問題ではないかなというふ

うに思うんですけども、例えば集落で、そこに設置をするとなった場合に、さっきも言いまし

たけども、だんだん人数が少なくなっている。それから高齢化していて負担しきれないという

ような問題も出てくると思うので、これは町全体として考えていく必要があるんではないなと

いうふうに、現実にやっぱり子どもたちが暗くて怖い思いをしているというような声も出てい

るわけですから、今後そういうようなところも含めて、調査はしていただいているとは思うん

ですけれども、今後どうするのかということを町全体として考えていく必要があると思うんで

すけども、町長どうでしょうか。こういう問題については。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月町長。 
〇町長（望月幹也君） 

 先ほど一番最初に学校教育課長が申し上げましたとおり、私とすればまずその地区の中で暗

いところをしっかり点検して、補助制度もありますので、そういうものを活用しながら地区で

そういうところは解決してもらいたいというように思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 渡辺文子君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 補助制度があるのは、街灯を建てるときなんですよね。それを日常的に電気料を負担すると

いうことが大変だという問題があるから、建てても今後の維持管理にお金がかかるというとこ

ろで二の足を踏んでいるという事実があるんではないかなというふうに思うので、それはきっ

と教育委員会だけの問題ではなくて、町全体の問題として今後考えていっていただく方法しか

ないのかなというふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 
 それから通学路の点検の、２点目で台風とか雨や風が強かったあとの点検ですね。これは前

に質問をしたときに教育委員会では台風があったあと、教育委員会の中で出勤前に見て、職員

の中で見て歩くというような話も伺ったんですけども、やっぱり限りがあるということで、な

かなか子どもたちの安全を確保するという面では難しい問題があるんではないかなというふう

に思います。 
 身延のある地域の住民の方から電話がありまして、子どもの通学路のところに街灯があって、
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その電線の上に木が倒れて通学路をふさいでいるというようなことで電話があったので、すぐ

行って写真を撮って教育委員会に見せました。そうしたらすぐに対応してくれて、そこは県道

だったので、県ですぐに対応してくれたという状況があったんですけども、ただ私、思ったの

は子どもたちが危険なところを迂回して歩いて行ったんだなと。それを大人にも学校にもなん

にも話をしなかったんだなというのが、子どもはどうだった、危険なところはなかった、たく

さん雨が降ったり風が吹いたりして木とか大丈夫だったと言えば、きっとここはこうだったん

だよと言うと思うけども、何も言わなければきっと忘れてしまうというようなことで、やっぱ

り大人がいち早くそれに気が付くということが大切ではないかなということで、今回はやっぱ

り学校の先生にそういう話を聞くとか、地域の方たちに協力をしていただくとか、やっぱり学

校や教育委員会では、対応しきれない部分は住民の皆さんにも協力していただくようなことも

必要なんではないかな、子どもの安全に関わる問題なので、そういう対応を私は必要ではない

かなというふうに思いましたけれども、教育委員会としては今回の立木ですね、それをどうい

うふうに、県に言ってすぐ対処していただいたのはありがたかったんですけども、今後これを

どういうふうに生かすかということが問題だと思いますけども、いかがでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 今回の反省に基づきまして、学校や所管課のほうでたしかに気が付かない場合もございます。

悪天候のあとにおきましては、学校のほうからも児童生徒や保護者等から積極的な情報収集を

行うよう要請をいたしました。また、所管課としても学校と地域住民との協力、連絡体制が一

層強固となるよう支援に努めるようにいたします。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 スクールバスの運行に関しては、かなり気を使っていただいているというのは分かっている

んですけども、やっぱり歩いて通ってくる子たちのことも地域の皆さんと協力して、より安全

な通学路の確保ということで、ぜひ学校と協力しながら検討していっていただきたいと思いま

す。 
 それからスクールバスの運営ということについて、お尋ねをいたします。 
 中富地区のある方から電話をいただいて、スクールバスを待っている子どもたちが朝早くか

らずっとスクールバスを待っているということで、吹きさらしの中で雨の日もあるし風の日も

あるけれども、待っていて、なんとかならないだろうかという声を寄せられたんですね。なん

か風や雨を防御できるようなものがあればというようなことでお話を伺って、教育委員会にす

ぐ行ったんですけども、８０何カ所、町内にはあるということで、なかなか難しい問題もある

なとは思うんですけども、住民の皆さんと協力しながら、できるところからというわけにはい

かないものなんでしょうか。これについて、お答えください。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
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〇学校教育課長（伊藤克志君） 
 お答えいたします。 
 バスシェルターの設置につきましては、あれば便利だということは理解できるのですが、本

年度は小中学校全体で、計６８カ所ある乗り場につきまして、公平性を確保しながらこれを設

置していくというのは、現実的には難しいということをご理解願います。 
 このことにつきましては、これまでも学校ごとに設置をしておりますスクールバス安全運行

会議でも話題に出た際には同様な回答をさせていただき、ご理解をお願いしております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 ６８カ所、公平性ということになると、では６８カ所全部というわけにはいかないですけど

も、子どもたちの状況を見ながらって、例えばバス停がもともとあるところとか、そういうよ

うなところから付けていくということで、公平性の観点からいってほかの保護者の理解を得ら

れないというような問題で、先送りになっているというようなことなんでしょうけども、本当

に理解を得られない問題なのかなと思うんですけれども。もちろん全部が全部、付ければいい

でしょうけれども、そういうわけにはいかないということで、それは本当に吹きっさらしの中、

寒い思いをしている子どもとか、そういうことを考えるとそういうところ、それからバス停が

もともとあるところというようなことで、そういうところから付けていくような方法を検討す

るというようなことにはならないんでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 本町が通学支援で行っておりますスクールバスにつきましては、児童生徒の利便性と安全性

の確保の面から乗り場を固定ということではなく、毎年度、スクールバス安全運行会議の中で

在校生の住んでいる場所、これを考慮しながら、乗り場につきましては検討しております。で

すので、今年乗り場だったところが来年は乗り場でなくなってしまう、数年後には乗り場で乗

り場でなくなってしまうというようなこともございますので、なかなかこういう固定的なもの

を設置するというのは難しい面があるということをご理解いただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 もちろん、そうだから難しいんだと思うんですね。だからバス停があるところとか、そうい

うように限るというわけにはいかないんでしょうか。もともとバス停があるところとか。そう

いうふうに条件を見ていくと、何カ所か付けられるところがあるんではないかなというふうに

私は思うんですけども、違うんでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
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〇学校教育課長（伊藤克志君） 
 お答えいたします。 
 たしかに議員がおっしゃるように路線バスのバス停となっているところでスクールバスの乗

降をしている場所も何カ所かはございます。ただし、その場所につきましても、こういう施設

を設置するためには、道路管理者からの許可が必要になったり、また許可が下りないというよ

うな規制のある場所もございます。そういう面で、路線バスの停留所になっているところに順

次そういうものを設置していくということも、なかなか難しい面があるということをご理解い

ただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 今、今日なんかとても寒かったんですけども、こういう日にやっぱりそういう吹きっさらし

のところで待っている子どもたちに対応は、では今の答弁から言うと何もできないというよう

なことで、なんとかならないかなと、そういう声も寄せられているし、きっと保護者は子ども

たちがかわいそうだなというふうに思っていると思うんですけども、何ともならないというこ

とで返すというわけにも私もいかないなと思うんですけども、なんともならないんでしょうか、

町長。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月町長。 
〇町長（望月幹也君） 

 今、付いているところは、久那土駅は普通のバス停の関係で付いていますけども、ああやっ

て奥に引っ込んだようなところはできるんですね。ただ、この間、実は１つの例で伊沼のとこ

ろで、住民の方が私が寄附するからそこへ造られてほしいと言われたんですけども、国交省に

話をしたら許可になりませんでした。それがさっき課長が言った内容でもあります。 
 もう１つの例は、大炊平は住民の方々が自分たちで造って子どもたちを雨から守るという、

そういう事例もあります。 
 それと私が一番、基本的に言いたいのは、これから社会生活を子どもがしていく上で、例え

ば電車でホームで待つ人もいますよね。風を受けながら。そういうことも子どもたちにとって

も、あまり過保護にしてもどうかというところもあります。ですから一般的にこれから社会へ

出ていくときにそういう寒い思い、雨が降ったら傘をさして身を守る、そういうことも実際に

は大事ではないか、自己防衛という意味でも大事ではないかなというように私は考えます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 自己防衛と言われれば、今、子どもたちはそういう点では先へ先へということで、かなり過

保護になっている部分もあるかも分からないけれども、やっぱり低学年の子どもとか、小さい

子どもたちはなるべくだったらそういう過酷な条件にはさらせたくないというのは、住民の皆

さんも保護者も気持ちは同じだと思うんですね。そういう条件があったり、そういう町長のお
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考えだということであると、もうそういう声は無理と。今のままで自然の状況の中で対応せざ

るを得ないということで理解をしますけども、それしかないということなんでしょうかね。教

育長、何かありますか。 
〇議長（柿島良行君） 

 鈴木教育長。 
〇教育長（鈴木高吉君） 

 先ほど来、課長がいくつかの事例の中でお話もしているんですけども、実はこういうことも

あるんですよね。場所によってでございますけれども、バス停を設置する、決定するには、ま

ずその安全・安心ということをまず１つは考える。道路を横断することがあるのか、ないのか。

したがって、道路側のどちらへ付けるのかというようなこととか、それから造る場合にも、で

は近くに例えば小学生であれば、ちょっと雨下へ入れるような軒下というか、隣家の軒下です

かね、あるいは何か公共物のようなものがないかとか、そういうこともまず第一に考えます。

その中で、そうしたことの中で、なるべく安全・安心ですよね。それは安心な部分だと思うん

ですけども、そのようなことをできるだけ配慮しながら決定していくと。ただ、広い６８カ所

というようなことの中で、全部が全部、なかなかそうはいかないところもあるということをま

ずご理解をいただきたいということです。 
 私が見てみるに町内の６８カ所、今のところが全部完全に安全なのかということは人の見方

によってはいろいろ変わると思いますけれども、なんとかできるだけわれわれも努力をしてい

るということをぜひご理解をいただきたいと思います。 
 また、いろんな情報の中でここの場所については、こういうような方法もあるよというよう

なことがもし、お気づきの点があれば、ぜひいろいろな面で教えていただきたいと。また、情

報も寄せていただきたいなと、こんなように思っていますのでよろしくお願いします。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 ご努力されているというのはもちろん分かっているし、統合のときにもやっぱりいろんなと

ころを保護者の皆さんと話し合いをしたりということで決めて、それも毎年変わるから大変な

作業なんだろうなとは思っていますけども、やっぱり住民の立場として少しでも安全なところ

に子どもたちを、スクールバスの停留所として置いておきたいというのは町民の思いなので、

その気持ちも分かっていただきたいと思います。 
 それからもう１点なんですけれども、以前にも質問をしましたけれども、学校を休むときの

スクールバスの対応ということで、前には時間が来たら、いなければそのまま行ってしまうと

いうふうなことで理解をして保護者の皆さんにもそういうふうにお伝えをしました。しかし、

なんかいまだにそれがちょっと不確定というか、そういうようなこともお聞きしましたので、

やっぱりこれは再度きちっと、学校と連絡を取ったり、バス会社と連絡をとって、保護者の皆

さんが迷わないような、そして病気の子どもを置いて運転手さんに休みますと言いに行かなけ

ればいけないようなことがないように、ぜひしていただきたいと。 
 前回、私、それでいいのかなと思いましたら、またそういうような問題がちょっとあって、

そんな話も聞きましたので、ぜひこれは再度、よく話をしていただきたいと思いますけども、
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これについてはいかがでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 同様のご質問を本年第３回定例会でもいただきましたので、議会後の校長会におきまして全

小中学校で、急な事情で登校時にスクールバスを利用しない場合は学校へ連絡することという

ことを再度周知してもらうよう要請いたしました。 
 まだ、すべての保護者になかなかご理解いただくに至っていないようですので、今後もさま

ざまな機会を利用して、スクールバスの利用方法について、利用しないときの連絡方法につい

て保護者のご理解が深まるよう努めてまいります。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 それは、ぜひよろしくお願いをいたします。 
 何回もここで質問するというのは私もちょっと考えてしまうので、ぜひよろしくお願いいた

します。 
 安心・安全な学校生活ということで、３点目なんですけども身延中学校の体育館施設という

ことで、これは子どもたちも関わって、それから身延地区の町民体育館にもなっているという

ことで、生涯学習課の担当ということでお尋ねをいたします。 
 保護者から部活で体育館を使用しているんだけれども、ボールが行かないように中央にネッ

トを引いて、部活をバレーとバトミントンをやっているんだけれども、そのネットの状況がひ

どくて、子どもたちも前からなんとか直してほしいというようなことだったけれども、なかな

か新しくはしてもらえないということで声があったので、早速、行って見てみました。私、びっ

くりしました。あんなネットの状況って見たことがなくて、いろんなところがビニールテープ

で補修してあって、なおかつバスケットボールが入るような大きな穴がいくつも空いていて、

これを子どもたちが今まで使っていたのかなということで、ちょっと身延町は子どもたちにす

ごく、教育委員会もそうなんだけども、お金をかけてくれるということで、先生たちいろんな

学校をまわっているから、身延町は本当にいいということで話を私も聞いていて、そうなんだ

ろうなというふうに思っていましたけれども、まさか学校の現場であんな状況があるというこ

とにまず驚いて、なんでこれをこのまましておいたのかということで、本当に保護者の皆さん

にどう返していったらいいのかなということで、びっくりしたり、怒りも出てきたんですけど

も、まず今まで普通、ああいうふうになるまで管理をしていたのは生涯学習課なんですけれど

も、どういう管理をしていたのかということで、お尋ねをしたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 深沢生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（深沢教博君） 

 お答えいたします。 
 学校からは本年３月にネット、ラインの修繕の要望が生涯学習課に提出されました。現場確
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認とともに修繕か、取り替えかの検討。加えまして、学園祭等で不便を期している暗幕の取り

替えも検討してまいりました。 
 議員ご指摘のとおり間仕切り用ネットおよびコートのライン等につきましては、経年劣化に

より複数個所の破損、剥がれを確認しております。違う競技のボールなどがコートに侵入した

り、剥がれたテープで足をとられるなどケガの要因ともなります。また、暗幕につきましては

経年劣化が著しく部分補修では補えないほどの状態であることから、ネット、コートラインと

合わせまして現在、予算計上に向けて検討しております。日ごろの施設、設備の点検時に学校

にも声掛けをするなど、情報の入手および共有に努めてまいりたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 保護者の話では、今まで何年も、保護者は生涯学習課が学校の体育館を管理しているなんて

思っていないですから、きっと学校に言ったと思うんですね。そのことが教育委員会に、私は

伝わっていて直さないのはおかしいなというふうに思ったんですけども、それがどうも、今年

の３月ですか、生涯学習課に話がいったのは。今まで保護者の皆さんが毎年要望していたとい

うのは、どこへいってしまったのかなと。そういう声はどうなっていたのかなということで、

ちょっと心配なんですけども、それは調べていただいたんでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 中学校といたしましても長年使用しております、この身延町民体育館が生涯学習施設である

ことは承知であり、今回、直接担当課の生涯学習課のほうへ要望したものだと思います。 
 この体育館の不都合について、これまで学校のほうから学校教育課のほうへ直接、要望等が

あったということはございませんでしたので、所管課のほうといたしましては、今回このネッ

ト等の不具合があるというのは先月、渡辺議員から情報をいただいて確認をしたというところ

が正直なところでございます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 私この問題、２つ問題があるんではないかなというふうに思うんですね。１つはまず、そう

いう子どもたちや保護者の声が全然行政に届いていない。どういうふうになっているのかなと。

本来だったら、やっぱり子どもたちは保護者の声というのは大事にしなければいけないし、そ

の声というのは行政に生かしていかなければいけない問題ではないかなというふうに思うんで

すけども、それが全然、行政に届いていないというのと、それから今まであれを放置していた

管理能力のなさというか、それはちょっと一体どうなっているんだろうというふうに思うんで

すけども、学校から全然そういうものが、学校の教頭先生にも調べていただいて、学校のほう

からいつ、教育委員会のほうに要望を出していますかと、調べてくださいというお願いをして
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おいたんですけども、それは学校からなかったということで判断をしていいんでしょうか。そ

このところ、ちょっと確認を。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 先ほど生涯学習課長が答弁をさせてもらいましたように、本年３月に学校のほうから直接、

管理課の生涯学習課のほうへ要望があったというのが初めてだと思います。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 体育館については、実は私も修繕の指示を出しました。というのは、台風の影響で身延小学

校が体育館で運動会をやりました。私はその会場へ行って、その運動会を見せていただいたん

ですが、施設の状況も、電球が私が見る限り９つ切れていました。そしてラインもだいぶはが

れていました。暗幕も、あんまり閉じてはいなかったのですけども、やはりちょっと不具合が

あって、防護ネットはそのとき使っていないので分かりませんでしたけども、そのときに生涯

学習課長に来年の予算で修理をするようにというような指示を出しています。今年は特別教室

へのエアコンとか、さまざまな分野で予算を学校関係へつけていただいていますので、当面は

来年度の予算で早急に対応をさせていただきたいと思っています。 
〇議長（柿島良行君） 

 渡辺文子君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 もちろん対応していただくのは、とてもよかったなというふうに思うんですけども、今まで

の対応が私はちょっと理解できないというか、今までのことを言ってもしょうがないですけど

も、今後やっぱり子どもたちの声、保護者の声は十分に聞く中で行政は進めていかないと本当

に何回、何年言っても無駄なんだということを思っていますから、そういう点では、まして子

どもたちの安全に関わることですからね。あんなに大きな穴が開いていたり、躓いたりすると

いうことは。そういう安全のことを考えると、やっぱり私はもっと早くに管理する中で気が付

いてしていただきたかったなというふうに思います。 
 今後やっぱり管理の仕方、これはちゃんと心して住民の皆さんの声にも耳を傾けながら担当

課としてもきちっと管理をしていくことで、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 
 ２点目です。会計年度任用職員への移行についてということで質問をいたします。 
 非常勤職員の会計年度任用職員への移行について、準備状況はということでお尋ねをいたし

ます。 
 ２０１７年、地方公務員法と地方自治法が改定され、２０２０年４月から自治体の非正規職

員に会計年度任用職員が導入されることになりました。各自治体では総務省の会計年度任用職

員制度の導入等に向けた事務処理マニュアルに沿って準備が進められています。まず、どうい

う制度なのか、お答えください。 
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〇議長（柿島良行君） 
 笠井総務課長。 

〇総務課長（笠井祥一君） 
 お答えをさせていただきます。 
 臨時・非常勤職員の皆さまは教育、子育て等さまざまな分野でお願いをしていることから現

状において町行政の重要な担い手となっていただいております。 
 このような中、臨時・非常勤職員の適正な任用、勤務条件を確保することが求められており、

今般の地方公務員法および地方自治法が改正されたところでございます。 
 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の内容につきましては、会計年度任用職

員制度を創設し任用服務規律等の整備を図るとともに特別職非常勤職員および臨時的任用職員

の任用要件の厳格化を行い、会計年度任用職員制度への適正な移行を図るものでございます。 
 新たに制度化されました会計年度任用職員には、改正後の地方公務員法上、一般職に適用さ

れる各規定が適用されることから、これまでの臨時・非常勤職員制度の運用を抜本的に見直し

ていく必要がございます。 
 具体的には会計年度任用職員は、一会計年度内の任命権者が定める任期でフルタイム、また

はパートタイムで勤務する非常勤の職員であり、採用にあたっては競争試験、または選考によ

ることとされており、再度の任用も認められ、条例で定めることによりまして期末手当の支給

も可能となるということでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 自治体の業務は地方分権が進む一方、地域住民の高齢化や多様化・複雑化する住民ニーズへ

の対応、防災対策の強化などで行政需要やサービスは増えることこそあれ減ることはありませ

ん。特に近年の災害が多発している中で、自治体職員の果たす役割は重要かつ広範囲なものと

なっていますが、正規職員の減少が進む中で迅速な災害対応、復旧に時間がかかり、そのこと

から地域再建の障害になっているという状況もあります。 
 本町でも先ほど課長がおっしゃったように、子育て支援課で保育士学童保育補助員、放課後

児童支援員、それから学校教育課で特別支援教育支援員、それから学校調理員、それから生涯

学習課で図書館業務員、それから和紙の里業務員と主なものを拾っただけでもこういうふうに

あって、臨時職員１３８人、正規の職員が２０３人ということで４割を占めている非正規の職

員がいて、この方たちは住民サービスの部門で大きな働きをしているのが現実です。 
 どこの自治体でもそうなんですけれども、非正規職員が増えているのが現状ですね。給料は

正規職員の３分の１から半分程度、任用期間は半年や１年の期限付きで繰り返し任用され、何

十年働いても昇給はなしと。そして通勤手当など各種手当も不十分で、年休や各種休暇でも正

規職員と差が付けられているのが、どこの自治体でも同じような状況ではないかなというふう

に思うんですね。 
 本来、住民の命と暮らしや権利を守る自治体の業務は恒常的で専門性が要求され、任期の定

めのない常勤職員を中心に行うことが原則となっていますが、いろんな事情ですぐにすべてを

正規職員ということは難しいということは承知はしていますけれども、やっぱり非正規職員の
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処遇改善と雇用の安定の確保は、緊急の課題ではないかなというふうに思います。同じ仕事を

していても給料が少ないとかボーナスがないとかというようなことが続くと、やっぱり働く意

欲もなくしてしまうんではないかなというふうに思います。 
 そして条例の制定が来年になりますよね。そのときにどういうふうなところを基本に制定を

されるのか、ちょっとまだ準備段階でしょうけれども、制定に向けてほかの市町村ともきっと

話し合いをしていて準備をしている状況だと思いますので、どういうような条例になるのかと

いうことで、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 まず、身延町の現状について回答のほうをさせていただきたいと思います。 
 新たな制度の導入に向けまして、臨時・非常勤職員を任用するすべての地方公共団体におき

まして、臨時・非常勤職員の実態の把握、臨時・非常勤職員全体の任用根拠の明確化・適正化、

会計年度任用職員制度の整備などを実施する必要がございます。 
 本町におけます取り組み状況につきましては、改正法の施行日でございます平成３２年４月

１日に会計年度任用職員制度を導入するためには、その募集等を実施することなどを考慮いた

しますと、先ほど議員おっしゃいましたように条例等の関係例規整備に関しまして、遅くとも

来年の６月または９月議会におきまして提案をし、ご審議いただくことになると思います。 
 このため本町では現在、臨時・非常勤職員の実態の把握を行い、臨時・非常勤職員全体の任

用根拠の明確化、適正化と会計年度任用職員の勤務条件等につきまして検討を始めているとこ

ろでございます。 
 なお、会計年度任用職員制度の導入にあたりましては、山梨県町村会におきまして法務研究

会、地方公務員制度部会を立ち上げ、県内各町村が連携して制度設計等の研究を進めており、

他町村との情報共有を図りつつ、万全を期して条例制定に向けた対応をしてまいりたいという

ふうに考えております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 来年の６月か９月ということで条例が出てくるとは思うんですけども、私がやっぱりちょっ

と心配なのは雇い止めとか、それから先ほど試験というふうにおっしゃったけれども、新たな

試験を科すとか、そういうようなことがちょっと心配なんですね。そういうところをちゃんと、

非常勤職員の方たちと話をして、新たな試験を科すようなことがないようにしていただきたい

なというのと、やっぱり現行の処遇より賃金とか労働条件を引き下げることがないように、こ

れは絶対ここだけはないようなことで条例をつくっていただきたいなというふうに思うんです

けども、新たな試験を科すみたいな、さっきちょっとおっしゃって、私、心配しているんです

けども、そうすると１年ごとに試験をするということになると思うんですけども、そういうこ

とって必要なんでしょうか。条例にやる予定なんでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
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〇総務課長（笠井祥一君） 
 お答えをさせていただきます。 
 会計年度任用職員の任用に当たりましては、制度上採用試験、または書類によります審査、

または面談といったものを実施することになっておりますので、それは必ず何らかの方法にお

きまして、そういった職員の選定をしていかなければいけないとなっております。 
〇議長（柿島良行君） 

 渡辺文子君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 それは必ずしも試験とかではなくて書類でやるとか、今までやってきた人たちですよね。今

まで住民サービスの部門で結構、働いた人たちの経験ということもあると思うので、新たな試

験を科すみたいなことのやり方はどうなのかな、そういうことで国ではそういうふうに言って

いるけれども、そこのところはやっぱり選考基準というか、そういうのも今までの経験なんか

も生かしながら選考していくという方法もあるとは思うので、ぜひそういう方法でやっていか

ないと、そんな１年ごとに試験をなんていうことだと、ちょっとそれも大変ではないかなとい

うふうに思いますので、それは要望ということで、要望ができるんでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 あくまでも職員の任用につきましては、選考しなければいけないということになっておりま

すので、その方法によりましては、議員おっしゃいましたように書類審査とか面談ということ

でも可能となっておりますので、その中で選考をしていくということになると思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 渡辺文子君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 今までやっぱり住民サービスの部門とか、行政の大切な部門で非正規の方たちは一生懸命頑

張ってくれていたと思うんですね。そういう意味では、今回のこういう制度が現行の処遇を改

善するような制度とするかどうかというのは、皆さんの条例にかかっていると思うので、ぜひ

今まで一生懸命働いてくれた人たちのことを考えて、より処遇を上げるような形でぜひ考えて

いっていただきたいと思います。町長、この職員の制度については、町長はどういうふうにお

考えでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月町長。 
〇町長（望月幹也君） 

 昨年５月ですか、地方公務員法と地方自治法が改正されまして、この制度が創設されました。

それで実際には再来年ですか、３２年４月ということで、先ほど総務課長が答弁したとおり６月

ないし９月に条例をあげていくことになりますので、その条例の中の検討の中で、できるだけ

待遇とか、そういうものをしっかりと見極める中で検討していきたいと思います。 
 ただ、私が、これは自治体経営を任されている立場で申し上げますと、昨日も芦澤議員から

質問の中で人件費の高騰の問題を言われましたが、これがどの程度、今後、人件費の増へつな

がっていくのか、そういうところが課題でもあるのかなというようには思っています。 
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 以上です。 
〇議長（柿島良行君） 

 渡辺文子君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 もちろん人件費は必要以上に高くなるのも困るし、かといって安ければいいという問題でも

ないと思うんですね。職員もやっぱり今の職員、だんだん人数が減っている中で仕事はたくさ

んになって、どこもそうなんですね、たくさんになっているという状況の中で、どうしてもやっ

ぱり臨時というか、非正規の方たちの力を借りないとやっていけないというのが現状だと思い

ます。今まで安い給料や、そういう待遇の中で一生懸命頑張ってきてくれた人たちのことを考

えると、こういう機会に少しでも待遇改善のことを考えていくのは必要だと思います。それに

よって、やっぱり人件費が少しは上がると思いますよ。それは仕方がないことだと思うんです。

今の働き方でやっていくということも、それはとても無理な状況なので、それはやっぱり住民

の皆さんのご理解は、私は得られるんではないかなというふうに思いますので、ぜひ処遇改善

のために努力をしていただきたいと思います。 
 以上で質問を終わります。 

〇議長（柿島良行君） 
 渡辺文子君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩とします。 
 再開は１０時１５分とします。 

休憩  午前 ９時５９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時１５分 
〇議長（柿島良行君） 

 再開します。 
 次は通告７番、川口福三君の一般質問を行います。 
 川口福三君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 通告に従いまして質問いたします。 
 教育委員会へは、前の議員に続いての質問になりますがよろしくお願いいたします。 
 まず第１の中高一貫教育についてですが、この中高一貫教育は２１世紀を展望したわが国の

教育のあり方について、平成９年６月、中央教育審議会第２次答申において、基本的な考え方

や制度の骨格が示されました。心身の成長や変化の著しい時期において、中等教育において一

人ひとりの能力や適性に応じた教育を進めるため、中学校教育と高等学校教育を６年間、一貫

して行う教育であると。この中高一貫教育においては併設型と連携型とがあり、新年度４月開

校する身延高校は連携型でスタートいたします。これまでの経過と導入した狙い、大きな狙い

は何か。まず、この第１点を伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 鈴木教育長。 
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〇教育長（鈴木高吉君） 
 お答えをさせていただきます。 
 来年度から県立身延高校、それから南部町立南部中学校、そして本町の身延中学校の３校に

より実施をします連携型中高一貫教育の目的につきましては、平成２４年に山梨県高等学校審

議会から候補校として指定をされ、平成２６年から４年間にわたり、この身延南部地域に適し

た連携型中高一貫教育のあり方について、現場の先生方をはじめ両町の教育委員会、また県の

教育委員会で協議を重ねてまいりました。 
 これまで中学校、また高校の教員が相互に授業をサポートするアシスト授業や部活動の練習

を合同で行う合同部活動など１２の連携事業を試行し、検証の上、改善を図ってきたところで

あります。 
 このような中、生徒の学習意欲や基礎学力の向上の面や中学校卒業後の進路に関して今まで

以上に現実的に考えられるような傾向がみられます。これまでの実績を踏まえて、３校におい

て中高６年間を通じ確かな学力と豊かな人間性を育み、地域と協働をしてキャリア教育を進め

次代を担う人材を育成することを目的としております。 
 具体的には計画的また継続的な教育を展開し、自主的・創造的な学習態度を育成すること、

豊かな心を育み社会性やコミュニケーション能力を伸長すること。地域への理解を深め主体的

に地域社会の形成に参画する態度を養うこと。これらを目標として発足をするものでございま

す。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 今、答弁をいただきましたが、今回、スタートする中高一貫教育の身延高校は設置者が異な

るわけですね。中学校は身延町、身延高校は山梨県、設置者が違う状況においての連携型統合

というのは、県下においても全国的にも珍しい一貫教育の計画だと思います。 
 こうした中、全国の状況、２８年度の状況を見ると、いわゆる中等教育学校として当初から

小中学校、中学校と高校を結び付けて開校している学校が５２校ございます。国立が４校、公

立が３１、市立が１７というような状況です。 
 それから併設型においては、全国で４６１校というような数を数えております。国立１校、

公立が８７校、私立が断然多くて３７３校というような状況です。 
 また、今回スタートする連携型の高校は全国で８２校あります。その８２校のうち公立が

８０校、私立が２校という状況です。ですから今回、身延高校がここへ加わったにしても連携

型は３校になるというような状況で、この今までの併設型、連携型を見ましても中高一貫教育

は、いわゆる当初はエリート教育の雰囲気が強くなったというような、いわゆる世間的な風潮

がありまして、その後、ゆとり教育というような形の中で中高一貫教育が進められたと。とは

いっても、やはり問題は進学状況です。県下においても駿台甲府、山梨学院、山梨英和、富士

学園、北杜市立の甲陵というような中高一貫教育がなされております。こうした状況の中で、

大学入試の偏差値を見ますと駿台甲府あたりで５４、山梨学院が５３、全国的に有名な灘高、

開成、慶応あたりになると７６、７５、７２というような偏差値です。これから目指す身延高

校は、こうした偏差値を捉えた目標において中高一貫教育を目指すのか。この中高一貫教育に
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おいても総合型、普通型、いわゆる選考型というような形があるそうです。これは統合する以

上、町として目指す高校のカリキュラムはどのような編成をされているのか、そのへんにおい

ても検討されて踏み切ったのか、そのへんについてお伺いします。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 具体的な教育課程、カリキュラムにつきましては現在、身延高校、南部中学校、身延中学校

の教員が選抜されまして検討組織を設け、現在、具体的に検討している最中でありまして、こ

れは年明けに成案を公表するというようなスケジュールになっております。また、目指すとこ

ろといたしましては、先ほど教育長からも目的についてご説明がありましたとおり身延中学校、

南部中学校におきましては、やはり基礎学力の向上、これを目標に今回、連携型中高一貫教育

ということを考えております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 これから高校のカリキュラムについては話し合うというような形の中で、答弁をいただいた

んですが、今現在、身延中が３年生が６６人ですか、南部が６５人と。合わせても１３０ちょっ

とですね。ですから今年度あたりも身延高校は当初、定員割れというような状況でした。こう

した状況を見ますと、やはり今の南部中、または身延中で、このまま身延高校へというような

形の、いわゆる保護者への説明ですね。これがどのような形で進められ、結局、９０人の定員

が満たせるかどうかと。そのへんも心配されるわけです。過去の流れから言いますと、南部町

の場合はほとんどの生徒が、優秀な生徒は静岡県の高校へ通学するというような話も伺ってお

ります。こうした中、中高一貫教育を目指す身延の高校が今年度スタートして行く末どうなる

かというのが一番危ぶまれるところです。 
 先ほど答弁いただいたカリキュラムにおいても、まだしっかりした計画がなされていないと。

いわゆる、ただただ中高一貫にするだけというような形の中の今回のスタートであろうと思う

わけです。ですから目指す、その目標を持った中高一貫ではないと。ただ、県の手法において

中高一貫を町として踏み切ったというような形で捉えてもよろしいでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 鈴木教育長。 
〇教育長（鈴木高吉君） 

 先ほど課長が、来年度から始まるカリキュラムについて検討をしていくという話をしました

ので、現段階において目指す方向が決まっていないということではございません。先ほど、私

が目的の中で、いくつか申しましたように学力の向上は当然でございますけれども、キャリア

教育を進めるという大きな目標もございます。さらに加えれば、例えばゆとりある教育環境整

備の必要性ということもあるわけで、具体的には豊かな人間性の育成ということが１つありま

す。それから、先ほど言いましたように確かな学力の向上ということもございます。また多様

なニーズがございます。その中でこれに応える教育制度の必要性という考え方からすれば、教
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育制度の多様化ということで、例えば多様化する中等教育へのニーズに応えて、県外における

中等教育の一環の魅力ある充実を図るため、この多様性を含め教育行政サービスも拡大すると

いうようなこととか、活力と魅力ある高校づくりをするんだということで、いろいろな事業を

これについてもしていこうということでございます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 今、教育長から答弁をいただいたんですが、カリキュラムは今言うような形の中で、まだ具

体的ではないと。しかしながら義務教育というのは小学校、中学校までが義務教育です。これ

で結局、中高一貫教育ということになりますと町の義務教育カリキュラムも変わってくるとい

うことが考えられるんですが、町長として、これからの身延町の義務教育について、どのよう

なお考えか伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月町長。 
〇町長（望月幹也君） 

 まずはじめに、私、校長先生と教頭先生ともお話をした内容を先に話させていただきたいと

思います。 
 身延も今、子育て支援、教育に力を入れて進めていますけども、先ほど議員さんがおっしゃっ

たように優秀な生徒は静岡とか甲府方面に流れてしまう。だから高校として魅力ある、子ども

たちが行きたくなるような高校にしていただかないと、どんなに町が教育に力を入れて優秀な

人財に育てても身延高校へ必ず行くとは限りませんという話をさせていただきました。 
 同窓会にも私、出席したんですが、同窓会でも校長先生に対して、かなり厳しい意見が出て

います。中高一貫だからと安心できるものではないと。攻めていけと。どんどんいろいろなも

のを出して、魅力ある学校にしていけという意見もかなり出ています。 
 そして今回の中高一貫で、私はいいことだなと思う点は、今までは高校教育ですから、山梨

県が学校のあり方について考えていました。今度はわれわれが、町も高校のあり方について意

見が述べられることになります。ですから、これから魅力ある高校のために私もですけども、

教育委員会のほうからも高校に対してさまざまな意見を言っていきたいというように考えてい

ます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 今、町長から答弁もいただいたんですが、６カ年の教育の中で結局、中学校３年までに学ば

なければならない課程が、高校へ行ってやる場合、また高校の教育を中学校でやるというよう

な形に内容的にはなろうかと思います。その場合、身延高校の場合は、いわゆる身延中学校を

卒業すると自動的といいますか、身延高校へ入学できるわけですね。しかしながら身延中学校

へ３年間通いながら、中にはいわゆる他校へ行こうという生徒も何人かはおられると思います。

その段階において、今言うような内容で３年間学びますと高校入試という問題がかかってきま
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す。 
 かつて私の子どもが、女の子ばかりでしたから長女は一応、中学校を英和中へ通いました。

しかしながら女の兄弟だけで、また学校もいわゆる女性ばかりだというような環境の中で、ちょ

うど中学、高校は変化の厳しい、変わりやすい時期ですから高校は共学校へということで、ほ

かの高校へ行かしたわけです。そのときに英和の中学校へ行って相談しましたら、うちの学校

は高校受験は考えておりませんと。ですから結局、本人の努力次第ですというような返答をい

ただきました。おそらく身延中でも、いわゆる連携型になりますと中学校の教育において、そ

うした教科課程が生じるんではないかと、こういう心配もあるわけですよ。 
 ですから身延中から身延高校へ行く場合は問題ないんですが、他校へ進学する場合は、あと

にも質問にもありますが、この統合する以上はやはりそうした点も考慮に入れながら、やはり

検討しないといけないなと思うわけですよ。ですから、合わせて高校の場合は、先も教育長か

ら答弁いただいたように６年間、同じ環境で学べるという１つの利点もありますが、かえって

子どもの中には変化がなくて、環境に変化がないからということでもってそれるということも

あるということも伺っております。ですからスタートの時点、しっかりした計画を持った中で

スタートしていかないと、あとになって安易だったなというようなことが生じないように、ぜ

ひとも教育委員会をはじめ、町全体で考えていかなければならない問題だと思います。 
 ２点目の保護者への説明および意向調査について、お伺いいたします。 
 先ほど申し上げましたように、高校進学においては保護者および子どもが選択するのが一番

重要だというようなことも言われております。今の考えですと、いわゆる町、教育委員会が主

導で身延中の生徒は身延高校へというような考えのもとに、今回この中高一貫教育が計画され

ていると思いますが、この保護者への説明はどのような形でもって進めてきたのか、それを伺

います。 
〇議長（柿島良行君） 

 鈴木教育長。 
〇教育長（鈴木高吉君） 

 議員さんの今のご質問の主題の前に、今、お話を聞いておりまして、ちょっと確認をしたい

点が一点ございます。お話ですと身延中学校を卒業した生徒は、そのまま身延高校に入学をし

て、６年間の教育をそこでするんだというお話がたしかあったと思うんですが、身延中学校を

卒業しても身延高校へ必ず行くというようなことは決まっていません。どこの学校へも当然、

試験をして入るというようなことになります。のちほどの、また質問にもあるかと思いますけ

れども、身延中学校の試験においても普通の高校と同じように試験をするということになって

いますので、そのへんは一点、確認をしておきたいと思います。 
 それでは、ご質問の説明について課長のほうからお話をさせていただきます。 

〇議長（柿島良行君） 
 伊藤学校教育課長。 

〇学校教育課長（伊藤克志君） 
 お答えさせていただきます。 
 答弁をさせてもらう前に、もう１点だけ確認の意味でご説明させてください。 
 各教科の教育課程の入れ替えというようなことで、ただいま議員さんからもご心配の発言が

ありましたが、例えば中学校でやる教育課程を高校に先送りする、また高校で学ぶ教育課程を
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中学校で先取りするというような、そういうようなことは今のところ予定はありません。そこ

だけ確認の意味でご説明をさせていただきます。 
 それでは、保護者への説明と意向調査というようなことのご質問に対して、ご答弁をさせて

いただきます。 
 連携型中高一貫教育に関する説明等につきましては、これまでも印刷物の配布や説明会の開

催等の方法により周知を図ってきております。具体的には中高連携通信を年２回発行し、町内

へ回覧し学校を通じて保護者への配布をしております。また、身延中学校のＰＴＡ総会での保

護者への説明や平成２５年度から保護者や地域住民を対象といたしました連携型中高一貫教育

に関する説明会を毎年開催し、質疑応答、意見交換が行われてきました。 
 なお、身延高校１年生、身延、南部両中学校の３年生および両校の保護者を対象といたしま

して、身延・南部地域中高連携事業に関するアンケート調査を実施いたしまして意見聴取を行っ

ております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 先ほど、答弁前に課長のほうから教科の組み替えはないというような答弁をいただいたんで

すが、この全国的な中高一貫教育の資料を見ますと、大方がそうしたような中でカリキュラム

を組んでいると。そして先ほど教育長の話ですと、身延中の生徒が身延高校に入るにも試験を

やるんだというようなお話ですが、中高一貫の場合、ほとんどが面接程度と。いわゆる試験と

いっても筆記をするんではなくて、面接程度で進められるというようなことが多いそうです。

ところが身延高校は、では県立と同じような形でもって県立の試験日に試験をするのか、その

へんをちょっと伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 ただいま川口議員からご質問がありましたとおり、身延高校の入試におきましては、これま

でとなんら変わらず、ほかの高校と同じ様に県立高校の入試に従って受験をすることになりま

す。 
 また、議員のご指摘のとおり簡便な入試というものも、この制度においては認められており

ますが、当面この簡便な入試は行わないで中高連携を図っていくというようなことになってお

ります。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 くどいようですが、そうすると身延中を卒業して、いわゆる身延高校を受けたけども、結果

駄目だったというようなことは生じますか。 
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〇議長（柿島良行君） 
 伊藤学校教育課長。 

〇学校教育課長（伊藤克志君） 
 お答えいたします。 
 ほかの高校の受験とまったく変わりがありませんので、そのようなことも場合によってはあ

ろうかと思います。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 分かりました。 
 それでは次の中高一貫教育のメリット、デメリットを合わせて伺います。 
 メリットといたしましては、先ほど教育長のほうから話がありましたように６年間、同じよ

うな環境で勉強できるというようなメリットもある反面、逆に同じ環境で、中には飽きるとい

いますか、そうしたようなことでもって、あまり好ましくないというようなことも考えられる

と。この面を、やはり今の教育委員会としてどのように取られておられるのか伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えさせていただきます。 
 まず中高一貫教育のメリットというようなお尋ねでしたので、この点から先にお答えさせて

いただきます。 
 設置者が異なる中学校と高等学校でありながらも、両校が連携型中高一貫教育を実施するこ

とによりまして、先ほど教育長からもこの目的ということでご説明がありましたが、６年間の

計画的・継続的な教育指導や幅広い年齢層の生徒の交流の中で生徒の個性や創造性を伸ばし社

会性や豊かな人間性を育むことができる。中高一貫教育ならではの教育活動が可能になること

だと考えます。 
 具体的には、例えば連携型中高一貫教育の実施によりまして６年間の一貫した教育課程が編

成できることです。具体的にはこの６年間を見通した体系的なキャリア教育を実施する予定で

準備をいたしております。 
 本年度から始めます中高連携キャリアセミナーという事業では、身延高校生が社会や上級学

校について調べ、学ぶことや働くことの意味、自らの興味、関心、適正の把握から適切な進路

選択について考えた成果を、これを中学生に発表する取り組みでございます。 
 この発表を通して高校生、中学生ともに自己の能力や適正を踏まえた進路実現ができるよう

進路選択の幅を広げることを目的としております。 
 中学生にとりましては年齢の近い高校生の発表を身近で聞き、主体的に質問をすることを通

してコミュニケーション能力を高め、人間関係形成能力を育成します。また、身延高校生が積

み重ねているキャリア学習の課程を知ることで、自らのキャリアを主体的に計画することに関

心を持ち、キャリアプランニング能力を育成するものです。 
 また、数学科で実施しております授業アシスト、夏休み中に身延高校で実施しているサマー
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セミナーなどの取り組みは、高校の先生による指導を受けられることによって、基礎学力の向

上のための学習機会となっておるものだと考えます。 
 また、防災サマーキャンプでは高校生と一緒になって地域防災について自ら主体的に考え、

行動する機会となっております。これらがこの連携型中高一貫教育のメリットと言えるもので

はないのかなというふうに考えております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 この中高一貫教育の、まず第一のメリットは何かというと、いわゆる高校受験がないという

のが一番のメリットらしいんですよね。ところが先ほど教育長の答弁では、入試を県の入試と

合わせて行うと。ということになると、この中高一貫教育の最大なるメリットが損なわれると

思うわけですが、何のために、では中高一貫教育にするのか。これはやはり、町として中高一

貫教育に踏み切るには、そうしたところをしっかり踏まえた上でもって進めないと、どこの、

今まで資料をとっても高校入試の受験がないというのが第一のメリットなんですよ。しかしな

がら今回進めようという、新しく進めようというにもかかわらず、県下の高校と同じような試

験を行うと。先ほども申し上げましたように、面接程度でもって進められるような形ならとも

かく県下の高校受験と同じ試験を受けさせるんだということになると、この高校入試の受験が

ないという、一貫教育の第一のメリットが損なわれる可能性もある。これはやはりちょっと、

先ほどの答弁とすれば理解できない点もあるんですが、ここをもう少し考える必要はありませ

んか。 
〇議長（柿島良行君） 

 鈴木教育長。 
〇教育長（鈴木高吉君） 

 いろいろなご意見はあろうと思いますけれども、この連携型の中高一貫教育という、もとの

ことを考えますと、先ほど議員さんからいくつかの例を、全国の例とか、併設型の、あるいは

私立の学校でうんぬんとか、そういうこともあるんですけども、目指すところはそうではなく

て連携型ということで、あくまで中学校は中学校、高校は高校、それぞれの教育課程がある中

で連携していこうというのが、例えば中学校で補完的なものを高校の先生方に教えてもらうと

か、逆に中学校で勉強する課程があるんですが、それをさらに高校へ行って勉強するんだけど

も、それを補完していこうとか、いろいろな、一緒になって行事を組んでいこうと、そういう

連携型を目指すものです。 
 試験うんぬんでございますけれども、１つの選択肢とすれば、たしかに試験をなくそうとい

うこともできるわけでございますけれども、例えば中学で勉強をして高校へ入る場合に、今、

身延中にいれば身延高校に入れるんだと。これは試験もないよというようなことになれば、今

の子どもたちがもっともっと学力を付けてもらいたいということから言えば、やはりちょっと

学力面で安心をするというか、もう一歩、ここまで進んでもらいたいのにできないというよう

なことが考えられるんではないかと思われます。そのようなことも考えて、今まで試行をする

中で、来年から発足をする身延高校と中学校２校の連携においては、試験は同じようにして、

もちろん連携型でございますので、その事業をやっていくと。それからさらに身延中学、ある
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いは南部中学を出たからといって必ず身延高校へ入るということではなく、ほかの学校も同じ

ようにいろいろな道を目指せるという選択をしたものでございます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 進め方がいろいろあるわけですが、このメリットについては伺いました。デメリットとして、

どんなことが考えられるか伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 連携型中高一貫教育の導入により負担が増えておりますのは、各連携事業に関わる教員の準

備や相互調整にかかる時間づくりが挙げられております。例えば高校への授業アシストを担当

する中学校の数学の教員の授業準備時間です。これは中学校の授業準備のほかに高校での授業

アシストの準備も必要となるためです。 
 町では身延中学に町単教員２名を配置して、きめ細かな教育の実践に支障のないよう、これ

を努めております。また、県教育委員会から３校に教員の加配が行われておりますので、この

体制を維持することはもちろんですが、さらにこの人的体制が充実されるよう、町では県教育

委員会へ働きかけをしてまいります。 
 なお、連携型中高一貫教育導入後はその検証を毎年行い、不都合が生じた場合には是正に努

めることになっております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 今、デメリットについて伺いましたが、この中高一貫教育についての資料を見ますと、やは

り答弁のとおり教職員の負担、これが負担増になると。まして身延中、身延高校の場合、今現

在は中学校、高校が距離的に近いですが、やがて計画されております中学校が新校舎建設にな

りますと今度、身延高校との距離的な問題も出てきます。こうしたような、非常に時間的な余

裕がないというようなことも考えられるわけです。この点、今後大いに検討をしていただいて、

よりよい方向に進めてもらいたいと。時間がありませんので、次へ進めさせていただきます。 
 第２点目の自然環境監視員制度について、お伺いいたします。 
 ９月議会の際、折八林道のガードレールの視察に行きまして破損状況を拝見いたしました。

あの状況を見ますと、切られた切り株の状況から相当、数年前からガードレールを利用して集

材したんではなかろうかと、こう見受けたわけですが、このような被害を早期に、できれば未

然に防ぐことがまず必要であろうと思います。 
 その点、町内には林道をはじめ町道が非常に長い距離あります。この管理をどのようにした

らいいか、町ではそれぞれ今まで監視員を置いてやってこられておりますが、今後なお一層、

環境整備を進める上において、どのようにされていかれるのか、その点について伺います。 
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〇議長（柿島良行君） 
 羽賀環境上下水道課長。 

〇環境上下水道課長（羽賀勝之君） 
 お答えいたします。 
 自然環境監視員制度についてのご質問がありました。 
 身延町自然環境保全条例に基づき毎年４月に初区長会において各区長にご理解をいただき、

自然環境監視員を委嘱させていただいております。町民の健康と快適な生活環境の向上を目的

として、各集落や生活道路の環境保全にご協力をお願いしているところであります。 
 自然環境監視員の活動内容ですが、出勤途中や帰宅途中、あるいは農作業や休日などの日常

生活の中で家電製品や廃材等を積載している不審車両を見かけた場合や今までなかったところ

に大量にゴミが投棄されているなどの場合に、環境上下水道課までご連絡をいただくことと

なっております。 
 具体的な活動となりますが、今までも監視員のご協力により適切な処理を行うことができま

した。特に悪質な場合には峡南林務環境事務所、警察に協力依頼を行い対応しているところで

あります。 
 併せて区からの要望により、不法投棄されやすい場所などに不法投棄防止看板の設置など未

然防止対策の対応を実施しております。また峡南林務環境事務所においては、管内を定期的に

パトロールを行っております。身延町内も山間地の県道、町道、生活林道を中心にパトロール

を実施していただき、不法投棄箇所の報告を受けた場合には、自然環境監視員と区民の協力に

より処分するなどの対応を行っているところであります。 
 今後も自然環境監視員と協力し、地域の皆さまの協力を得て監視活動の強化、不法投棄箇所

の発見、不法投棄防止看板の増設による未然防止対策に重点を置いた対応を実施していきたい

と考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 今、監視員にお願いしてということですが監視員の任期は何年ですか。 

〇議長（柿島良行君） 
 羽賀環境上下水道課長。 

〇環境上下水道課長（羽賀勝之君） 
 お答えいたします。 
 身延町自然環境保全条例においては、自然環境監視員は区長および組長となっており、任期

は１年となっております。再任は妨げませんが、監視員が欠けた場合には補欠員を選任し、残

任期間を努めていただくこととなっております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 監視員は区長ということで、今、その区長でも１年の任期、２年の任期があるわけですが、
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やはりこうした自然環境を守っていく上においては、短期的な任期ではなくて３年なり４年な

り、その地域をとにかくお願いするというような形を取らないと、１年で交代になるというよ

うなことであれば、かえってこの監視員としての責任感といいますか、区長が兼務していると

いうのが今までの例です。結局、林道においては全町で３３路線、全延長９万４，９６６メー

トルというような林道。そして町道においては、全町で２万７，３６５メートルという、非常

にこの林道、町道においても距離的に長い距離なんです。だけど自然環境というのは、道路の

ガードレールとか、そういったところだけではなくて、日常生活のいわゆる地域の自然環境、

これを整えることが観光身延をする原点になろうと思うんです。身延へ行ったらきれいだな、

きれいな町だな、やがて名所になろうという、今、望月町長が進めているしだれ桜、１０年２０年

後には名所になるでしょう。そのときは、とにかくそのとき来て、いわゆる町の環境整備をす

るんではなくて、今からそれに備えて環境整備をするということがまず必要ではないかと思い

ます。 
 私もこの間、ＢＳのテレビ、ちょっと遅い時間だったんですが、見ていましたらインドの本

当に山村、人口４千人の村で毎朝清掃という運動をして、よそから視察に来るというようなこ

ともテレビで報道されておりました。 
 そうしたような地域の環境づくりというのは、まず観光の第一のスタートだと思います。名

所をつくることも一つの観光につながる例かもしれませんが、里山整備をはじめ地域環境を整

えるということが、やはりこれからのまちづくりの一環ではなかろうかと思います。その点に

ついて、町長はどのようなお考えか伺います。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月町長。 
〇町長（望月幹也君） 

 昨日の伊藤雄波議員の質問の中で答えさせていただいた、森林環境譲与税が来年度から交付

されます。それを見ますと、できる事業というのが間伐や路網、道路ですね、路網といった森

林整備、あとは人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発。一番最初に言った間伐

とか路網の整備も入っていますので、とりあえず林道の部分になるんですが、そういうもので

林道の景観整備をしたり、調査をして必要に応じて民有林なんかも間伐を進めていくようなこ

とになるかと思います。 
 今回、３年間は日本全体で２００億円です。これから３４年、３５年、３６年度はこれが

１００億円上がって３００億円の予算になります。それと３７年度からは本来であれば

６００億円ですけれども、前倒しで譲与税をいただいていますので返還金に充てるお金もあり

ますから、大体４００億円ぐらい。最終的には６００億円の譲与税が日本全国の市町村、県に

配布されますので、こういうものをうまく活用して整備を進めていきたいと考えています。 
〇議長（柿島良行君） 

 川口福三君。 
〇１２番議員（川口福三君） 

 そうした整備をスタートして、町の環境をとにかく整備すると。かつて旧町時代にやはりこ

うした議会の席で不法投棄問題で提案して、旧中富には要所に不法投棄の大きな看板がありま

すね。あれも今言うような形の中で進めてきた事業です。これは旧中富だけでなくて、全町的

に早い時点にこうした環境についての啓蒙活動を通じて、きれいなまちづくり、美しい身延町
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にぜひとも今後努めていただきたいことをお願い申し上げまして一般質問を終わります。 
〇議長（柿島良行君） 

 川口福三君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩とします。 
 再開は１１時１５分とします。 

休憩  午前１１時０５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時１５分 
〇議長（柿島良行君） 

 再開します。 
 次は通告８番、田中一泰君の一般質問を行います。 
 田中一泰君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 通告に従って質問します。 
 まず身延中学校の改築問題ですけども、１点、用地交渉が始まっていると聞きますが、建設

予定地は決まったのでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 建設候補地につきましては、町長から本会議の初日に行政報告がありましたとおり、町が保

有しております町有地を有効に活用できるよう下山小学校の南側に絞って現在、用地の確保に

取り組んでおります。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 ９月議会で国道５２号線と３００号線の間という答弁がありましたけども、その地域全体が

もうハザードマップでは０．５メートルの浸水想定区域と指定がされていますが、それについ

てはどういうように考えているのでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 富士川洪水ハザードマップでは、下山小学校周辺の予想される浸水の深さは０．５メートル

未満となっておりますが、大雨により富士川が氾濫した場合に浸水が予想される区域、深さを

シミュレーションした国土交通省の富士川浸水情報閲覧システムによりますと、この候補地周

辺は３カ所設定をされている想定破堤地点の想定最大規模での浸水の深さが、富山橋よりも上
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流の峡南地域工業団地付近、右岸Ｈ２５６地点、これが破堤した場合で０．５メートル未満。

富山橋よりも下流の身延工業団地付近、右岸Ｈ２５３地点、これが破堤した場合で同じく０．

５メートル未満。下山小学校に最も近い地点、右岸Ｈ２５１地点、これが破堤した場合では０．

５メートル未満の区域と０．５から３メートル未満の区域となっております。 
 このデータによりますと、下山小学校に最も近い地点、右岸のＨ２５１地点、これが破堤し

た場合におきましても現在の下山小学校の校地、これは浸水区域から除外をされております。

これは施設の構造等に起因しているものだと思われますので、当初からこれと同等以上の構造

を考えており、災害リスクを十分考慮した上で必要な対策を講じてまいります。 
 また当下山地区では現在、富士川の築堤工事も進行しており、今後は河川の排水対策の具体

的な計画もございますので、着々と地区全体の防災・減災対策が講じられております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 今、災害リスク対策を講じるというように答えていただきましたが、例えばどういうことが

想定できるんですか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 当区域内におかれましては、国土交通省が２カ所の排水機場の設置を計画しております。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 建設予定地の水害対策ということなんですけども、今の答えでは排水対策によって浸水を防

ぐということだと思うんですけども、実際、普通に考えると排水路を当然、造って対策する。

そして例えばポンプで汲み上げて外へ出すというようなことも考えられるんだけども、普通だ

と浸水０．５メートルだとしたら１、２メートルの、土地を嵩上げして対策するというのが一

番確実なことかと思うんですけども、その対策に対する、例えば土地のもり上げとかというよ

うなことは、予算の中には考えていないということでしょうか。それとも、この３億円の土地

の改修の予算の中にそういうものもある程度、含まれて計画をしているのでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 整備計画書に記載のこの概算事業費につきましては、文部科学省の標準工事費や直近の学校

施設整備事業である下山小学校の整備事業費などを参考として算出をいたしました。 
 先ほどのご答弁でもお答えをさせてもらいましたとおり、現在でも下山小学校と同等規模の

造成工事費は、この概算事業費の中に含まれております。 
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 以上です。 
〇議長（柿島良行君） 

 田中一泰君。 
〇６番議員（田中一泰君） 

 まだ、実際に９月議会のときに場所が確定しましたら地質の調査を詳細に行い、地盤強化の

必要があれば不足のない対策をしていくということでありますので、例えば地盤の強化とかと

いう必要が出たときには、今の２７億７，４６０万円という予算も増加するという可能性もあ

るということでいいんでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 これから基本計画を策定いたしまして、ただいま田中議員からご質問ありましたとおり地質

調査などを行う予定です。 
 その後、実施設計を組んでまいりますので、この概算事業費が変動、増減するものはあるも

のと思われます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 分かりました。それと次に今、下山小学校の場所の浸水については富士川の堤防の破綻、決

壊を想定して０．５メートルという回答だったと思うんですけども、あの地区には今、高い堤

防が出ていますよね。そして下の下流のほうに１カ所空いているところがあって、そこから川

の水を出すという予定なんだと思うんですけども、５２号線から３００号線の間のところに下

山の上のほうの山から河川が流入していると思うんですけども、現在、何本、その地域に河川

が流入していますか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 用地確保に取り組んでおります、この下山小学校南側の建設候補地に流れ込んでいる河川は

ございません。この候補地よりも下流域に流れ込んでいる河川があり、山梨県が管理している

一級河川が矢沢川２キロ。大沢川２キロ。不動沢川１．３キロ。阿手古沢川１．０キロ。計４本

です。また、町管理の準用河川が肝取沢川１．６キロ。土肥沢川０．８キロ。三重沢川０．７キ

ロの３本です。合計では７本ございます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 今、現状で見ていても富士川沿いの大きな堤防を見ると、あれが例えば富士川の水位が上が
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りますよね。そのときに下流のほうから逆流する可能性は十分考えられると思うんですけども、

それともう１点は、あそこに大きく堤防ができたことによって、逆に今、言われた川から出て

くる、大雨のときですけどね、大量の水はそこに溜まるんではないかという危惧があるんです

けども、そのことについては、この建設候補地を検討するときに考慮に入れて、考えていたの

でしょうか。大雨洪水時の避難場所というのは、下山小学校体育館と今、なっていますよね。

そして、そこが例えば水浸しになるような状況があったときには、ほかのところに役場の指示

によって避難してくださいというようなハザードマップに載っていますけども、結局、富士川

だけの水が心配ではないはずなんです。今言った合計で７本、私、４本だと思ったんですけど

も、７本からの水が入ってくる。そして、それぞれの川は土砂崩れの危険性のところにもなっ

ているような状況ということで、そこも当然、あそこの建設予定地を決めるときには当然、そ

れは考慮に入れて然るべきものだと思うんですけども、そこのところの今、現状で、よその大

雨の災害なんかを見ても１日で３００ミリ、４００ミリ、数日で１千ミリとかというような状

況が災害として表れているということを考えると、あの時点で大雨の対応はかなり慎重に考え

なければいけないと思うんですけども、そこのところ、今までの気象情報の中で、あそこは０．

５メートル未満で安全だというのは、ちょっと安易な考えではないかと思いますけども、そこ

のところの検討の考え方をちょっと教えてもらいたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えさせていただきます。 
 先のご質問でもご答弁させてもらいましたとおり、下山小学校に最も近い地点の右岸Ｈ

２５１地点が破堤した場合におきましても、現下山小学校の校地は浸水区域から除外をされて

おります。また、同じく先のご質問でも答弁をさせてもらいましたとおり、当下山地区におい

ては富士川の築堤工事も進行しており、国交省の下山地区築堤整備計画には新規に樋門を２カ

所設置し、洪水等、富士川からの逆流を防ぐ計画が予定されておりますので、防災・減災対策

もさらに向上し、不安要素は少なくなるものと考え候補地に選定をいたしました。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 そういう検討したということは、決める以上は安全性を考えているんだと思うんですけども、

８月に行われました町民説明会の中においても、当然あそこは今現在でもハザードマップで全

体が浸水可能地域という表示がされている中で、それに対する説明がたしかなかったと思うん

ですよ。それって、町民はどういう状況で学校が移転していくのかということがよく知らされ

ていない中で決定しているということは、すごく問題があると思います。これからもそこのと

ころの、町民があそこに決めて安心・安全なんだなと思えるためには、そこのところをしっか

り知らせていく必要があると思いますけども、それについては、これから機会を設けて、しっ

かりした説明が求められると思います。 
 結局、議会で求めているのは安心・安全のところにという一項がたしか入っていたと思うん

ですけども、それについての検討がちょっと、今言った浸水、ああいうハザードマップに載っ
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ているところに建てようとするにしては、検討がしっかり皆さんに周知されていないというの

が問題だと思います。 
 次に身中のバス通学の費用負担について伺います。 
 身中建設について、９月議会で町長は「子どもたちが安心・安全で継続的に学校施設を利用

できるようにすることを優先させる」ということを答弁していますが、町長は今の状況が安心・

安全でないと考えているということでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 町のほうからは身延中学校の校舎が今現在、生徒たちにとって危険な状況であるという説明

をしたことはございません。 
 町としては、学校についてはこれまでと同じように将来にわたって本町の子どもたちが安心

して利用できることを第一に、保護者や地域住民が身延町に唯一の中学校として理解しあえる

学校環境の整備のあり方を総合的に考えた上、移転改築を決定したという趣旨でお答えしたも

のです。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 次に町長は中学校、学校も中央にあってこそ、私は一体感の醸成ができるものだと思ってい

ますと９月議会で言われました。生徒は位置でなく１つの学校で学ぶことで十分、一体感を感

じられていると思いますが、どういうことで中央であることが必要なのでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月町長。 
〇町長（望月幹也君） 

 まず、お答えしたいと思います。 
 私が言った一体感というのは、中学校のみの一体感を言っているわけではなくて、町全体の

一体感という意味で答えました。肝心なところを申しますと、町の中央付近に新しい校舎の建

設が必要であるという意見は、二度にわたり議会の総意として町教育委員会へ提出されたもの

です。これは学校統合の過程において、地域住民からの要望に基づくものであったと理解して

おります。また、議会からの求めに応じて議会の代表者や保護者の代表者などで組織する新校

舎建設検討委員会からも町の中央付近へ建設することが望ましいという内容の提言をいただい

ております。 
 町としては、この意見書や提言書の内容を斟酌し、調査に基づく現校舎の老朽度、将来的な

財政負担の推移等を考慮の上、移転改築の整備方針を決定したもので、町の中央付近へ新たな

校舎を建設することによって、先ほども言いましたけども町全体の一体感の醸成が図られると

いうような意味でお答えしたつもりです。 
〇議長（柿島良行君） 

 田中一泰君。 
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〇６番議員（田中一泰君） 
 分かりました。 
 次にいきます。 
 これからの人口減少、子どもの減少というものが問題になっていますけども、１０年後、例

えば２０２８年、１５年後、２０３３年の中学生の人数は何人と計算されていますか。身延地

区と北、現在バス通学をしている地区の人数を教えてください。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えさせていただきます。 
 ただいま、田中議員から質問がありました２０２８年と２０３３年度ということではないん

ですか、身延町立学校施設整備計画の資料をもとにお答えをさせていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 
 計画では２０２９年度は１３７人、２０３５年度は９６人と想定しております。２０２９年

度の人数は平成２９年１２月現在の年少人口から算出した値を掲載してあり、下山地区を除い

た旧身延地区では７１人。旧中富、旧下部町と下山地区は６６人と想定しております。 
 ２０３５年度につきましては、そのときに中学生となる子どもがまだ生まれておりませんの

で、社人研による推計値から５年低減率を求めて算出した値であり、地区別の人数までは想定

ができません。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 なぜ子どもの数を聞いたかというと、結局、今回、学校を中央に造ることの考え方で必要だ

と思ったからであります。例えば現在、今、平成２９年度を見ると１８２人。そのうちの９９人

がバス通学を利用しているという格好ですね。それが中央に、ちょっと質問の内容を変えます。

すみません。こういうように減るということをまず確認したかったということで、２０２９年

に１３７人。２０３５年は推計の中で９６名ぐらいになってしまうと、このように極端に減っ

てきます。平成２９年度の中学生の数が１８２人。すると２０３５年には、もう半分になると

いうことですよね。ということは、今の時点で学校を造ってしまうといったときに、実際に通

う子は半分になっているという状況がこれから起きてくるということは、新しく学校を造るに

つけても学校の規模、そういう視点についてもよく考えなければいけないという状況なんだな

ということが分かると思います。 
 そして校舎の長寿命化の改修を行っても、次の段階では新しい校舎の建設が必要になるとい

う意見もありますが、私は今、それを建てる時期ではないと思います。今の人数を見ても、例

えば２９年、３５年の人数を見ると、３５年ではもう今の半分の子どもたちになってしまうと

いう事実があります。そのためにはやはり今のところを長寿命化して１０年、１５年後に子ど

もたちのあった学校、そして学校規模、そして当然費用も少なくなる。そして学校のあり方と

か、内容も１５年というとすごく変わっていきますね、時代の進む様子を見ますと。だから今

の長寿命化をしたほうがいいという考え方を述べているわけですけども、そうすることによっ
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て町の負担もかなり減るように思います。 
 それで中央に建てることによっての問題点も１つ考えていまして、それは通学の問題です。

今の子どもたちの半分で通学が終わっているものが全員を通学するということで費用は当然多

くかかってきます。学校教育課長は９月のときに、通学の安全のために必要な負担であって、

その費用は仕方がないと言いますが、たしかにその中央にもってくることによって、もってい

かなければならなければ、その安全のために負担が起きるのはしょうがないとも思いますが、

それは中央にもってこなければ、かからない費用であるということも一つ考えてほしいと思い

ます。 
 現在、中学の通学費用が２９年度の決算で６，６６０万円、１人当たり見ると６７万９千円、

年間かかるんですよね。その事実は、やっぱりしっかり頭に入れておかなければいけないと思

いますし、３０年度の予算で見ますと中学校の通学費は７，２００万円になっております。そ

してこれが移転することで、通学費用は生徒の倍の生徒を送り迎えしなければならないという

状況が出てくると通学費用は倍かかると予想されます。 
 今の通学の中で子どもが増えて倍になったと、そういう場合は倍もかからないと思うんです

けども、これからやろうとしていることは、今ある５台、町が所有するバスと、そして、その

ほかに５台、朝１０台のバスで子どもたちを送迎していますよね。それと同じことをこれから

やるということは、バスを５台用意して、そして朝はまた１０台、余分に運行させなければい

けないという状況が出てくるということです。ですから私は大体、倍かかるから１億４千万円

ぐらいの町民の負担が出てくるという。それは今の時点の長寿命化であれば、そこはかからな

い費用であるというように考えています。 
 そして、もう１つ問題なのは、これは子どもが、このシステムをつくると子どもが少なくなっ

ても費用は変わらないですよね。例えば一番通いところから、今、１０人ぐらい運んでいると。

それが１人になってもバスは動かさなければならないから費用は同じようにかかってくる。

１人当たりの費用はもっと増えていくという状況がこれから起きるということを町民の人たち

もよく承知していてもらいたいと思っています。 
 その通学費の、今言いました通学費のこの金額の増加について、もう一度、建設に関してど

ういうように考えて費用の負担を考えていたのか、ちょっとお答え願いたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 新しい校舎が下山地区に完成したのちの通学支援に関しましては、先の第３回の定例会でお

答えしましたとおり、通学支援の方法等を学校や保護者と協議をしてから具体的に検討すると

いうような手順を考えておりますので、現時点でどれだけの予算が必ず必要になるというよう

なことは明確になっておりませんが、計画目標としております平成３６年度の在校生について、

現行の身延中学校のスクールバス事業、登下校時に各路線で２便運行。運行許可とすれば、貸

し切りバス事業、これと同じ実施方法で試算をしてみましたところ、現在よりも通学支援の対

象生徒数の増加に伴い、路線は４路線増える一方、下山地区の生徒が支援対象ではなくなるこ

とで１路線が減り、継続する既存の４路線の運行距離も短くなることから、全８路線で試算を

しましたところ、田中議員がおっしゃるような現在の倍額とはなりませんでした。 
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 これはあくまでもまったく現在と同じ条件での試算額ですので、今後の具体的な検討にあた

りましては、費用の縮減だけではなく、町営バスなどの公共交通機関の利用等も視野に入れな

がら、中学生だけではなく、町民全体の利便性の向上も図れるような方法を構築するように努

めたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 たしかに今、本当に通学だけの運用をしていますけども、やっぱり今、デマンドもあって、

これから本当、町民の足の確保ということはすごく問題であって、今言われたように運用のデ

マンドも兼ねて運用を考えるということは当然必要なことだと思いますけども、金額的なもの

は、いくらとかというのは出せないということですよね。大体いくらぐらいかかるようになる

か。 
〇議長（柿島良行君） 

 伊藤学校教育課長。 
〇学校教育課長（伊藤克志君） 

 お答えいたします。 
 先ほどの答弁と重なってしまいますが、まったく今と同じ条件での試算をしましたところ、

全８路線で約１億円というような試算額になりました。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 分かりました。一応、１億円ぐらいになってしまうと。この金額は私が考えるのは、これか

らずっとかかる金額、負担していかなければならない金額であるというように判断します。 
 次に合併特例債についてお聞きします。 
 今度、学校の建設についても合併特例債を使うということですけども、合併特例債の利用可

能残高は今いくらあって、今までにいくら合併特例債を利用していますか。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 本町の合併特例事業債発行限度額は１０２億２，３２０万円でありまして、平成３０年度ま

での発行予定額は約５９億６千万円となり、平成３１年度以降の発行可能額は約４２億６千万

円でございます。 
 なお、発行予定額の約５９億６千万円につきましては、平成１６年９月合併以来、新町建設

計画に基づきまして、学校建設、いわゆる今の下山小学校ですね、あといろいろな学校の耐震

とか改装等も含まれております。学校施設、防災無線、公民館、福祉センター、道路施設、産

業施設、観光施設等の建設事業と基金創設で利用したものでございます。 
 以上でございます。 
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〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 中学校建設計画では合併特例債を２０億円使い、国の交付金が１４億円で戻ってくると。学

校建設補助金が５億円。町の負担額が１６億円。合併特例債の利用が有利なら学校補助金を引

いても残り３０億円を合併特例債の対象にしたほうが国からの交付金が１９億９，５００万円、

そして学校の建設補助金が５億円、町の負担額が１０億５００万円となり、町の負担が少なく

なると思いますが、そうしない理由があるのでしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 合併特例事業債の使途につきましては、新町建設計画に基づきまして新町建設に資するさま

ざまな事業に充てるとしております。ご存じのとおり合併特例事業債の発行可能期限が平成

３１年から３６年度までとなったことから、平成３１年度以降の発行可能額約４２億６千万円

は今後のまちづくりを推進するための根幹をなす財源として活用することとなります。 
 したがいまして、期限延長に伴い、今後の合併特例事業債対象事業として新身延中学校の建

設や温泉を活用した健康増進施設の建設等も大型事業や地域に密着した基盤整備を想定してい

るため、新身延中学校の建設だけに合併特例事業債を充当することは考えておりません。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 合併特例債は９５％の残りの７割が交付金として戻ってくるということなんですけども、ど

ういう形で使おうと結局、これから使える４２億６千万円、それを今あるところで利用してお

かないと３６年度には利用残が残ってしまうというようなことも考えられると思うんですけど

も、たしかに町全体として考えれば、合併特例債を使うということに対しては何に使ったかと

いうよりも借金として使うということに、合計金額で考えれば、同じではないかなというよう

に私は考えましたので、今、質問をさせてもらいました。ということは、４２億円のうちの２０億

円使って２２億円、これからも２２億円で何か事業を考えているというように考えていいんで

しょうかね。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 繰り返しになりますが、当然のことながら５年の延長に伴いまして新町建設計画に基づきま

して、町の事業に取り組んでいきたいと考えております。 
〇議長（柿島良行君） 

 田中一泰君。 
〇６番議員（田中一泰君） 

 合併特例債は１２年で返済、３年の据え置きで実質９年で返済する計画ですよね。町の計画
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では今回の学校の建設についても２０億円を９年で返済するということですので毎年２億２，

２２２万円の返済が生じると。そして今言われたようにこれからも４２億円、残りの部分も使

うということは、それの部分の返済も生じてくるわけですけども、会計的には大丈夫なんでしょ

うか。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 会計的には大丈夫かというようなご質問でございます。 
 合併特例債ばかりではなくて、町では合併特例事業債や過疎対策事業債をはじめ交付税措置

をされる公債費につきましては、地方債ごとに地方交付税に明確に算定されておりまして、町

はすべての交付税措置について把握をしているところでございます。 
 また交付されました地方交付税の使途につきましては、地方公共団体の自主的な判断に任さ

れておりまして、使途を制限したり条件を付けたりするものではない一般財源ですので、予算

編成時において歳入歳出のバランスを考慮して貴重な財源として活用していきたいと考えてお

りますので、合併特例債以外のものにつきましても交付税措置されているものとして地方交付

税を有効に活用していきますので、会計的には問題ないと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 合併特例債の返済分も交付税の中で措置されるということですので、結局、年度の予算の中

で返済部分が多くなれば、結局、一般財源として町として使える分は減っていくように考えま

すけども、それにつけても例えば今、さっきありました学校の通学のお金も当然これから増額

になってくる。そしていろんな面で医療費も、介護も増えてくる中で、ますます自由に使える

お金がなくなってくるというような状況があります。それについて、例えば合併の算定替えで

２９年度は１億８千万円、３１年度でも１億円以上が減っていると。３２年度からは一本算定

となりますが、人口減の影響で交付税の減額にもなります。これに対しての対策、考え方はど

うなっていますか。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 本町の地方交付税の合併算定替えにつきましては、議員のおっしゃるとおり段階的縮減につ

いては平成３１年度で終了し、平成３２年以降は新町の一本算定となります。したがいまして、

田中議員のご指摘の今後、合併算定替えによる毎年１億円以上が減少することは考えておりま

せんが、しかし交付税算定の測定単位の１つあります人口が減少した場合は、交付税総額が間

違いなく減少していくわけでございます。予算編成におきましては、一般財源を十分に加味し

ながら収入見込みを見誤ることのないように取り組んでいきたいと考えております。 
 以上でございます。 
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〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 では次にいきます。みのぶ自然の里の経過について。 
 みのぶ自然の里も開業から１０カ月経ちました。忙しい時期も過ぎ落ち着いていると思いま

すが、関係者の皆さんは頑張っていると思いますが、ご苦労様です。今までの経営状況をお聞

きしたいと思います。まず売上高と客数、宿泊者、日帰り客数、そして経常収支の状況につい

てお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 本年度４月から１１月末までの利用につきましては宿泊者数１，８８７人、日帰り客６３１人、

テント泊１７０人、合計２，６８８人でございます。 
 売り上げ、１１月末まででございますが１，５５３万９，９９０円となっております。 
 今後も売り上げを増やす努力と無駄な経費を削減していくように努めてまいりたいと思って

おります。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 その経常収支については、どうでしょうか。まだ、出ていないですか。 

〇議長（柿島良行君） 
 佐藤観光課長。 

〇観光課長（佐藤成人君） 
 お答えいたします。 
 大変申し訳ございません。今後、売り上げを伸ばす努力と無駄な経費を削減いたしまして指

定管理料の追加補正がないように運営を続けてまいりたいと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 今、佐藤観光課長が言われたように今のところ予定、町からの補助があったりして、最初の

１年目ですからね、あったりするということでバランスが取れているというように判断してい

いということですね。１年間、まだありますけども、なお一層、頑張っていただきたいと思い

ます。 
 そして宿泊者数１，８８７人、日帰り６３１人、テント泊１７０人ということなんですけど

も、これ最初に計画をしていましたけども、計画との差異についてどのように対応していくの

か。努力していくということなんですけども、これからの経営方針とか見込み、コンサルをお

願いしている人がたしかいると思うんですけども、その人の意見がどのようになっているのか、
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教えていただきたいと思います。 
〇議長（柿島良行君） 

 佐藤観光課長。 
〇観光課長（佐藤成人君） 

 お答えいたします。 
 現在、ＪＴＢ関連の株式会社ビズユナイテッドから運営に対する指導をいただいております。

やはりこれから迎える閑散期と平日の利用者を増やすことが課題となっております。また、売

り上げを伸ばすために集客に向けての売り込み方、ネットを利用したＰＲ、販売促進の指導を

いただいております。 
 今後は旅行業者をはじめ広く、直接売り込みに歩くなど努力してまいりたいと思っておりま

す。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 なかなか始まったばかりで大変だと思いますが、本当に頑張ってもらいたいと思います。そ

して遠くのお客さんももちろんなんですけども、やっぱり町民に利用してもらうということも

大切なことではないかと思いますので、そういうことも提案しながらこれからの営業をしてほ

しいと思います。 
 以上で質問を終わります。 

〇議長（柿島良行君） 
 田中一泰君の一般質問を終わります。 
 以上で本日の議事日程は終了しました。 
 本日はこれをもちまして散会といたします。 
 ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（佐野和紀君） 
 相互にあいさつを交わし終わります。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 ご苦労さまでした。 

散会 午後１２時０４分 
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１．議事日程 

 
日程第１ 諸般の報告 
日程第２ 議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格

等の基準を定める条例の一部を改正する条例について 
日程第３ 議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 
日程第４ 議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施

設整備基金条例を廃止する条例について 
日程第５ 議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定

管理者の指定について 
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日程第７ 議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号） 
日程第８ 議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号） 
日程第９ 議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第

４号） 
日程第１０ 議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予

算（第２号） 
日程第１１ 議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第

３号） 
日程第１２ 議案第７７号 町道路線の認定について 
日程第１３ 諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いて 
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２．出席議員は次のとおりである。（１４名） 

 
 １番  伊 藤 雄 波        ２番  伊 藤 達 美 
 ３番  望 月 悟 良        ４番  赤 池   朗 
 ５番  上 田 孝 二        ６番  田 中 一 泰 
 ７番  野 島 俊 博        ８番  河 井   淳 
 ９番  芦 澤 健 拓       １０番  福 與 三 郎 
１１番  渡 辺 文 子       １２番  川 口 福 三 
１３番  広 島 法 明       １４番  柿 島 良 行 

 
 

３．欠席議員は次のとおりである。 
 

な  し 
 
 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 
（２１人） 

町       長 望 月 幹 也 副 町 長 瀧 本 勝 彦 
教 育 長 鈴 木 高 吉 総 務 課 長 笠 井 祥 一 
会 計 管 理 者 村 野 浩 人 企 画 政 策 課 長 高 野 博 邦 
交 通 防 災 課 長 千頭和康樹 財 政 課 長 遠 藤  基 
税 務 課 長 小笠原正人 町 民 課 長 熊 谷  司 
福 祉 保 健 課 長 穂 坂 桂 吾 観 光 課 長 佐 藤 成 人 
子育て支援課長 大 村  隆 産 業 課 長 望 月 真 人 
建 設 課 長 水 上 武 正 土 地 対 策 課 長 埜 村 公 文 
環境上下水道課長 羽 賀 勝 之 下 部 支 所 長 望月由香里 
身 延 支 所 長 柿 島 利 巳 学 校 教 育 課 長 伊 藤 克 志 
生 涯 学 習 課 長 深 沢 教 博 

 
 

５．職務のため議場に出席した者の職氏名（２人） 
 

議会事務局長 佐 野 和 紀 
録 音 係 望 月  融 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（佐野和紀君） 

 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（柿島良行君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 それでは出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は議事日程第４号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 諸般の報告を行います。 

 本日の説明員として地方自治法第１２１条の規定に基づき、出席通知のありました者の職氏

名につきましては、先の会議で一覧表として配布したとおりです。 
 本日はお手元に配布した委員会付託表のとおり議案第６７号から議案第７７号までを各常任

委員会に付託を予定していますので、質疑は大綱のみに留めてください。 
 また委員会付託省略議案表のとおり、諮問第５号は委員会付託を省略の予定です。 
 以上で諸般の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を定

める条例の一部を改正する条例について質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 望月悟良君。 

〇３番議員（望月悟良君） 
 私、１点、質問させていただきますけども、今回の水道法の布設工事の監督者及び水道技術

管理者の資格の基準を定める条例改正ということで出されているわけですが、昨日も全協の中

で提案理由の中に新しく専門職大学という名称が出てきているわけですけども、これにつきま

しては、この提案理由にもありますように、学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う、

この整備に関する政令とありますけども、この中で専門職大学を設けるということに伴って、

この専門職大学を経た者に布設とか、そういった水道法に基づく権限を与えるということで、

この政令というのは、学校教育法の専門職大学が新たに始まるということで、この改正を行う

ということの解釈でよろしいですか。 
〇議長（柿島良行君） 

 望月悟良君、この議案は教育厚生常任委員会へ付託を予定しておりますので、具体的な質問

につきましては、教育厚生常任委員会のほうで再度、質問していただきたいと思います。 
 （はい。の声） 
 ほかに議案第６７号について、質疑等はございますか。 
 本会議での質疑につきましては、先ほど言いましたように大綱のみに留めていただき、具体

的な質問等につきましては、各委員会でしっかりと審査をしていただきたいと思います。 
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 ほかに質疑等はございませんか。 
 （ な し ） 
 ほかに質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第６７号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第３ 議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第６８号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第４ 議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金条

例を廃止する条例について質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第６９号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第５ 議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管理者の指定

について質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７０号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第６ 議案第７１号 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の指定につい

て質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７１号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第７ 議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号）について質疑を行い

ます。 
 一般会計については款別に質疑を行います。お手元に配布のとおり４項目に分けて行います。 
 まず第１項、歳入を一括して質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 川口福三君。 
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〇１２番議員（川口福三君） 
 議案第７２号について、１件だけお伺いいたします。 
 ９ページに県の支出金で災害復旧事業費補助金１，９５０万円出ているんですが、その災害

復旧とはどこを指しているのか、ちょっとお伺いします。 
〇議長（柿島良行君） 

 遠藤財政課長。 
〇財政課長（遠藤基君） 

 今のご質問は、１５款２項９目１節の農林水産業施設災害復旧事業費の補助金の関係の１，

９５０万円は、どこの場所かということでしょうか。お答えいたします。 
 欠草里農道の災害復旧でございまして、欠草里というのは自然の里のそばの道路でありまし

て、ちょうど集落から下りてしまして、施設にもう少しで入るというところの入口のところが

農道が落ちていますので、そちらを災害復旧するということでございます。よろしくお願いい

たします。 
〇議長（柿島良行君） 

 川口福三君。 
〇１２番議員（川口福三君） 

 建設費のほうでもって８千万円の見積もり予想が出ているんですが、それと合わせた中の金

額になるんですか。 
〇議長（柿島良行君） 

 川口福三君、本案はこのあとの連合審査に付託を予定しておりますので、詳細な質疑につき

ましては、連合審査の中で質疑を再度行っていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 
 そのほか、補正予算案の大綱につきましてご質疑ありませんか。 
 （ な し ） 
 ほかに質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で第１項の質疑を終わります。 
 次に第２項、歳出、２款総務費、３款民生費、４款衛生費、５款労働費の質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で第２項の質疑を終わります。 
 次に第３項、歳出、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、９款消防費の質疑を行い

ます。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で第３項の質疑を終わります。 
 次に第４項、歳出、１０款教育費、１１款災害復旧費、１３款諸支出金の質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
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 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で第４項の質疑を終わります。 
 以上で議案第７２号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第８ 議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につい

て質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７３号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第９ 議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）につい

て質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７４号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１０ 議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第２号）

について質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７５号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１１ 議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）につい

て質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７６号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１２ 議案第７７号 町道路線の認定について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７７号の質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１３ 諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて。 

 本件は人事案件のため質疑を省略したいと思いますが、これに異議ありませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、諮問第５号の質疑は省略します。 
 お諮りします。 
 お手元に配布した委員会付託表のとおり議案第６７号から議案第７７号までを各常任委員会

に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、付託表のとおり各常任委員会に付託します。 
 お諮りします。 
 お手元に配布した委員会付託省略表のとおり、諮問第５号については委員会付託を省略した

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、委員会付託省略議案表のとおり常任委員会付託を省略します。 
 以上で本日の議事日程は終了しました。 
 本日は、これをもちまして散会といたします。 
 ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（佐野和紀君） 
 相互にあいさつを交わし終わります。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 お疲れさまでした。 

散会 午前 ９時２０分 
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平成３０年第４回身延町議会定例会（５日目） 

 
平成３０年１２月１４日 
午前 ９時００分開議 
於 議 場 

 
１．議事日程 

 
日程第１ 諸般の報告 
日程第２ 委員長報告 
日程第３ 議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格

等の基準を定める条例の一部を改正する条例について 
日程第４ 議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 
日程第５ 議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施

設整備基金条例を廃止する条例について 
日程第６ 議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定

管理者の指定について 
日程第７ 議案第７１号 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者

の指定について 
日程第８ 議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号） 
日程第９ 議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号） 
日程第１０ 議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第

４号） 
日程第１１ 議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予

算（第２号） 
日程第１２ 議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第

３号） 
日程第１３ 議案第７７号 町道路線の認定について 
日程第１４ 諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いて 
日程第１５ 請願第２号 身延町各機関における非行政書士行為排除の徹底を求め

る請願 
日程第１６ 委員会の閉会中の継続調査について 

追加日程第１ 議案第７８号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例について 
追加日程第２ 議案第７９号 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部を改正する条例について 
追加日程第３ 議案第８０号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第９号） 
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追加日程第４ 議案第８１号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号） 
追加日程第５ 議案第８２号 平成３０年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号） 
追加日程第６ 議案第８３号 平成３０年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号） 
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４号） 
追加日程第１０ 議案第８７号 訴えの提起について 
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 １番  伊 藤 雄 波        ２番  伊 藤 達 美 
 ３番  望 月 悟 良        ４番  赤 池   朗 
 ５番  上 田 孝 二        ６番  田 中 一 泰 
 ７番  野 島 俊 博        ８番  河 井   淳 
 ９番  芦 澤 健 拓       １０番  福 與 三 郎 
１１番  渡 辺 文 子       １２番  川 口 福 三 
１３番  広 島 法 明       １４番  柿 島 良 行 
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議会事務局長 佐 野 和 紀 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（佐野和紀君） 

 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（柿島良行君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 それでは出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は議事日程第５号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 諸般の報告を行います。 

 本日の説明員として地方自治法第１２１条の規定に基づき、出席通知のありました者の職氏

名につきましては、先の会議で一覧表として配布したとおりです。 
 なお本日は条例改正案２件、補正予算案７件、訴えの提起１件が追加案件となっています。 
 以上で諸般の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 委員長報告。 

 （１）総務産業建設常任委員会に付託した議案第６９号、議案第７０号、議案第７１号、議

案第７２号、議案第７７号および請願第２号について委員長の報告を求めます。 
 総務産業建設常任委員会委員長 上田孝二君、登壇してください。 

〇総務産業建設常任委員長（上田孝二君） 
 それでは報告をいたします。 
 （以下、総務産業建設常任委員会報告書の朗読につき省略） 

〇議長（柿島良行君） 
 以上で総務産業建設常任委員会委員長の報告が終わりました。 
 委員長はその場でお待ちください。 
 これから委員長の報告に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 以上で総務産業建設常任委員会委員長の審査報告に対する質疑を終わります。 
 上田委員長は自席にお戻りください。 
 次に教育厚生常任委員会に付託した議案第６７号、議案第６８号、議案第７３号、議案第

７４号、議案第７５号および議案第７６号について委員長の報告を求めます。 
 教育厚生常任委員会委員長 野島俊博君、登壇してください。 

〇教育厚生常任委員長（野島俊博君） 
 （以下、教育厚生常任委員会報告書の朗読につき省略） 
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〇議長（柿島良行君） 
 以上で教育厚生常任委員会委員長の報告が終わりました。 
 委員長はその場でお待ちください。 
 これから委員長の報告に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で教育厚生常任委員会の審査報告に対する質疑を終わります。 
 野島委員長は自席にお戻りください。 
 これから日程に従い討論・採決を行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第３ 議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を定

める条例の一部を改正する条例についての討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、これで討論を終わります。 
 これから議案第６７号 身延町水道の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等の基準を

定める条例の一部を改正する条例について採決をします。 
 お諮りします。 
 議案第６７号に対する委員長の報告は可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６７号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第４ 議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例についての討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例について、反対討論をいたします。 
 平成２６年に制定されたこの条例は、子どもの安全確保や質の向上を願う保護者や職員たち

の運動で導入され、全国一律に職員の配置数や資格の最低基準を定めたものです。その３条に

は最低基準の向上があり、その中には町は最低基準を常に向上させるように努めるものとする

と規定をされています。 
 子どもにとって安全・安心な場所を保障するためには一人ひとりの子どもを理解し、専門性

を持った指導員の複数配置が不可欠です。今回の改正はこの最低基準をさらに下げるもので賛
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成することはできません。 
〇議長（柿島良行君） 

 次に原案に賛成者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 伊藤達美君。 

〇２番議員（伊藤達美君） 
 この条例の改正については、国の省令の改正に準じて改正したものでございまして、その中

身をこうやって吟味をいたしますと、特に問題点を見ることはできないように思います。 
 したがいまして、私といたしましては、この身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正については賛成といたします。 
 ただし、この省令につきましては、これは各省庁の考え方でもって随時改正されるものであ

り、国会の議決を経ておりませんので、もし異議がある場合はやっぱり議会として省庁に対し

て意見書の提出をすべきであるというふうに思います。それを付け加えておきます。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 次に反対討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 反対討論がないので、討論を終わります。 
 これから議案第６８号 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例についてを採決します。 
 お諮りします。 
 議案第６８号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第６８号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第５ 議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金条

例を廃止する条例についての討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、これで討論を終わります。 
 これから議案第６９号 身延町地域情報通信施設条例及び身延町地域情報通信施設整備基金

条例を廃止する条例についてを採決します。 
 お諮りします。 
 議案第６９号に対する委員長の報告は可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
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 よって、議案第６９号は委員長の報告のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第６ 議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管理者の指定

についての討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、これで討論を終わります。 
 これから議案第７０号 身延町活性化施設及び身延町相又特産品生産施設の指定管理者の指

定についてを採決します。 
 お諮りします。 
 議案第７０号に対する委員長の報告は可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７０号は委員長報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第７ 議案第７１号 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の指定につい

ての討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第７１号 身延町なかとみ和紙の里特産品加工販売所の指定管理者の指定につ

いてを採決します。 
 お諮りします。 
 議案第７１号に対する委員長の報告は可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７１号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第８ 議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号）の討論を行います。 

 一般会計については款別に討論を行います。 
 お手元に配布のとおり４項目に分けて行います。 
 まず第１項、歳入を一括して行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
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 討論がないので、これで第１項の討論を終わります。 
 次に第２項、歳出、２款総務費、３款民生費、４款衛生費、５款労働費の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで第２項の討論を終わります。 
 次に第３項、歳出、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、９款消防費の討論を行い

ます。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで第３項の討論を終わります。 
 次に第４項、歳出、１０款教育費、１１款災害復旧費、１３款諸支出金の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 福與三郎君。 

〇１０番議員（福與三郎君） 
 議案第７２号 一般会計補正予算、１０款１項２目１３節委託料５３４万６千円。これにつ

きましては、新中学校建設にかかわる委託料でありまして反対をいたします。 
 本町にあっては年々児童生徒が減少していく状況の中で、直ちの新校舎建設は最大規模の校

舎建設となります。１０年後２０年後にはその３分の１、そして２分の１が不要となり空き室

となることは明白であります。適正規模の校舎建設は生徒数が減少を続けていくという流れの

中にあっては判断することは非常に難しいことでありますが、ただ、言えることは今ではない

ということです。旧中学校の統合を果たし、現中学校も教育環境整備のためリニューアルをし

たばかりで、なんの不足もない状況であります。このときにあえて合併特例債に目がくらんで

実行することは、将来無駄な投資だったと禍根を残すことになるのではないかと危惧をすると

ころであります。 
 ゆえに直ちの学校建設については時期尚早であり、反対をいたします。 

〇議長（柿島良行君） 
 次に原案に賛成者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 赤池朗君。 

〇４番議員（赤池朗君） 
 議案第７２号 一般会計補正予算についての賛成の討論をいたします。 
 新中学校を町の中央付近に建設するように求める意見書が２０１４年９月議会で採択され、

その後、新中学校建設検討委員会が設置され答申がありました。これを受け、学校施設総合整

備計画に着手し、町の中央付近に建設する方向で検討することとなり、町は有利な合併特例債

が利用できる平成３５年度までに町の中央付近に建設しようとしています。 
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 特に町の北部から通う生徒たちの通学距離と時間の短縮ができることは私も、保護者、生徒

たちも望んでいるところです。子どもの数が年々少なくなっている現状ですが、より魅力ある

中学校建設が私は必要と考えています。その中学校建設の第一歩が今回の新校舎建設予定地測

量他業務の委託料なので、私は賛成します。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 次に反対討論はありませんか。 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 議案第７２号の中の身延中学校新校舎等建設予定地測量他業務、この委託について反対をい

たします。 
 今回、計画されている建設予定地は、町のハザードマップで０．５メートルの浸水想定区域

に指定されているところであります。安心・安全であるとは言えません。新築の計画では２７億

７千万円。長寿命可能な今の中学校を長寿命化すると大体９億円の費用になるということです

けども、３分の１の費用で長寿命化が可能な状態である。すでに１億５千万円かけて改修も行

われています。それで、この長寿命化のほうがいいと思います。 
 次に平成２８年度の中学生のバス通学費用は６，６６０万円、１人当たり年間６７万９千円

かかっています。今回の計画で移転することで、最低１億円から１億３千万円ぐらいの通学費

用がかかることになると想定されます。その負担は大きなものであります。 
 そして現在、中学生は２０１８年１８８人、１５年後の２０３５年には予想で大体半分の

９６人になってしまいます。そういう状況が予想される中で、今の時点で中学を建ててしまい

ますと過大な投資になる可能性もありますし、人口の減も当然あります。そういう中で町の状

況も変わります。ですから早急に建てることには賛成できません。 
 そしてもう１点、中学統合もして間近でありますし、やっと環境に慣れた生徒たちに新たに

負担をかけることになるということであります。 
 以上の点から考えましても、現時点で中学校を新築することは時期尚早であり、改築をする

ことについては、より慎重に検討する必要があると思います。 
 以上を申しまして、改築予算に対して反対をいたします。 

〇議長（柿島良行君） 
 次に賛成討論はありませんか。 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号）について反対討論がありま

したので、私は賛成の立場から討論をさせていただきます。 
 ただいま反対をされた方々が下山小学校とか下山公民館の分館とか、こういうものの建設に

対して反対をしたでしょうか。この２案に関しては賛成をしていると思います。今、安全性の

問題で討論がございましたけれども、そのときにも安全性について、それほど反対の討論が

あったとは、私は記憶しておりません。建設費についても同じでございます。下山小学校はた

しか２６億円くらいかけて建設していると思います。こういう中で、今、下山小学校の南側に

建設をという計画があって、そこを安全性うんぬんというふうなことで反対をするということ
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は大変、私は問題があると思います。 
 それから１中３小の議決、これに対してもたぶん、このお二人は賛成をしていると思います。

私たちが１中３小の問題でいろんな議論をしたときに、この１中３小に対しては賛成をしたと

いう記憶がありますので、今さら、この中央に中学校という意見書に対して議決をした皆さん

に反対をされるというのは非常に私としては異論がございます。 
 それから時期尚早という意見ですけれども、これは合併特例債が２０２４年までに終了する

という、そういう中での考え方で今の議論が出ていると思います。この議会の中でも議論があ

りましたけれども、今回、身延中学校新校舎等施設整備基本計画検討委員会ということで議会

からも２人の委員を派遣することになっております。そういう中で改めて、こういう問題につ

いて反対の討論をする、反対の意見を出すということは、私は非常に問題があると思います。

そういうことで、私はこの予算書に対しては賛成の討論をさせていただきました。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 ほかに反対討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 反対討論がないので、第４項の討論を終わります・・・。 
 川口福三君。 

〇１２番議員（川口福三君） 
 議案第７２号に対して、私は賛成の立場で討論をいたします。 
 この中学校の校舎建設問題は、１中に統合する段階において議会として早期に建設問題を考

えるということを条件に１中にしたはずです。議会として、やはり決定した以上、これに従っ

て行政側で進める計画に対しては、ここで反対するわけにもいきません。 
 よって、早期実現に向けて、ぜひともこの中学校建設に向けては進めていただきたいと、こ

のように考えます。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 ほかに反対討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 反対討論がないので、第４項の討論を終わります。 
 以上で議案第７２号の討論を終わります。 
 これから議案第７２号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第８号）を採決します。 
 お諮りします。 
 議案第７２号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第７２号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第９ 議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の討論

を行います。 
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 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、これで討論を終わります。 
 これから議案第７３号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採

決します。 
 お諮りします。 
 議案第７３号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７３号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１０ 議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）の討

論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第７４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）を採

決します。 
 お諮りします。 
 議案第７４号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７４号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１１ 議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第２号）

の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第７５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 
 お諮りします。 
 議案第７５号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
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 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７５号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１２ 議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）の討論

を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第７６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）を採決

します。 
 お諮りします。 
 議案第７６号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７６号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１３ 議案第７７号 町道路線の認定についての討論を行います。 

 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第７７号 町道路線の認定についてを採決します。 
 お諮りします。 
 議案第７７号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７７号は委員長の報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１４ 諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて。 

 本案については人事案件のため討論を省略し採決を行いたいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
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 よって、諮問第５号につきましては討論を省略し、直ちに採決に入ることに決定しました。 
 原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、諮問第５号については適任と意見を付すことに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１５ 請願第２号 身延町各機関における非行政書士行為排除の徹底を求める請願の討論

を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、これで討論を終わります。 
 これから請願第２号 身延町各機関における非行政書士行為排除の徹底を求める請願を採決

します。 
 お諮りします。 
 請願第２号に対する委員長の報告は採択とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、請願第２号は委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１６ 委員会の閉会中の継続調査について。 

 総務産業建設常任委員会委員長、教育厚生常任委員会委員長、議会運営委員会委員長、議会

広報編集委員会委員長から委員会において調査中の事件について、会議規則第７５条の規定に

よって、お手元に配布した申出書のとおり閉会中の継続調査の申し出がありました。 
 お諮りします。 
 各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。 
 お諮りします。 
 本日、条例改正案２件、補正予算案７件、訴えの提起１件が追加案件となっています。 
 この案件を本日の日程に追加することに異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加案件は本日の日程に追加することに決定しました。 
 議事の途中ですが、ここで暫時休憩といたします。 
 再開は１０時５分とします。 
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休憩  午前 ９時５２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時０５分 
〇議長（柿島良行君） 

 再開します。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第１ 議案第７８号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例について 
   追加日程第２ 議案第７９号 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例について 
は条例改正案ですので、一括して議題とします。 
 町長から本案について提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 それでは追加提出議案第７８号と第７９号について提案理由を説明申し上げます。 
 まず議案第７８号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例についてであります。 
 身延町職員給与条例の一部を改正する条例の議案を提出いたします。 
 提案理由を申し上げます。 
 平成３０年人事院勧告および山梨県人事委員会勧告に伴い、身延町職員給与条例の一部を改

正する必要が生じました。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 次に議案第７９号 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例についてであります。 
 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の議

案を提出いたします。 
 提案理由を申し上げます。 
 平成３０年人事院勧告および山梨県人事委員会勧告による身延町職員給与条例の一部改正

に伴い、身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する必要

が生じました。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 以上であります。 
 なお、本議案２件の内容につきましては、総務課長より説明を申し上げますのでよろしくご

審議の上ご議決くださいますようお願いを申し上げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 次に議案第７８号および議案第７９号の内容説明を求めます。 
 笠井総務課長。 

〇総務課長（笠井祥一君） 
 議案第７８号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例について、議案説明書に基づき説

明をさせていただきます。 
 議案説明書をご覧ください。 
 条例の一部改正を行うこととなった背景等ですが、人事院が平成３０年８月１０日、一般職



 １４４

の国家公務員の給与改定について国会および内閣に対し勧告を行い、政府は人事院勧告どおり

の実施を閣議決定し、１１月２８日、参議院本会議において可決・成立しましたこと、また山

梨県人事委員会が平成３０年１０月１８日、県職員の給与改定について県議会および知事に対

し勧告を行いましたことなどから今回、条例改正をお願いするものでございます。 
 なお、地方公務員法第２４条第３項に職員の給与は、生計費ならびに国および他の地方公共

団体の職員、ならびに民間事業の従業者の給与、その他の事情を考慮して定められなければな

らないと規定されていることから県人事委員会勧告に準じて改正をするものでございます。 
 次に条例の一部改正の内容ですが、人事院勧告および山梨県人事委員会勧告に準じまして次

のとおり給与条例の一部改正を行うものでございます。 
 まず月例給は公民格差を解消するため勧告に準じた給料月額の引き上げ改定でございます。 
 初任給は民間との間に差があることを踏まえ、行政職給料表については１，５００円程度の

引き上げ、若年層についても１千円程度引き上げ、その他の職員につきましては４００円の引

き上げを基本に改定するものでございます。 
 その他の給料表につきましては、行政職給料表を基本に改定するものであります。 
 期末手当および勤勉手当につきましては、民間の支給割合との均衡を図るとともに勧告に準

じた引き上げを行い、１２月の勤勉手当を０．０５カ月分引き上げるものでございます。これ

によりまして、年間支給月額が「４．４０月」から「４．４５月」になるものでございます。 
 扶養手当額につきましては、配偶者は「１万円」を「６，５００円」に改定するものであり

ます。 
 改定の適用時期につきましては、給料表は平成３０年４月１日、期末手当および勤勉手当は

平成３０年１２月１日、扶養手当は平成３１年４月１日であります。 
 施行期日につきましては、公布の日から施行するものであります。 
 以上で議案第７８号の説明を終わらせていただきます。 
 引き続きまして議案第７９号 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する

条例の一部を改正する条例につきまして、議案説明書に基づき説明をさせていただきます。 
 議案説明書をご覧ください。 
 条例改正を行うこととなった背景等でございますが、議案第７８号と同様に人事院が国会お

よび内閣に対し勧告を行い、１１月２８日、参議院本会議におきまして可決・成立しましたこ

と、また山梨県人事委員会が県議会および知事に対し勧告を行いましたことなどから今回、特

別職につきましても条例改正をお願いするものであります。 
 内容につきましては、人事院勧告および山梨県人事委員会勧告に準じまして行う一般職員の

勤勉手当の率の改正に伴い、特別職の期末手当の支給率も０．０５カ月の引き上げを行うもの

でございます。 
 改定の適用時期につきましては、平成３０年１２月１日であります。 
 施行期日につきましては、公布の日から施行するものでございます。 
 以上で議案第７９号の説明を終わらせていただきます。よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（柿島良行君） 
 以上で町長の提案理由と担当課長の内容説明が終わりました。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第３ 議案第８０号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第９号） 
   追加日程第４ 議案第８１号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 
   追加日程第５ 議案第８２号 平成３０年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 
   追加日程第６ 議案第８３号 平成３０年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号） 
   追加日程第７ 議案第８４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号） 
   追加日程第８ 議案第８５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第

３号） 
   追加日程第９ 議案第８６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

については、補正予算案ですので一括して議題とします。 
 町長から本案についての提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 それでは、議案第８０号から議案第８６号について提案理由を説明申し上げます。 
 まず議案第８０号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第９号）についてであります。 
 説明につきましては、すべての議案におきまして歳入歳出予算の補正、第１条のみとさせて

いただきたいと思います。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６８８万９千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ８７億５，８４７万円とする。 
 次に議案第８１号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

であります。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２万５千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１９億４，５７３万６千円とする。 
 次に議案第８２号 平成３０年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

てであります。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ４億９，４１８万９千円とする。 
 次に議案第８３号 平成３０年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）についてであ

ります。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２２万１千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２３億７８３万９千円とする。 
 次に議案第８４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）について

であります。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９万６千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１１億４，８７０万３千円とする。 
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 次に議案第８５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第３号）に

ついてであります。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ３，６５８万９千円とする。 
 次に議案第８６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第４号）についてで

あります。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０万７千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ４億２，５０１万４千円とする。 
 なお、これら７議案につきましては、平成３０年人事院勧告および山梨県人事委員会勧告に

伴います人件費のみの補正予算でありますので内容説明は省略させていただきたいと存じます。 
 よろしくご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（柿島良行君） 
 お諮りします。 
 議案第８０号から議案第８６号の内容説明ですが、全議案とも人事院勧告による給与改定の

補正のみのため内容説明を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第８０号から議案第８６号の内容説明は省略します。 
 以上で町長の提案理由の説明が終わりました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第１０ 議案第８７号 訴えの提起について。 

 町長から本案についての提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 それでは、追加議案第８７号について提案理由を説明申し上げます。 
 訴えの提起についてであります。 
 林道施設破損に係る原状回復又は損害賠償請求の訴えを提起する議案を提出いたします。 

記 
 １．訴 え の 相 手 方 山梨県西八代郡市川三郷町鴨狩津向３９番の１ 
             有限会社小林林業 代表取締役 小林嘉昭 
 ２．事 件 名 原状回復又は損害賠償請求事件 
 ３．請 求 の 趣 旨 ①相手方に対し破損された林道施設の原状回復又は損害賠償請

求。 
             ②訴訟費用は相手方の負担とする。 
 ４．訴訟に関する取扱い 弁護人を訴訟代理人に選任し、町は必要に応じ和解、上訴、その

他必要な措置を行うことができる。 
 提案理由を申し上げます。 
 林道施設破損に係る原状回復又は損害賠償請求の訴えを甲府地方裁判所へ提起することにつ
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いて地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により議会の議決を求めるものであります。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。 
 以上であります。 
 なお、議案の内容につきましては、産業課長が説明をいたしますのでよろしくお願い申し上

げます。 
〇議長（柿島良行君） 

 次に議案第８７号の内容説明を求めます。 
 望月産業課長。 

〇産業課長（望月真人君） 
 それでは議案第８７号 訴えの提起につきまして、議案説明書によりご説明させていただき

ます。 
 林道折八古関線、林道施設破損についての有限会社小林林業に対する訴えの提起につきまし

ては第３回定例会、議案第５８号により議会の議決をいただきました。 
 訴訟に向けて訴訟代理人であります顧問弁護士、柳町法律事務所、細田浩弁護士と準備を進

めてきたところ、新たに損害賠償請求を加えて訴訟手続きを進める方針となりました。 
 訴えの相手方、原状回復の内容につきましては議案第５８号と変わりません。 
 以上でございます。よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（柿島良行君） 
 以上で町長の提案理由と担当課長の内容説明が終わりました。 
 これから日程に従い、追加案件の質疑・討論・採決を行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第１ 議案第７８号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例についての質疑を行い

ます。 
 質疑はありませんか。 
 望月悟良君。 

〇３番議員（望月悟良君） 
 １点、質問させていただきます。 
 今回、人事院勧告に基づきまして給与改定が行われるわけでございますけれども、現状の本

町の給与水準、ラスパイレス指数がもしお分かりでしたら参考に教えていただきたいと思いま

す。県下の平均と申しますか、それも分かりましたら教えていただきたいと思います。よろし

くお願いします。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 お答えをさせていただきます。 
 ラスパイレス指数につきましては、地方公務員の一般行政職の給料額と国家公務員の給料額

と学歴別、それから経験年数別に国を１００として比較算出をするものでございますけども、

総務省から公表をされました平成２９年４月１日現在の山梨県の市町村平均は９７．５となっ

ております。身延町は９４．９となっております。 
 以上であります。 
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〇議長（柿島良行君） 
 ほかに質疑はありませんか。 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 議案説明書の中に地方公務員法第２４条第２項に職員の給与は生計費、ならびに国および他

の地方公共団体の職員、ならびに民間事業の従業者の給与、その他の事情を考慮して定められ

なければならないと規定されているとありますけども、これは人事院勧告に基づいて毎年給与

が改定されるという、これは恒例のようになっているわけで、今まで私も特に疑問を持たずに

というか、そのまま過ごしてきたわけですけども、もとの民間事業の従業者の給与というのは、

どのへんの民間事業の従業者の給与を考慮しているのか。その点、もし分かればご回答をお願

いします。 
〇議長（柿島良行君） 

 笠井総務課長。 
〇総務課長（笠井祥一君） 

 お答えをさせていただきます。 
 本町につきましては人事委員会等もございませんので、先ほども説明をさせていただきまし

たけれども、山梨県人事委員会の勧告に準じて改正を行わせていただいております。山梨県人

事委員会が参考といたしております民間事業者につきましては、従業員数が５０人以上の企業

をもとに算定をしているということになっております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 ということは、人事院勧告とは違う基準で算定しているという、そういうことでしょうか。 

〇議長（柿島良行君） 
 笠井総務課長。 

〇総務課長（笠井祥一君） 
 お答えさせていただきます。 
 国の人事院におきましても同じ５０人以上の企業につきまして調査をしているということ

になっております。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 芦澤健拓君。 

〇９番議員（芦澤健拓君） 
 先日、テレビで見ておりましたら賞与が上がるところと下がるところがあって、半数以上は

上がるようですが、そうでない企業もたくさんあるということで、公務員は毎年毎年こういう

ふうな形で上がってきているわけですが、そこで特に身延町の民間企業との格差がだんだん広

がってくるんではないかというふうな私の個人的な見解なんですけども、そんな気がしており

ます。非常に零細企業が多い本町でございますので、そういう声もかなりありまして、そうい

う中で一番、身延町の大企業であります役場の職員については、毎年こういう形で給与が上
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がっていくということで、それ自体は生活の向上ということで、これが当然、上がった分はど

こかに落ちているという、町内に落ちているということであれば、私としても納得いくわけで

すけども、そのへんの一般企業との格差について、今後少し研究していただくほうがいいので

はないかと思いますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（柿島良行君） 

 ほかに質疑はありませんか。 
 田中一泰君。 

〇６番議員（田中一泰君） 
 今、国も県も５０人以上の企業ということなんですけども、これって大企業も当然入ってい

て、そのバランスというのはあるんでしょうかね。例えば、５０人以上といっても何万人とい

るのもあるんだけども、その平均値を取るんだと思うんだけども、その数は上限が決まってい

るとか、５０人以上というだけの規定でしょうか。 
〇議長（柿島良行君） 

 瀧本副町長。 
〇副町長（瀧本勝彦君） 

 人事院勧告、人事委員会勧告の企業の調査のことについてご質問ということでございます。 
 ちなみに山梨県人事委員会の今年の民間事業所の調査の数というのは１１１、民間事業所の

５，０３５人の個人の給与を実地調査しております。それは５０人以上の規模が対象で、毎年

同じ企業を調査するということではなくて、今年の場合でしたら５月１日から６月１８日の間

に行っておりまして、例年そのぐらいの時期に無作為に企業を選んで、国の人事院のほうから

選定企業がくるんですけれども、５０人以上の企業を、毎年同じではなくて、無作為に選んで

それを対象に調査をしております。 
 なので個々の企業名まではちょっと公開されていませんので、いずれ５０人以上の規模で県

内、今年については１１１の企業を調査した結果ということでございます。それは毎年やって

おります。 
 以上でございます。 

〇議長（柿島良行君） 
 ほかに質疑ありませんか。 
 （ な し ） 
 ほかに質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７８号の質疑を終わります。 
 これから議案第７８号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例についての討論を行い

ます。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第７８号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例についてを採決します。 
 お諮りします。 
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 本案は、原案のとおり可決することについて賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７８号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第２ 議案第７９号 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例についての質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第７９号の質疑を終わります。 
 これから議案第７９号の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 議案第７９号 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正

する条例について反対討論いたします。 
 この条例改正は平成３０年人事院勧告および山梨県人事委員会勧告による身延町職員給与

条例の一部改正に伴い、特別職の職員で常勤のもの、要するに町長、副町長、教育長の期末手

当の引き上げです。 
 地方公務員の給与を引き上げていくことは、民間の賃金水準を引き上げていくためにも有効

ですし、さらに国民の購買力を高めることにもつながり景気回復の決め手になることも期待で

きます。 
 しかし、特別職である町長、副町長、教育長の期末手当の引き上げについては慎重に検討す

る必要があると思います。年金引き下げに苦しむ年金生活者、実質賃金の低下や低迷に苦しむ

現役世代、地域経済の低迷による営業不振に苦しむ自営業者など多くの町民の苦しい生活状況

を考えると、この条例に賛成することはできません。 
〇議長（柿島良行君） 

 次に原案に賛成者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 望月悟良君。 

〇３番議員（望月悟良君） 
 私、議案第７９号の特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正でご

ざいますけれども、特別職といいまして、いわゆる責任の重さですね、そういった責任という

ような判断、または解釈をいたしまして今度の改正には私は賛成といたします。 
 以上です。 

〇議長（柿島良行君） 
 ほかに反対討論はありませんか。 
 （ な し ） 



 １５１

 反対討論がないので、討論を終わります。 
 これから議案第７９号 身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例についてを採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することについて賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第７９号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第３ 議案第８０号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第９号）の質疑を行いま

す。 
 本議案は款別質疑によらず議案一括で質疑を行いたいと思いますが、これにご異議ありませ

んか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本議案は一括で質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第８０号の質疑を終わります。 
 これから議案第８０号の討論を行います。 
 本議案は款別討論によらず、議案一括で討論を行いたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本議案は一括で討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第８０号 平成３０年度身延町一般会計補正予算（第９号）を採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８０号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第４ 議案第８１号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の

質疑を行います。 



 １５２

 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第８１号の質疑を終わります。 
 これから議案第８１号の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第８１号 平成３０年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を採

決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８１号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第５ 議案第８２号 平成３０年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

の質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第８２号の質疑を終わります。 
 これから議案第８２号の討論を行います。 
 原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第８２号 平成３０年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を

採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８２号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第６ 議案第８３号 平成３０年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）の質疑

を行います。 



 １５３

 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第８３号の質疑を終わります。 
 これから議案第８３号の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第８３号 平成３０年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）を採決し

ます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８３号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第７ 議案第８４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）の

質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第８４号の質疑を終わります。 
 これから議案第８４号の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第８４号 平成３０年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）を採

決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８４号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第８ 議案第８５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第

３号）の質疑を行います。 



 １５４

 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第８５号の質疑を終わります。 
 これから議案第８５号の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第８５号 平成３０年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第

３号）を採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８５号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第９ 議案第８６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第４号）の質

疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第８６号の質疑を終わります。 
 これから議案第８６号の討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第８６号 平成３０年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第４号）を採決

します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８６号は原案のとおり可決することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第１０ 議案第８７号 訴えの提起についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 



 １５５

 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で議案第８７号の質疑を終わります。 
 これから議案第８７号 訴えの提起について討論を行います。 
 まず原案に反対者の発言を許します。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから議案第８７号 訴えの提起についてを採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８７号は原案のとおり可決することに決定しました。 
 以上をもちまして、本定例会に付議されました案件はすべて議了しました。 
 ここで町長からあいさつの申し出がありましたので、これを許します。 
 望月町長。 

〇町長（望月幹也君） 
 皆さま、大変お疲れさまでございました。 
 平成３０年身延町議会第４回定例会の閉会にあたり、一言あいさつを申し述べさせていただ

きます。 
 今定例会に私どもが提案いたしました提出案件につきまして慎重なご審議をいただく中で

すべてご議決・ご同意をいただきました。議員の皆さまのご協力に敬意と感謝を申し上げたい

と存じます。ありがとうございました。 
 師走に入り今年も残すところ２週間余りとなり、寒さも一段と厳しく、また何かと気忙しい

日々が続きますので、皆さま方には健康に十分ご留意いただき輝かしい新年をお迎えいただけ

ますようご祈念を申し上げまして、閉会にあたってのあいさつとさせていただきます。ありが

とうございました。 
〇議長（柿島良行君） 

 町長のあいさつが終わりました。 
 会議規則第７条の規定によって閉会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本定例会はこれで閉会することに決定しました。 
 会期８日間、議員各位には慎重に審議をしていただき、無事閉会を迎えることができました

ことに深く感謝を申し上げます。 
 各位におかれましては、町政発展になお一層のご尽力を賜りますようお願い申し上げ、これ

をもちまして平成３０年第４回身延町議会定例会を閉会とします。 
 大変ご苦労さまでした。 



 １５６

〇議会事務局長（佐野和紀君） 
 相互にあいさつを交わし終わります。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 ご苦労さまでした。 

閉会 午前１０時５５分 
 
 



 １５７

 
 
 

上記会議の経過は、委託先（株）東洋インターフェイス代表取締役薬袋東洋 
男が録音テープから要約し、議会事務局長佐野和紀が校正したものであるが、 
その内容に相違ないことを証するため、議長により署名する。 
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